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生命の一生,す なわち受精から発生 ・成長 ・成熟 ・老化から死に至るすべての過程と
定義 しています.2工世紀の大きな社会的要請である「加齢現象に伴って発生する難治
性のがんや認知症など神経疾患の克服」が,本研究所の設置目的です.目的達成のた









活動の成果および近未来に向けた取 り組みについて,概 ね高い評価 をいただきまし
た.また,法人化後の学内評価においても良好な評価をいただいております.しか し,
平成20年度に行われた大学評価 ・学位授与機構による当研究所の評価は,必ずしも
満足のい く結果ではな く,7大学の医学生物系附置研の中で中位の成績に留 まりまし
た.評価の基準や中身が必ずしも明解でないという問題点はありますが,真摯に受け
止めてお ります.一方,本 年5月 に,本研究所は 「加齢医学研究拠点」(全国共同利













うな成果を挙 げているか,研 究所の状況がおわか りいただけると思います.
本書を通 じて本研究所 としての説明責任を果たすとともに,研究者 コミュニテ
ィー ・社会への情報発信の良い資料 となれば幸いです.
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担当教授 安 井 明
1.研 究分 野紹介
教 授:安 井 明
准教授:田 中 耕三(テ ニュア ・トラック教員)
講 師:高尾 雅
助 教:中 嶋 敏
当研究分野はDNA修 復機構を中心 としたゲノム安定性を司る種々の蛋白質や蛋白質複合体 の決定
とそれらの作用機序の解明 と欠損の影響を明らかにし,発癌の機構 と癌の治療法の開発やゲノム老化の
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2.研 究 報 告
































3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等













4.国 内学会で の発 表
特別講演,シ ンポジウム,ワークショップ等
1.安井 明:ミ スマ ッチ修復蛋白複合体の種々の損傷修復への集積 とその役割.第67回に本癌学
会学術総会,名 古屋,2008年10月28日,シンポ}ジウム講演.












3)文 部科学省ゲ ノムネ ッ トワークプ ロジェク ト班員
班員名:安 井 明
研究課題名:蛋 白の可視化 と機能的複合体解析 で解 くゲノム安定 性ネ ッ トワー ク
研究期間 二平成18年 度 より平成20年 度 まで.
遺伝子機能研究分野(田 中研究室)
担当教授 安 井 明
1.研 究分野 紹介
准教授:田 中 耕三(テ ニュア ・トラック教員)
当研究室は,東北大学における若手研究者の独立支援事業である「先進融合領域フロンティアプログ
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げ,紡 錘 体 チ ェ ッ ク ポ イ ン トを 活1生化 さ せ る.そ の 結 果 細 胞 周 期 が 停 止 し,こ れ が 持 続 す る と細 胞 死 が
誘 導 さ れ る が,そ の 機 序 に つ い て は 不 明 な 点 が 多 い.我 々 は 遺 伝 学 的 手 法 に 優 れ た 出 芽 酵 母 を モ デ ル と
し て こ の 機 構 を 明 らか に す る こ と を 目指 して い る.出 芽 酵 母 で の 知 見 か ら,ヒ ト細 胞 で の 抗 が ん剤 の 作
用 機 序 の 解 明 の 足 が か りが 得 られ る こ とが 期 待 さ れ る.
2.研 究 報 告


















2)和 文 論 文
総 説
1,田 中 耕 三,田 中 智 之.微 小 管 に よ る キ ネ トコ ア 捕 捉 の 分 子 機 構.実 験 医 学(2007)25,p,671-678.
3.国 際 学 会 ・海 外 で の 発 表 お よ び セ ミ ナ ー 等
一 般 演 題 ,ポ ス タ ー 等
1.KingoEndoandKozoTanaka.Mechanismofyeastcelldeathafterprolongedmitoticarrest.














6,田中耕三,喜 多村悦至,喜 多村陽子,田 中智之.微小管による動原体捕捉・輸送の分子機構.第
66回日本癌学会学術総会,横 浜,2007年10月3日.シンポジウム講演.
遺伝子情報研究分野
担当教授 田 村 眞 理






















ファミリー としてユニークな細胞内機能を持つこと,② 個々のPP2CファミリーメンバV-'・一は,活性 ド
メインに加えて,活性調節 ドメインや細胞内局在を規定するドメインをも内蔵し,多様な機能性制御を
9
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受 け る こ とが 予 想 さ れ た.当 研 究 室 で は,こ れ ら の 点 の 解 明 を含 め て,主 に 当 研 究 室 で ク ロ ー ニ ン グ に
成 功 し た4つ のPP2Cフ ァ ミ リ ー メ ン バ ー(PP2Cα,PP2Cε,PP2Cζ 及 びPP2Cη)が,細 胞 の ス トレ
ス 応 答 や 生 存 と死 の 制 御 に お い て 果 た す 役 割 の 解 明 を 目 的 に 研 究 を進 め て い る.
2)微 小 管 構 成 分 子 に よ るPP1,PP2Aの 制 御 機 構
微 小 管 は 細 胞 内 の 多 様 な 機 能 に 関 与 す る 細 胞 骨 格 で,し ば し ば小 器 官 あ る い は 他 の 細 胞 内 構 築 物 に 近
接 す る.そ れ 故,微 小 管 と これ らの 構 築 物 の 構 成 蛋 白 質 は相 互 に 情 報 を伝 達 し,そ れ ら の 機 能 の 制 御 に
寄 与 し て い る 可 能 性 が あ る.本 研 究 で は,微 小 管 に 高 い 親 和 性 を 示 す,プ ロ テ イ ン ホ ス フ ァ タ ー ゼ,MT-
PPIを 調 節 す る分 子 を 探 索 し,そ の 調 節 の 機 構 と意 義 を解 析 す る事 を通 じ て,微 小 管 と細 胞 内 構 築 物 と
の 相 互 制 御 の 解 明 を 試 み て い る.
2.メ カ ニ カ ル ス ト レス に よ る 骨 組 織 リモ デ リ ン グ の 分 子 機 構
生 体 内 に お い て は様 々 な 組 織 が,そ れ ぞ れ メ カ ニ カ ル ス トレ ス に対 し固 有 の 応 答 反 応 を 示 す こ とが 知
ら れ て い る.特 に 骨 組 織 で は,メ カ ニ カ ル ス ト レ ス と代 謝 活 性 に 強 い 関 連 性 が あ り,骨 組 織 へ の 適 度 の
メ カ ニ カ ル ス トレ ス の 負 荷 が,骨 芽 細 胞 の 増 殖,分 化 及 び 骨 基 質 の 産 生 を誘 導 し,骨 の リモ デ リ ン グ に
重 要 な 役 割 を 果 た す こ とが わ か っ て き た.し か し な が ら,メ カ ニ カ ル ス ト レ ス が どの よ う な 機 構 で,骨
芽 細 胞 の 形 質 発 現 を 誘 導 す る の か は 明 ら か に さ れ て い な か っ た.そ こ で,当 研 究 室 で は メ カ ニ カ ル ス ト
レ ス と ス トレ ス 応 答 シ グ ナ ル 伝 達 経 路 の 関 係 に 的 を 絞 っ て 研 究 を進 め て い る.
λ 研 究 報 告

















2)和 文 論 文
1.工 藤 忠 明,小 林 孝 安,田 村 眞 理.情 報 生 物 学 的 手 法 に よ る 新 規JNK結 合 分 子 の 網 羅 的 探 索,東
北 大 学 歯 学 雑 誌,26(2007)1-11
3.国 際 学 会 ・ 海 外 で の 発 表 お よ び セ ミ ナ ー






















4.国 内 学 会 で の 発 表
1)シ ンポジウム ・ワークシ ョップ
1.小林孝安,齊 藤聡子,逸 見健 明,天 野一宇,草 野理恵,松 井裕之,永 浦裕子,田 村眞理:プ ロテ
インホス ファターゼ2Cの 多彩な機能.第30回 日本分子生物学会年会 ・第80回 日本生化学会大
会合同大会 ワークショップ,横 浜,2007.12,
2)一 般 演題
1.齊藤聡子,河 野美 由紀,熊 谷圭悟,花 田賢太郎,越 後成志,田 村 眞理,小 林孝安:PP2Cεの新規
機能:PP2Cεは小胞体上 でセラ ミド輸送 タンパ ク質CERTを 脱 リン酸化す る.日 本生化学会東
北支部第73回例会 ・シンポ ジウム,仙 台,2007.5.
2.松 井裕之,福 野直人,小 林孝安,鈴 木 治,佐 々木啓一,田 村 眞理:メ カニカルス トレスによる
骨芽細胞 のス トトレス応答 シグナル伝達経路の活 性化 と骨モデ リングにおける意義.第4回 東北
大学バイオサイエ ンス シンポジウム,仙 台,2007.6.
3.齊 藤聡子,田村 眞理,小林孝安:PP2Cεはセ ラミド輸送タ ンパ ク質CERTを 脱 リン酸化 する.第
66回日本癌学会学術総会,横 浜,2007.10.
4.逸 見健明,小 林孝安,田 村眞理:Sel㏄tivesuppressienofIL-1-inducedNF一κBactivationby
proteinphosphatase2Cε.第66回日本癌学会学術総会,横 浜,2007.10,
5.逸 見健明,天 野一宇,越 後成志,小 林孝安,田 村 眞理:PP2CηによるIL-1-NF一πB経路 に対 す
る選択的抑制.第30回 日本分子生物学会年会 ・第80回 日本生化学会大会合 同大会,横 浜,2007.
12.
6.天 野一宇,永 浦裕子,逸 見健明,草 野理恵,小 関健 由,一 條秀憲,小 林孝安,田 村 眞理:PP2C6
お よびPP2CεによるROS誘 導性 アポ トーシスの制御.第30回 日本分子生物学会年会 ・第80回
日本生化学会大会合 同大会,横 浜,2007.12.
7.小林 孝安,永 浦裕子,越 後成志,田 村 眞理:新 規 プロテイ ンホスファターゼ2Cメ ンバーで ある
PP2Cη一2によるNF一κB経路 の制御機構 日本生化学会東北支部第74回例会 ・シンポジウム,盛
岡,2008.5.
8.逸 見健 明,天 野一宇,永 浦裕子,松 本邦弘,越 後誠志,田 村眞理,小 林孝安:Amechanismfor
thesuppressionofIL-1-inducedNFkBactivationbytheproteinphosohatase2cη一2.第5回東北
大学バイオサ イエ ンスシンポジウム,仙 台,2008.5.
9.永 浦裕子,小 林孝安,田 村眞理:プ ロテイ ンホス ファターゼ2Cζ(ILKAP)によるp53の制御 .
第67回 日本癌学会学術総会,名 古屋,2008.10.
10.松井裕 之,福 野直人,鈴 木 治,武 田弘資,一 條秀憲,小 林孝安,田 村 眞理,佐 々木啓一:メ カ
ニカルス トレスによる骨芽細胞 のJNK・p38経路 の活性化 の機構 と意義 平成20年 先端歯学 国際
教育 ネ ッ トワー ク,三 浦,2008」O.
lI.松井裕之,福 野直人,鈴 木 治,佐 々木啓一,武 田弘資,一 條秀憲,小 林孝安,田 村眞理:メ カ
遺伝子情報研究分野13
ニカルス トレスによる骨芽細胞SAPK活性化の機構 と意義 第31回日本分子生物学会年会 ・第
81回日本生化学会大会合同大会,神 戸,2008.12.
5.学 会主催 な ど
日本生化学会東北支部 第73回例会 ・シンポジウム,仙台,2007.5.支部長 田村眞理
免疫遺伝子制御研究分野
















現在行なっているプロジェクトは,①Tリ ンパ球の増殖 ・分化 ・機能を担 う転写因子の解析,② ヒ
ト乳癌発症 に関わる癌抑制遺伝子産物 の機能解析,③ 細胞内の小胞輸送 を担 う遺伝子群 の解析であ
る.
解析手段 としては,通常の遺伝子操作 ・蛋白質化学 ・微細形態学の技術のみならず,改 変を施 した遺
伝子の細胞 ・動物個体への導入により,発生 ・細胞分化 ・がん化を積極的に制御する技術をも援用する.
以上のように我々の研究室では,核酸 ・蛋白質 ・形態学 ・発生学の殆 どあらゆる実験技術を駆使 してい
るのが特徴である.また,近 年のゲノム・サイエンスの進展に対応すべ く,もう一つの新しい課題を設
定して研究を開始した.即ち,ゲノム・サイエンスの中核が情報解析技術であることに鑑み,コンピュー
ターを援用 したゲノム・インフォマティクスに取 り組んでいる.即ち,④ 対象 として新世界サルである
15
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コ モ ン ・マ ー モ セ ッ ト を 選 び,ヒ トへ の ゲ ノ ム 進 化 の 解 明 を 目 指 し て い る .
2.研 究 報 告
1)著 書
1.秋 山 徹 ・河 府 和 義 編 細 胞 ・培 地 活 用 ハ ン ド ブ ッ ク(単 行 本)羊 土 社2007
2.千 葉 奈 津 子 第12章 癌,癌 化:ウ イ ル ス 発 癌,第13章 癌 化 の シ グ ナ ル 伝 達 細 胞 ・培 地 活
用 ハ ン ド ブ ッ ク 秋 山 徹 河 府 和 義 編 羊 土 社pl26-145,2007
3.Shao-YaoYing/編 河 府 和 義/佐 々 木 博 己/塩 見 美 喜 子/監 訳microRNA実 験 プ ロ ト コ ー ル
(単 行 本)羊 土 社2008












































3)和 文 論 文
1,千 葉 奈 津 子,石 岡 千 加 史:家 族 性 乳 癌 の 原 因 遺 伝 子 日本 臨 床2007年 増 刊 乳 癌 一基 礎 ・臨 床
の ア ッ プ デ ー ト65:601-605,2007.
2.加 藤 誠 之,安 田 勝 洋,大 堀 久 詔,高 橋 雅 信,高 橋 信,山 浦 玄 悟,大 塚 和 令,角 道 祐 一,千 葉 奈
津 子,下 平 秀 樹,酒 寄 真 人,加 藤 俊 介,鈴 木 貴 夫,村 川 康 子,蒲 生 真 紀 夫,柴 田 浩 行,吉 岡 孝 志,
石 岡 千 加 史:原 発 不 明 癌22例 の 検 討 癌 と化 学 療 法34:1227-1231,2007.
3,千 葉 奈 津 子,下 平 秀 樹,石 岡 千 加 史1生 殖 細 胞 変 異 の 遺 伝 子 診 断 一 家 族 性 乳 癌BRCA1,BRCA2
を 中 心 に 実 験 医 学25:2629-2634,2007.
4.千 葉 奈 津 子:個 別 化 医 療 の た め の 分 子 イ メ ー ジ ン グ 技 術 を 用 い た 癌 抑 制 遺 伝 子 の 機 能 解 析 東
北 大 学 グ ロ ー バ ルCOEプ ロ グ ラ ム 新 世 紀 世 界 の 成 長 焦 点 に 築 く ナ ノ 医 工 学 拠 点 ナ ノ 医 工
学 年 報2007:149-154.
5,千 葉 奈 津 子:個 別 化 医 療 の た め の 分 子 イ メ ー ジ ン グ 技 術 を 用 い た 癌 抑 制 遺 伝 子 の 機 能 解 析 東































4.国 内 学 会 発 表
L吉 岡 孝 志,柴 田 浩 行,加 藤 俊 介,千 葉 奈 津 子,下 平 秀 樹,大 塚 和 令,角 道 祐 一,高 橋 信,高 橋
雅 信,安 田 勝 洋,坂 本 康 寛,石 岡 千 加 史:過 去2年 間 の 当 科 に お け る 手 術 不 能 進 行 再 発 胃 癌 に 対
す る 癌 化 学 療 法 の 選 択 の 現 状.第40回 制 癌 剤 適 応 研 究 会2007年2月16日,横 浜 ・横 浜 ロ イ ヤ
ル パ ー ク ホ テ ル.
2.河 府 和 義,大 森 英 孝,内 納 隆 治,久 保 允 人,佐 竹 正 延:Runx3転 写 因 子 は末 梢CD4+T細 胞 の
Thl/2分化 を 制 御 す る.第17回KTCC学 術 集 会2007年6月15-16日,京 都 .
免疫遺伝子制御研究分野19
3,魏 雷震,千 葉奈津子,蘭 利,佐 竹正延,安 井 明,石 岡千加史:家 族性乳癌原因遺伝子







6,千 葉奈津子,魏 雷震,蘭 利,佐 竹正延,安 井 明,石 岡千加史:家 族性 乳癌 原因遺伝子
BRCAlの紫外線損傷 への集積.第67回 日本癌学会学術総会2008年10月28日,名 古屋.
分化 ・発達医学研究部門
分子発生研究分野
































AIPIの転写を促進できるので,アポ トー シスが誘導される.アポ トー シス抵抗性の繊維芽細胞等で
は,p51/73は転写レベルで抑制されており,セネッセンスが誘導される.
・p53,p51,p73に特徴的な転写調節領域,DNA結 合領域,複 合体形成領域をつなぎ合わせた合成










した.こ れらのことから,Np51発現 と未分化状態(幹細胞)の 維持は密接に関係していることが
推測される.
井川グループは2005年度から学際科学国際高等研究センターを主たる活動の場 としている.当初癌
抑制遺伝子 として発見 したp53ファミリー遺伝子が意外 にも幹細胞の維持 と分化制御 にも深 くかか




臓器・組織に脳か らの指令を伝える神経系 と酸素や栄養を運ぶ血管系は目的は異なるものの,ど ちら
も体のすみずみまでネットワークを張 りめぐらせる器官である.私たちはゼブラフィッシュ胚を用いた
研究から,細胞外シグナル分子であるセマフォリン・ファミリーが,神 経軸索の伸長方向を定めること
によってネットワーク形成の制御を行 うこと,それ と同様のメカニズムで血管系の制御をも行 うことを
実在する生命現象としてはじめて報告した.さらに神経系 と血管系の双方に異常を起こす新規のゼブラ
フィッシュ変異系統を見いだし,原因遺伝子の同定に成功 した.現在,同定した遺伝子の作用をマウス・
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ヒ トな ど の 培 養 細 胞 系 を 用 い て 解 析 中 で あ る.
・脊 髄 神 経 に 分 節 性 を付 与 す る体 節 か ら の シ グ ナ ル 分 子 の 解 明
発 生 期 に お い て 中 軸 の 外 胚 葉 か ら形 成 さ れ る 神 経 管 と,こ れ に 隣 接 し た 沿 軸 中 胚 葉 か ら な る 体 節 は そ
れ ぞ れ が 繰 り返 し の 分 節 構 造 を保 有 す る.近 年 の 研 究 に よ り体 節 はDelta-Notch,Hes,FGFなど の 因
子 群 に よ っ て 自 律 的 に分 節 化 す る こ と が 明 らか に な っ て き た が,一 方 で 脊 髄 が もつ 分 節 構 造 の 形 成 過 程
に は い ま だ に 不 明 な 点 が 多 か っ た.私 た ち は,い っ た ん は ラ ン ダ ム に 配 置 さ れ た 運 動 神 経 細 胞 が 脊 髄 内
を 前 後 軸 に 沿 っ て 移 動 し,隣 接 す る体 節 に 対 応 し た 繰 り返 し の パ タ ー ン を と る プ ロ セ ス が 存 在 す る こ と
を ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ胚 を 用 い て 明 ら か に し た.ま た こ の 移 動 過 程 に お い て,神 経 細 胞 が 各 体 節 の 後 側 に
由 来 す る セ マ フ ォ リ ン ・シ グ ナ ル を認 識 す る こ と に よ っ て 適 切 な 位 置 を獲 得 す る こ と,さ ら に 適 切 な 位
置 に 移 動 し た 神 経 細 胞 が 脊 髄 か らの 軸 索 の 共 通 の 出 口 「ExitPoint」を 規 定 す る こ と に よ っ て,脊 髄 と体
節 の 問 に 正 確 な 対 応 関 係 を生 み 出 す 現 象 を 見 い だ し た.
・コ レ ス テ ロ ー ル 代 謝 障 害 に よ る 発 生 異 常 の 分 子 機 構 の 解 明
近 年 流 行 の 「メ タ ボ 」 と い う言 葉 で 代 表 さ れ る よ う に,コ レ ス テ ロ ー ル 代 謝 が 正 常 に行 わ れ る こ とは
私 た ち の 健 康 の 維 持 に 必 須 で あ る.一 方 で 発 生 期 に お け る こ の代 謝 経 路 の 重 要 性 に つ い て は不 明 の 部 分
が 多 く,ノ ッ ク ア ウ トマ ウ ス が 発 生 の 早 期 に 死 亡 し て し ま う こ と も あ っ て あ ま り研 究 が 進 ん で い な い.
新 規 に 同 定 し た ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ変 異 体mujは 血 管 ・神 経 系 を は じ め とす る さ ま ざ ま な 器 官 発 生 に 異 常
が あ り,原 因 遺 伝 子 ク ロ ー ニ ン グ の 結 果,コ レ ス テ ロ ー ル 合 成 系 路 の 酵 素 遺 伝 子 に 原 因 と な る変 異 を 同
定 し た.こ の 代 謝 経 路 の 異 常 が 発 生 異 常 を 引 き起 こ す こ と を手 が か り に,私 た ち は 器 官 発 生 ・再 生 に お
け る あ た ら しい 分 子 メ カ ニ ズ ム の 発 見 を め ざ し て 研 究 を進 め て い る.
2.研 究 報 告






























3.国 際 学 会 ・ 海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等
一 般 演 題














L東 海林亙1脊 髄に分節パターンをもたらす体節からのシグナル,第1回 日本発生生物学会秋季 シ
分子発生研究分野25
ンポジウム,2007年
2.東 海林亙:ゼ ブラフィッシュに見 る脊髄運動神経細胞の規則 的な配列 とその形成機構,応 用数学
連携 フォーラム,第6回 ワークシ ョップ,2008年
3.前 田美香:ゼ ブラフィッシュ脊髄一次運動神経の細胞体 を,周期的 に配 置する機構 についての研
究,平 成20年 度 日本動物学会OM賞,受 賞発表,福 岡,2008年
2)■ 般演題 ポスター等
1.前 田(佐藤)美香,帯 刀益夫,東 海林亙:ゼ ブラフ ィッシュー次運動神経CaPに おける細胞体位
置調整,第40回 日本発生生物学会,第59回 日本細胞生物学会合同大会,2007年








産学官連携研究員前田美香 平成20年 度 日本動物学会OM賞 受賞
加齢生体防御学研究分野
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2.研 究 報 告





























2)和 文 論 文
1.小 笠 原 康 悦lNKactivatingreceptorinautoimmunediabetes.F「ontie「sinRheumatology&
ClinicalImmunologyinpress
2.小 笠 原 康1党:発 症 に か か わ る 免 疫 異 常.新 時 代 の 糖 尿 病 学(1)inpress
加齢生体防御学研究分野29
3.小笠 原康悦:自 然免疫 と適応免疫 を繋 ぐNK細 胞群.TheFrontiersinMedicalSciences2007
4.小 笠 原康悦:NK細 胞 の制御 シグナル と疾患.実 験医学251282-1285,2007
5.石崎和沙,小 笠原康悦:NK細 胞活性化 レセプターNKG2Dの 生体 内 における機能 .実験 医学25
1321-1325,2007
3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等




4.国 内学 会 で の 発 表
1)特 別講 演,シ ンポ ジウム,ワ ークシ ョップ等
LyOgasa}ygi:{usK(特別講演)「NK細 胞 による骨髄移植拒絶 の分子機構」第1回 血液免疫研究会 東
京,2007年ll月




4.中 山勝文(ワ ークシ ョップ)ペ ア型 レセプターを介 したマクロファージの細菌認識機構 第5回
Osteoimmunologyforum東京,2008年2月
5.Nakayama,M,etaLPairedIg-likereceptorsbindtobacteriaandshapeTLR-mediatedcytokine
production.第16回国際マ クロフ ァー ジ細胞生物学国際 シンポジウム 静岡,2008年6月
2)一 般演題,ポ ス ター等
L川 野光子,浦 野奈央子,田 中和沙,小 笠原康 悦(口 頭発表)「金属ア レルギーマ ウスモデル を用
いた分子細胞生物学的病理解析」第38回 日本免疫学会学術大会 ・総会,京 都,2008年12月
2.田 中和沙,川 野光子,浦 野奈央子,小 笠原康悦(ポ スター発表)「腫瘍 内浸潤マ クロファー ジに
おけるRAE-1の発現解析」第38回 日本免疫学会学術大会 ・総会,京 都,2008年12月
3,浦 野奈央子,川 野光子,田 中和沙,岩 崎之克,中 村雅典,小 笠原康悦(口 頭発表)「金属 アレル
ギーモデルマウスにお ける耳介真皮 へのT細 胞 の浸潤」第50回 歯科基礎医学会 学術大会 ・総会,
東京,2008年9月
4.宮 前友策,松 山恭子,川 野光子,MohamedElyesKchouk,礒田博子(ポ スター発表)「チ ュニ
ジア産 ハーブ植物ThymelaeahirSZttaから単離 したメラニン合成阻害物質の構造」 日本農芸化学
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会2008年度年会,名 古屋,2008年3月
5,中 山勝文,他5名 「Tim-3は死細胞の貧食 およびクロスプレゼ ンテーシ ョンに関与す る」第38
回 日本免疫学会総会,京 都,2008年12月
6.中 山勝文,他6名 「ペア型 レセプター を介す る新たなマク ロファージの細菌認識機構」 第37
回 日本免疫学会総会,東 京,2007年ll月
遺伝子導入研究分野
担当教授 高 井 俊 行
1.研 究分 野紹介
教 授:高 井 俊行
准教授:中村 晃
助 教:遠 藤 章太,海部 知則(休 職中)
当研究分野は,平成5年4月 に設置され,平成6年3月 に宮崎純一教授が赴任した.平成8年9月,宮
崎教授の大阪大学への転任ののち,平成9年10月に高井が赴任し,現在に至っている.当研究室ではア
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よ び 自 己 免 疫 病,移 植 免 疫 病 の 誘 発 に対 す る 感 受 性 が 高 くな っ て い る こ と を見 出 した.ま たPIR-Bが 自
己 マ ー カ ー 分 子 で あ るMHCク ラ ス1分 子 群 を認 識 す る レ セ プ タ ー で あ る こ と を 証 明 し,こ の 新 た な 自
己 認 識 シ ス テ ム の 重 要 性 を 多 様 な 免 疫 病 の 局 面 で 解 明 し て い く こ と を 目標 と し て い る.
3)免 疫 系 シ グ ナ ル ア ダ プ タ ー 分 子 群 に よ る 骨 形 成 の 制 御
免 疫 系 で 活 性 化 シ グ ナ ル 伝 達 を 担 う膜 ア ダ プ タ ー 分 子 で あ るFcRγ やDAPl2が 骨 に 発 現 し て お り,
骨 リモ デ リ ン グ に重 要 な 役 割 を演 じ て い る こ と を見 出 し た.骨 代 謝 異 常 に お け る免 疫 系 ア ダ プ タ ー 分
子,レ セ プ タ ー 分 子,さ ら に そ れ ら の リ ガ ン ドの 全 容 を 解 明 す る こ と を 目標 に ノ ッ ク ア ウ トマ ウ ス を主
た る材 料 と し て 解 析 中 で あ る.



























































































3)和 文 論 文
L中 村 晃,高 井 俊 行.Fc受 容 体 と 自 己 免 疫.リ ウ マ チ 科 .41巻2号p214-221(2009).
2.遠 藤 章 太,高 井 俊 行.キ ラ ーT細 胞 の は た ら き を 調 節 す る 受 容 体 分 子 を 発 見 .MedicalBio.5巻
6号p12-13(2008).
3.高 井 俊 行,中 村 晃,遠 藤 章 太.PIRシ グ ナ ル と 免 疫 疾,患.実 験 医 学.26巻15号p2411-2417
(2008).
4.高 井 俊 行,乾 匡 範,森 優.免 疫 グ ロ ブ リ ン 様 受 容 体 と 骨 代 謝 .腎 と 骨 代 謝.21巻]号p43一
遺伝 子 導入 研 究分 野35
50(2008).
5.中 村 晃.抑 制 型 免 疫 グ ロ ブ リ ン様 受 容 体 の 機 能 解 析.東 北 医 学 雑 誌.120巻1号p42-44(2008),
6.森 優,高 井 俊 行.免 疫 グ ロ ブ リ ン様 受 容 体 と骨 免 疫 学.骨 ・関 節 ・靱 帯.20巻8号p741-746
(2007),
3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等
1)シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等
1.ToshiyukiTakai(指名 講 演)lRegulationofautoimmunitybyPIR"B,aninhibito「y「㏄ePto「fo
classIMHC.生体 防 御 医 学 研 究 所 第17回 ホ ッ トス プ リ ン グ ハ ー バ ー 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム/第3回




2.ToshiyukiTakai(シン ポ ジ ウ ム 指 定 講 演):ImmuneregulationbyPIR-B,anovelr㏄eptorfbr
MHCclassImolecules.OMceofLifeSciences/NationalUniversityofSingapore-Tohoku
University/CentreofExcellenceJointSymposium,Singapore,2007年9月5日




4.国 内 学 会 で の 発 表
1)特 別 講 演,シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等
(ワー ク シ ョ ッ プ 指 名 発 表)
1.ToshiyukiTakai,MasanoriInui,ShionFujimura,ShotaEndo,AkiraNakamura(Departmentof
ExperimentalImmunology,InstjtuteofDevelopment,AgingandCancer,TohokuUniversity)
ActivationofosteoclastogenesisbyITAM-bearingimmunor㏄eptors日本 分 子 生 物 学 会
BMB2008,神戸,2008年12月11日
(招待 講 演)
2.高 井 俊 行(招 待 講 演)IFc受 容 体 と 自 己 免 疫.第52回 日本 リ ウ マ チ 学 会 総 会 ・学 術 集 会 シ ン ポ ジ
ウ ム 「イ ム ノ ロ ジ ー か ら リ ウ マ トロ ジ ー へ の メ ッ セ ー ジ 」(座 長:竹 内 勤 埼 玉 医 大 教 授,山 本 一
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彦 東 大 教 授)2008年4月20～23日 札 幌 市
3.高 井 俊 行(シ ン ポ ジ ウ ム 座 長,指 定 講 演):「 ペ ア 型 制 御 レ セ プ タ ーPIRの ク ラ ス[MHC認 識 を
介 し た 免 疫 調 節 機 構:Immunoregulationbypairedimmunoglobulin-likereceptor(PIR)andits
MHCclassIr㏄ognition」生 化 学 会,分 子 生 物 学 会 合 同 年 会 ワ ー ク シ ョ ッ プ(オ ー ガ ナ イ ザ ー:
的 崎 尚,高 井 俊 行)2007年12月ll日 横 浜
4.高 井 俊 行(招 待 講 演)1「 自 己 免 疫 疾 患 に お け るIVIGの 作 用 機 序 とFcレ セ プ タ ー:Fcreceptor
m㏄hanisms飴rtherapeuticef驚ctsofIVIGinautoimmunediseases」第27回 日 本 川 崎 病 研 究 会 ラ
ン チ ョ ン セ ミ ナ ー2007年10月11日 東 京 品 川
5.高 井 俊 行(招 待 講 演):「 免 疫 グ ロ ブ リ ン 様 受 容 体 と骨 代 謝 」 高 峰 カ ン フ ァ レ ン ス 「Osteoim-
munolegy」(高柳 広 座 長)2007年3月4日 パ シ フ ィ ッ ク ホ テ ル 東 京 東 京 品 川
2)■ 般 演 題 ポ ス タ ー 等









学 会 学 術 集 会,京 都,2008年12月1日(口 頭 発 表+ポ ス タ ー 発 表)
(ポス タ ー 発 表)
3.YukoWatanabe,AkiraNakamura,ToshiyukiTakai(DepartmentofExperimentalImmunology,
InstituteofDevelopment,AgingandCancer,TohokuUniversity)Kineticanalysisoftheassocia-
tionbetweenSHP-landinhibitoryreceptorsinBcells第38回日本 免 疫 学 会 学 術 集 会,京 都,
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分 子 生 物 学 会BMB2008,神 戸,2008年12月ll日(ポ ス タ ー 発 表)
6.内 田 有 紀,窪 智 宏,中 村 晃,高 井 俊 行(DepartmentofExperimentalInlmunology,Institute
ofDevelopment,AgingandCancer,TohokuUniversity)PIR-Bによ るB-1細 胞 のTLR9シ グ ナ
ル の 制 御 お よ び リ ウ マ チ 因 子 産 生 と 自 己 免 疫 疾 患 の 抑 制 機 構 の 解 析 日 本 分 子 生 物 学 会
BMB2008,神戸,2008年12月11日(ポ ス タ ー 発 表)
7,松 下 は る香,小 林 栄 治,遠 藤 章 太,中 村 晃,高 井 俊 行(DepartmentofExperimentalImmunology,
InstituteofDevelopment,AgingandCancer,TohokuUniversity)PairedImmunoglobulin-like
Receptor(PIR)-Bのリガ ン ド結 合 部 位 の 解 析 日 本 分 子 生 物 学 会BMB2008,神 戸,2008年12月





子 生 物 学 会BMB2008,神 戸,2008年12月ll日(ポ ス タ ー 発 表)
9.渡 辺 優 子,中 村 晃,高 井 俊 行(東 北 大 学 加 齢 医 学 研 究 所 遺 伝 子 導 入 研 究 分 野)B細 胞 に お け る
抑 制 性 受 容 体 とSHP-1の 動 態 解 析 独 立 行 政 法 人 科 学 技 術 振 興 機 構(JST)戦 略 的 創 造 研 究 推
進 事 業(CREST)「 免 疫 難 病 ・感 染 症 等 の 先 端 医 療 技 術 」 第5回(最 終)公 開 シ ン ポ ジ ウ ム,
東 京,2008年12月15日(ポ ス タ ー 発 表)
5.そ の 他
受 賞 歴
中 村 晃:平 成20年1月 東 北 大 学 医 学 部 奨 学 賞 金 賞
臓器病態研究部門
病態臓器構築研究分野







部へ移管された.研究面では,ヒ ト腫瘍を中心 として,形 をみることから,形の変化を起 こす背景 とな
る物質や遺伝子の変化をとらえ,それを診断あるいは治療の分子標的として実際の医療に役立てること
を目指している.疾患がヒトの身体ではどのような変化を起こしているか,何が原因で疾患が発症する







ていない.そのため,戦時中使用された血管造影剤で α放射線源である トロトラス ト被注入患者を中心
として,ヒ トにおける長期微量放射線被ばくに特徴的な遺伝子変化 を研究している.また,トロ トラス





照射を続けて放射線耐性細胞株を樹立した.放 射線耐性 との関連で傷害DNAの 修復能,DNAメ チル
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化 の 変 化,薬 剤 と の 交 叉 耐 性,あ る い は発 現 変 化 す る 分 子 に つ い て の 研 究 を進 め て い る.ま た,長 期 被
ば くの 生 物 応 答 が 短 期 被 ば く の 応 答 の 積 み 重 ね か 否 か に つ い て も検 討 し て い る.
3)マ イ ク ロ ビ ー ム に よ る放 射 線 治 療
強 い 指 向 性 を も っ た 高 エ ネ ル ギ ー 電 磁 波 で あ る放 射 光 を 幅25μmで200μm間 隔 の ス ダ レ状 マ イ ク
ロ ビ ー ム と して 取 り出 す と,高 線 量 の 一 回 照 射 で,正 常 組 織 へ の 傷 害 の 少 な い ,効 率 的 な 悪 性 腫 瘍 の 治
療 が 可 能 で あ る とい う報 告 が あ る.大 型 サ イ ク ロ ト ロ ン で あ るSPring-8を利 用 し て ラ ッ ト移 植 脳 腫 瘍
に 実 験 的 に マ イ ク ロ ビ ー ム を 照 射 し て,効 果 を 解 析 し て い る .
4)宇 宙 病 理 学
将 来,ヒ トは 宇 宙 へ 飛 び 出 し,そ こ で 生 活 す る よ う に な る.宇 宙 飛 行 した ラ ッ トを 用 い て 肝 機 能 の 変
化 を 検 討 す る と と も に,重 力 と放 射 線 の 影 響 を地 上 実 験 に よ っ て 検 証 し て い る.
2.研 究 報 告



































































3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等
シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等
1.ManabuFukumoto:Clinicallyrelevantradioresistantcelle冊cientlyrepairDNAdouble-strand
breaksinducedbyX-rays.47thISTCJapanWorkshop,Nagasaki,2008.12
4.国 内学 会 での発 表
1)特別講演,シ ンポジウム,ワークショップ等
1,栗原 愛,近藤 威,菓子野元郎,小野公二,篠原邦夫,桑原義和,福本 学:ラ ット正常脳へ
のマイクロビーム照射における病理組織学的解析.第66回日本癌学会学術総会,横 浜,2007.10
2,福本 学:分 子病理学から見た卵巣境界悪性腫瘍.JSAWI2008,淡路 2008.9
3.福本 学:ヒ ト放射線内部被ばくによる肝発がんの分子機構1ト ロトラス ト症か ら.第40回日
本臨床分子形態学会,福 岡,2008.10
4.桑原義和,中川浩伸,志村 勉 森 美由紀,栗原 愛,馬場泰輔,福本 学:ラ バマイシン投
与による放射線耐性細胞への増感効果.第67回日本癌学会学術総会,名 古屋,2008,10
5.堀江佐知子,渡邊夕紀子,陳 鋭,冨田典子,大澤ふき,小野栄夫,福本 学,藤澤 優,松
村保広,森 士朗,小 玉哲也:膀 胱がん治療のための新 しい薬剤到達法の開発.第67回日本癌
学会学術総会,名 古屋,2008.10
6,冨田典子,堀江佐知子,大澤ふ き,陳 鋭,渡邊夕紀子,森川秀広,大木宏介,福本 学,森
士朗,小 玉哲也=高周波超音波を利用した新しい リンパ節内微小転移診断システムの開発.第
67回日本癌学会学術総会,名 古屋,2008,10
7.志村 勉,桑 原義和,福本 学,ア ラジャム ミリット:複製フォーク進行阻害により誘導され
るDNA2重鎖切断の生成機構 とその修復.日 本放射線影響学会第51回大会,北 九州,2008.ll
2)一般演題 ・ポスター等
1.福本 学:放 射線被ばく特異的ミトコンドリアDNA欠 失の解析.平成18年度京都大学原子炉
実験所専門研究会,大 阪,2007.2




連遺伝 子の発現 にお よぼす影響.第96回 日本病理学会総会,大 阪,2007,3.
4,山 本陽一朗,森 武三郎,立 野紘雄,福 本 学:内 部放射線障害のモデル としての トロ トラス ト
症肝 内胆管癌 と血管肉腫 における非癌部 の組織学 的背景の差 異.第96回 日本病理 学会 総会,大
阪,2007,3
5.成 山展照,大 東琢治,梅 谷啓二,篠 原邦夫,丸 橋 晃,田 中浩基,菓 子野元郎,栗 原 愛,近 藤
威,福 本 学:X線 マイクロビーム照射における ミクロスケール線量分布測定.2007年秋の大
会,日 本原子力学会,福 岡,2007.9
6.栗 原 愛,近 藤 威,菓 子野元郎,小 野公二,篠 原邦夫,桑 原義和,福 本 学:ラ ッ ト正常脳へ
のマイクロビーム照射 にお ける病瑠組織学的解析.第66回 日本癌学会学術総会,横 浜,2007.10
7.山 崎京子,山 崎 愛,戸 崎充男,福 本 学,日 合 弘:臓 器 内 トロ トラス トの組織内分布 の個体
間較差 および臓器間較差.第66回 日本癌学会学術総会,横 浜,2007.10
8.馬 場 泰輔,桑 原義和,栗 原 愛,福 本 学:放 射線誘発肝腫瘍 における染色体8q21.2-q21.3の
LOH解析.第66回 日本癌学会学術総会,横 浜,2∞ZIO
9,桑 原義和,馬 場泰輔,栗 原 愛,福 本 学:Characterizationofradioresistantcellsestablishedby
long-termX-rayexposure.第66回日本癌学会学術総会,横 浜,2007、10
10.桑原義和,馬 場泰輔,井 上和也,栗 原 愛,福 本 学:放 射線耐 性細胞で はX線 で誘発 され る
DNAの2本 鎖切断 は正確 に修復 され る.放 射線影響学会第50回大会,幕 張,2007,ll
ll.栗原 愛,王 ル,井 上和也,桑 原義和,山 本雄造,福 本 学:ミ トコン ドリアDNAのD-loop
領域 に放射線被 ば くに特異的な変異 は存在す るか?放 射線 影響学会第50回大会,幕 張,2007.11
12,井上和也,高 橋 由明,村 田和弘,桑 原義和,志 村 勉,福 本 学:放 射線耐性 及び長期放射線被
ば く細胞 におけるゲ ノム ワイ ドな メチ ル化領域 の探索.放 射 線影響 学会第50回 大会,幕 張,
2007.11
13.馬場泰輔,桑 原義和,井 上和也,栗 原 愛,鈴 木 実,小 野公二,福 本 学:分 離培養 した ラッ
ト肝構成細胞 の γ線に対す る遺伝子発現変化.放 射線影響 学会第50回 大会,幕 張,2007.ll
l4.栗原 愛,近 藤 威,梅 谷啓二,横 山展照,菓 子野元郎,丸 橋 晃,田 中浩基,大 東塚治,小 野
公二,篠原邦夫,福本 学:正 常 ラッ トへのマイクロビーム照射 にお ける組織学的解析.第21回
日本放射光学会年会 ・放射光科学合同シンポジウム,滋 賀県草津,2008.l
l5.近藤 威,栗 原 愛,福 本 学,成 山展照,梅 谷啓二,大 東琢 治,篠 原邦夫,菓 子野元郎:マ イ
クロX線 ビームによる脳腫瘍 の治療:腫 瘍細胞 への効果.第21回 日本放射光学会年会 ・放射光
科学合同 シンポジウム,滋 賀県草津,2∞8.1
16.成山展照,大 東琢治,梅 谷啓 二,篠 原邦夫,丸 橋 晃,田 中浩基,菓 子野元郎,栗 原 愛,近 藤
威,福 本 学:高 エネルギーマイ クロビーム放射光 に対 す る線量測定.第21回 日本放射 光学会
年会 ・放射光科学合同 シンポジウム,滋 賀県草津,2008,1
17.梅谷啓二,成 山展照,大 東琢治,近 藤 威,栗 原 愛,福 本 学,菓 子野元郎,小 野公二,丸 橋
晃,田 中浩基,篠原邦夫1白 色マイクロビーム放射線治療での動物実験装置の開発.第21回 日本
放 射光学会年会 ・放射 光科学合 同シンポジウム,滋 賀県草津,2008.l
l8.近藤 威,栗 原 愛,福 本 学,成 山展照,大 東琢治,梅 谷啓二,篠 原邦夫,菓 子野元郎,丸 橋
晃,田 中浩基,小 野公二:マ イクロ ビーム照射後の脳腫瘍縮小 と脳浮腫.平 成19年 度メデ ィカル
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バイオ ・トラ イア ノレユース,兵 庫県佐用郡佐用町,2008.l
l9.山本陽一朗,森 武三郎,立 野絋雄,福 本 学=放 射線 内部被 ば くによる発 がんは長期持続的被
ば くなのになぜ潜伏期が長いのか.第97回 日本病理学会総会,金 沢,2008.5
20,栗原 愛,山 本陽一朗,福 本 学:ミ トコン ドリアDNAのD-loop領域 に放射線被 ば くに特異
的な変 異は存在す るか?第97回 日本病理学会総会,金 沢,2008.5
ユ1..T.JIl空樹,山 本陽一一朗,簡 野直子,森 谷卓也,福 本 学:高 齢者 にお ける肺類一ヒ皮血管内皮腫 の
2例.第97回 口本病理学会総会,金 沢,2008.5
22.陳 鋭,千 葉美麗,渡 邊夕紀子,堀 江佐知子,冨 田典子,林 治秀,福 本 学,森 士朗,小 玉
哲也:歯 周組織への遺伝子導入 を目指 した新 しい非 ウイルス法の開発.日 本実験力学会2008,札
幌,2008,6
23.福本 学,桑 原義和:ヒ ト放射線内部被 ば くによる肝発が んの分子機構:ト ロ トラス ト症 か ら
第40回 日本臨床分子形態学会,福 岡,2008.10
24.陳 鋭,冨 田典子,馬 場泰輔,大 澤ふき,渡 邊夕紀子,堀 江佐知子,森 士朗,福 本 学,小 玉
哲也:ナ ノバブル を用いた肝転移診 断に関す る三次元高周波超音波 イ メージ ング.第67回 日本
癌学会学術総会,名 古屋,2008.10
25.馬場泰輔,中 川浩伸,桑 原義和,栗 原 愛,福 本 学:ト ロ トラス ト誘発肝腫瘍 における高頻度
LOH部位の解析.第67回 日本癌学会学術総会,名 古屋,2008.10
26.栗原 愛,桑 原義和,志 村 勉,山 本雄造,福 本 学;ミ トコン ドリアDNAのD-loop領域 に
放射線被ば くに特異的な変異 は存在 す るか?第67回 日本癌 学会学術総会,名 古屋,2008.10
27.山本陽一朗,桑 原義和,福 本 学;放 射線内部被 ば くによる発がんは長期持続的被 ば くなのに何
故潜伏期が長 いのか.第67回 日本癌学会学術総会,名 古屋,2008.10
28.菓子野元郎,近 藤 威,栗 原 愛,福 本 学,篠 原邦夫,鈴 木 実,増 永 慎一郎,渡 邉正己,小
野公二;微 小平板 ビームに照射 されたグ リオーマ細胞 におけるバイス タンダー効果.第67回 日
本癌学会学術総会,名 古屋,2008.10
29.中川浩伸,桑 原義和,宮 下 仁,森 士朗,志 村 勉,森 美由紀,馬 場泰輔,福 本 学'口 腔
扁平上皮癌細胞株(SAS)からの放射線耐 性細胞株の樹立 とその特性.第67回 日本癌学会学術 総
会,名 古屋,2008.10
30.渡邊 夕紀子,堀 江佐知子,冨 田典子,陳 鋭,大 澤ふ き,船 木善仁,菊 地洋平,山 崎浩道,石 井
慶造,小 野栄夫,福 本 学,森 士朗,小 玉哲也 二癌 性痺痛緩和お よびPETに よるイメージン
グ.第67回 日本癌学会学術総会,名 古屋,2008.10
31.志村 勉,角 田 智,中 川浩伸,桑 原義和,福 本 学:X線 長期被 ば くの生物影響:サ イク リ
ンDIの 過剰発現に よるGl/Sチェックポイン ト機構 の損失.日 本放射線影響 学会第51回 大会,
北九州,2008」1
32.桑原義和,森 美由紀,中 川浩伸,志 村 勉,福 本 学:ラ バマイ シン投与 による放射線耐 性細
胞のX線 に対 す る増感効果.日 本放射線影響学会第51回 大会,北 九州,2008.11
33,日高征幸,尾 田正 『二,漆 原佑介,桑 原義和,福 本 学,三 谷啓志:DNA損 傷応答遺伝子ric1の
機能解析.日 本放射線影響 学会第51回 大会,北 九州,2008.11
34.桑原義和,中 川浩伸,森 美 由紀,志 村 勉,福 本 学:放 射線感受1生を高感度 に検出す るHigh
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densitysurvivalassayの改良 開発.日 本放射線影響 学会第51回 大会,北 九州,2008.ll
5.そ の 他
特許 出願
L「 眼底画像解析方法およびその装置 とプログ ラム」出願番号:特 願2008-033738号,出願 日:平 成
20年2月14日,東 北大学発明整理番号:P20070196(WP管理番号KSSOO32278).
病態計測制御研究分野










































ログラム 「バイオナノテクノロジー基盤未来医工学」に引 き続 き,平成19年度 にはグローバルCOE
(GCOE)プログラム「新世紀世界の成長焦点に築 くナノ医]二学拠点(GlobalNano-BiomedicalEngineer-
ingEducationandResearchNetworkCentre)の事業推進者に,山家教授が選定され,推進研究分野に





を進めている.平成20年5月にはチェコ・マサ リク大学医学部 と加齢医学研究所 との学術協定の締結に
尽力 し,研究者や学生の交流を促進するとともに,加齢医工学の国際的臨床比較研究を推進 し医工学共
同研究の発展にも貢献している.
東北大学発の医工学研究を盛 り上げる機運は熟 しつつあ り,現在遂行中のGCOEプログラムと併せ,
平成19年の大学院医工学研究科の設立のほか,スマー ト・エイジング国際共同研究センター設立構想な
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心 筋 血 流 再 生 療 法 の 開 発
消 化 管 再 生 用 新 素 材 開 発
気 管 ・気 管 支 再 生 用 素 材 開 発
新 し い 生 体 親 和 性 超 弾 性 合 金 ス キ ャ フ ォ ー ル ドに よ る再 生 医 療
5)臨 床 的 研 究
臨 床 用 空 気 圧 駆 動 型 補 助 人 工 心 臓 の 臨 床 治 験
ホ ル タ ー 心 電 図 カ オ ス 解 析 に よ る突 然 死 の 予 測
フ ラ ク タ ル 次 元 解 析 に よ る 自律 神 経 機 能 評 価
マ ル チ メ デ ィア 技 術 を 応 用 し た バ ー チ ャ ルPTCA
イ ン タ ー ネ ッ トの 応 用 に よ る 医 学 教 育 支 援 シ ス テ ム
虚 血 性 心 疾 患 の 核 医 学 的 診 断
心 エ コ ー デ ー タ を元 に し た 流 線 表 示 方 法 に よ る心 臓 内 血 流 の 可 視 化
3次 元 超 音 波 法 に よ る 大 動 脈 弁 逆 流 の 成 因 の 検 討
経 食 道 心 エ コ ー 法 に よ る 心 移 植 患 者,肺 移 植 患 者 の 心 ・肺 血 流 の 計 測
加 齢 現 象 と動 脈 硬 化 症 に 関 す る 日露 国 際 共 同 研 究
心 臓 移 植 と動 脈 硬 化 に 関 す る 日 中 国 際 共 同 研 究
血 圧 反 射 機 構 の 新 し い 診 断 評 価 シ ス テ ム 開 発 研 究






























L西 條 芳 文.第2章.第4節.4.超 音 波 顕 微 鏡 に よ る 組 織 性 状 の 可 視 化.小 川 誠 二,上 野 照 剛 編 集,
非 侵 襲 ・可 視 化 技 術 ハ ン ド ブ ッ ク.株 式 会 社 エ ヌ テ ィ ー エ ス,241-249,2007,















































































3)和 文 論 文
1.山 家 智 之,自 石 泰 之,圓 山 重 直.脳 神 経 機 能 制 御 ア ク チ ュ エ ー タ.電 気 学 会 産 業 技 術 応 用 部 門 講
演 会 論 文 集,pp33-36,2007
2.山 家 智 之.ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー の 人 工 内 臓 開 発 へ の 応 用.ProceedClinEletronMicroscopy,27,1-
3,2008
3.山 家 智 之.産 業 化 を 目 指 す 新 し い 人 工 内 臓 人 工 心 臓,食 道,括 約 筋.第1回 東 北 大 学 バ イ オ
フ ォ ー ラ ム 論 文 集,20-21,2008
4.山 家 智 之,阿 部 裕 輔,松 木 英 敏,浅 野 英 司,圓 山 重 直.て ん か ん 発 作 の コ ン トロ ー ル に よ りQOL
の 向 上 を 目指 した 新 し い 人 工 内 臓.In医 科 学 応 用 研 究 財 団研 究 報 告.山 田 和 生ed,ラ イ フ メ デ ィ
コ ム.135-137,2008
5.西 條 芳 文.パ ラ メ ト リ ッ クIVUSの 臨 床 応 用.JapJCaidiovαscCαthetThe1・ap,Vol.7,No,2:
131-139,2007
6.山 家 智 之.多 次 元 の 血 圧 反 射 機i能感 受 性 低 量 診 断.心 臓 リハ ビ リテ ー シ ョ ン,14(1):108-ll4,
2009
7.山 家 智 之.新 た な る ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー と は?ナ ノ テ ク 人 工 心 筋 開 発 循 環 器 専 門 医,16(1):75一
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81,2008
8.山家 智之,白 石泰之,井 街 宏,馬 場 敦,山 嵜健 二.日 本製臨床用遠心型埋め込 み式補助人工
心臓 の世界最長動物実験.東 北医誌,120(1):77-79,2008
4)総 説
1.山家智之,超 食道ステ ン ト,日 本医事新報4341:68-71,2007
2.山 家智之,白 石泰之,西 條芳文,関 根一光,圓 山重直,中 里信和,熱 伝導局所冷却素子 と術 中脳
波マ ッピングを用 いた脳外科手術局所機能診 断,財 団法人 中谷電子計 測技術振興財 団年報21:
58-62,2007
3.山 家智之,研 究所連携関連病院連携 による新 しい血圧反射機能診断装置,ヒ ューマ ンサイエ ンス
アン ドテ クノロジー,矢 野雅文編,pp167-184,2007
4.西 條芳文,医 用超音波ナ ノ ・イメージングN周 波数500MHzの医学用超音波音速顕微鏡の開
発 一,超 音波TECHNOVol.19,No,1:4-9,2007
5.西 條芳文,超音波顕微鏡 によ り動脈硬化病変 を見 る,VascularMedicineVol.3,No.3:45-52,2007










1.山家智之,西 條芳文,白 石泰之,丸 山満也,金 野 敏,仁 田新一,山 口 済,中 島博行,片 平美
明,柴 田宗一,渡 辺 誠,三 引義明,大 沢 上,佐 藤 尚,秋 野能久,本 多正 久.脈 波の立 ち上
が りポイ ン ト測定 の正確性 に関 する臨床研究.エ レク トロニ クスの臨床76:23-34,2007.
2.西 條芳文,穂 積直裕,小 林和人,SantosFilhoEsmeraldo.生 体 内超音波 ナノ ・イメージング法
による線維芽細胞 の可視化.超 音波医学Vol,34,supp1:S310,2007.
3.小 林和人,石 黒稔道,穂 積直裕,西 條芳文,大 槻茂雄 .指 向特性 を利 用 した超音波顕微鏡 の画像
補正方法の検討.超 音波医学Vol.34,suppl:S313,2007.
4,小 林和人,穂 積直裕,西 條芳文,吉 田祥子,大 槻茂雄.超 音波顕微鏡 に よる生体組織 の音響イ ン
ピーダ ンス観察.超 音波医学Vol.34,suppl:S324,2007.
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3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等











































































































































































4.国 内 学 会 で の発 表
国内での招待講演
工.白石泰之:形 状記憶合金 を応 用 した人工心筋 開発の現状,第14回 心臓外科研究懇話会,2008年
9月,池 の平.
国内学会 での発表
丑.藤 田雅史,高 山沙織,塩 入裕樹,小 山二郎,堀 口 聡,井 上寛一,田 中 明,西 條芳文.IVUS
AttenuatienImagingによる冠動脈深部 の音響特性解析.第18回 日本心 エ コー図学会学術集会.
軽井沢,2007年4月13日.
2.西 條芳文,穂 積直裕,小 林和人,EsmeraldodosSantosFilho.生 体内超音波 ナノ ・イメージン
グ法 の開発.第46回 日本生体医工学会大会.仙 台,2007年4月26日.
3.西 條芳文,穂 積直裕,小 林和人,SantosFiIhoEsmeraldo.生 体内超音 波ナノ ・イメージング法
による線維芽細胞の可視化.日 本超音波医学会第80回学術集会.鹿 児島,2007年5月19日.











8.馬場 敦,豊 岡照彦,井街 宏,白石泰之,西條芳文,山家智之:心室のrapidpacingによる心
不全モデルの作成,第46回 日本生体医工学会大会,2007年4月,仙台.
9.田中 明,杉 田典大,吉 澤 誠,白 石泰之,山 家智之,仁田新一:投 薬時における血圧一心拍数
問の最大相互相関関数 ρmaxの変化,第46回日本生体医工学会大会,2007年4月,仙台.
10.白石泰之,山家智之,関根一光,西條芳文,金野 敏,仁田新一,和 田由美子,坂田 亮,梅津










14.山本佳奈子,吉澤 誠,田 中 明,木下広幸,山家智之,白石泰之,稲垣正司,杉町 勝:加 速
度センサを用いた心室細動 ・心室頻拍の検出,第46回日本生体医工学会大会,2007年4月,仙
台.
15.山家智之,白石泰之,田林胱一,吉澤 誠:定 常流型補助人工心臓 と心機能に関する実験的研究,
第55回日本心臓病学会学術集会,2007年9月,東京.
16.渡部智樹,白石泰之,和 田由美子,坂 田 亮,西條芳文,山家智之,本 間 大,柴 田宗一,梅津
光生 二心筋収縮補助装置用の変位増幅機構の開発,第23回ライフサポー ト学会大会,2007年10
月,つ くば.
王7.坂田 亮,白石泰之,和田由美子,渡部智樹,植松美幸,朴 栄光,田 中 隆,関根一光,西條
芳文,山家智之,田中 明,吉澤 誠,増本憲泰,藤本哲男,本間 大,梅津光生:形状記1意合
金線維の可制御性を応用した心筋収縮の工学的モデリング,日本機械学会第i8回バイオフロン
ティア講演会,2007年10月,福岡.




19.笠原孝一郎,田 中 明,吉 澤 誠,阿 部健一,白 石泰之,山 家智之,仁 田新一:定 常流型補助人
工心臓 の制御方式の相違が 自己心 に与 える影響,第45回 日本人工臓器学会大会,2007年10月,
大 阪.
20.沖 恵理子,朴 栄光,金 光直彦,白 石泰之,東 隆,大 坪真也,岩 崎清隆,梅 津光生:冠 動
脈バ イパス手術 における血管吻合手技の定量化 に向 けた基礎検 討,第16回 日本 コンピュータ外
科学会大会,2007年ll月,広島.
2L白 石泰之,西 條芳文,山 家智之,柴 田宗一,和 田由美子,坂 田 亮,渡 部 智樹,梅 津光生,藤 本
哲男,馬 場 敦,田 林胱一,本 間 大:人 工心筋補助 のた めの生体心臓 メカニクスの基礎検討,
日本機械 学会第20回 バ イオエ ンジニア リング講演会,2008年1月,東 京.
22.菅家裕輔,早 瀬敏幸,山 家 智之,柴 田宗一,白 石泰 之lMRI計 測 に基づ く左心房内血流場 の数値
シ ミュレーシ ョン,日 本機械学会第20回 バイオエンジニア リング講演会,2008年1月,東 京.
23.白石泰之,西 條芳文,山 家智之,宋 永 健,柴 田宗一,山 口 済,馬 場 敦,井 街 宏,和 田由
美子,坂 田 亮,渡 部智樹,土 岐二郎,TelmaSugaiKeiko,吉澤 誠,田 中 明,藤 本哲男,
梅津光生,本 間 大,佐 々田比 呂志,仁 田新一,田 林胱一:機 械式人工心筋の構造 と機能の設計,
第36回 人工 心臓 と補助循環懇話会,2008年3月,越 後湯沢.
24.劉 紅箭,白 石泰之,西 條 芳文,宋 虎振,馬 場 敦,山 家智之,阿 部裕輔,井 街 宏:Analysis
ofbaroreflexsensitivitywithleftventricularassistdevice,第36回人工心臓 と補助循環懇話会 ,2008
年3月,越 後湯沢.
25,西田正浩,山 根隆志,丸 山 修,小 阪 亮,木 暮尚登,桑 名克之,筒 井達夫,馬 場 敦,白 石泰
之,山 家智之,井 街 宏:MERAモ ノ ピボ ット遠心 ポンプの流れ解析 と血液適合性,第36回 人
工心臓 と補助循環懇話会,2008年3月,越 後湯沢.
26.佐藤優太,白 石泰之,坂 田 亮,林 輝,田 中 隆,梅 津光生,金 野 敏,西 條芳文,Telma
SugaiKeiko,吉澤 誠,山 家智之,馬 場 敦,増 本憲泰,藤 本哲男,本 間 大:慢 性動物実験
のための人工心筋 システムの改良,日本機械学会福祉工学 シンポジウム2008,2008年9月,宇部 .
27.秋山真己,藤 本哲男,竹 花良人,益 田博之,梅 津光生,白 石泰之:血 圧測定 を目的 とした新規的
な小型圧力セ ンサー の開発,日 本機械学会福 祉工学 シンポジウム2008,2008年9月,宇部.
28.山家智之,白 石泰之 ほか.新 しい人工 内臓一人工心筋,人 工食 道,人 工括約筋.第46回 日本人
工臓器学会大会,2008年11月,東 京
29.久米 嶺,梅 津光生,白 石泰之ほか.IABP駆動装置 を用いたSVPUMP補 助人工心臓 システム
の拍出性能評価.第46回 日本人 工臓器学会大会,2008年lI月,東京
30.丸山 修,山 家智之,白 石泰之 ほか.MERAモ ノ ピボッ ト遠心血液 ポンプの血液適合1生評価.第
46回日本人工臓器学会大会,2008年11月,東京
31,坂田 亮,白 石泰之 ほか.人工心筋の選択的 な収縮 支援 メカニズム と駆動制御系 の開発.第46回
日本人工臓器学会大会,2008年Il月,東 京
32白 石泰之ほか.形 状記憶合金線維 を応用 した人工心筋 の慢性動物 実験 にお ける血行力学的効果.
第46回 日本人工臓器学会大会,2008年ll月,東京
33.佐藤 智明,白石泰之 ほか.補 助人工心臓 の駆動装置 の違いに よる圧力特性 の検討.第46回 日本人
工臓器学会大会,2008年11月,東京
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40.白石泰之,劉 紅箭,山家智之,梅津光生,本間 大.形状記憶合金型人工心筋アシス トによる
循環応答解析 の試み.第37回人工心臓 と補助循環懇話会,2009年2月,新潟.



















担当教授 西 條 芳 文
1.研 究分 野紹介
教 授:西 條 芳文(加 齢研教授兼務)
当研究分野は,平成20年4月,わが国に大学院 として初めて設置された医工学研究科における計測・
診断医工学講座の1つ として発足 した.そ の根底には昭和30年代に当時の抗酸菌病研究所と電気通信
研究所の共同研究で行われた呼吸音 ・心音のスペクトル解析 と,それがさらに発展した超音波心臓断層
法の開発 という,加齢医学研究所における医工連携の精神が引き継がれている.




胞のイメージングを実現 している.さらに,加齢医学に深 く関わる研究 として,高周波数超音波による
皮膚の高精度計測法についても研究を開始している.当研究分野の特徴は,診断機器の開発にとどまら
ず,開 発した装置を医学 ・生物学に応用して,病態の生物学 ・化学的解析だけではなく,物理的 ・機械
的な観点からの新たな診断体系を切 り開いていることである.
現在のメンバーの出身学部は医学部医学科,医学部保健学科,工学部,高専専攻科などと多彩であり,
医学系研究科医科学専攻の協力講座 にもなっているため,医学系研究科所属の大学院生 も所属 してい
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2)医 用 三 次 元 イ メ ー ジ ン グ
3)心 血 管 系 の 血 流 解 析
4)皮 膚 の 高 精 度 診 断
5)光 音 響 イ メ ー ジ ン グ の 開 発
6)小 型 超 音 波 装 置 の 開 発 と健 診 ・災 害 医 療 へ の 応 用
7)超 音 波 診 断 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築















































3)和 文 論 文
1,西 條 芳 文.医 学 用 超 音 波 顕 微 鏡 の 現 状.日 本 音 響 学 会 誌Vol.64,No.7:418-422,2008.
3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等
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4.国 内学会 での発 表
1)特別講演,シ ンポジウム,ワークショップ等







4.西 條芳文.超 音波 を用いた血管の組織診 断.第22回 日本心血管内視鏡学会.大 阪,2008年10月
ll日.





3.中 島博行,菅 原重生,片 平美明,田 中元直,亀 山剛義,大 槻茂雄,西 條芳文.等 容収縮期 の渦流
形成 に対 す る心房収縮の関与一Echodynamographyによる検討一.第19回 日本心 エ コー図学会
学術集会.神 戸,2008年4月12日.
4.西 條芳文,萩 原嘉廣,岩 本貴宏,小 林和人,岡 田長也,田 中 明,穂 積直裕,富 畑賢治.皮 膚組
織 の3次 元超音波顕微鏡像.第47回 日本生体 医工学会大会.神 戸,2008年5月10日.
5.中 島博行,菅 原重生,片 平美明,田 中元直,亀 山剛義,大 槻茂雄,西 條芳文.流 軸線上速度分布
に よる定量 的局所心筋機 能評価法 の検 討一Echo-dynamographyによる流軸線分布 図法 の応 用
一.日 本超音波医学会第81回 学術集会.神 戸,2008年5月25日.





soundMicroscope.日本循環器 学会第73回 学術集会.大 阪,2009年3月20日.
呼吸器再建研究分野















肺移植の臨床:平 成12年3月に本邦第1例 目の脳死肺移植手術成功から,現在 まで脳死肺移植20例
と生体部分肺移植7例 の実績があり,移植先進国である欧米の成績をも凌駕する良好な成績を収めてい




代か ら世界に先駆けて肺保存液の研究に着手 し,リ ン酸緩衝液を基本 とする肺保存液(EP4solution)
を独自に開発 して動物実験では96時間という驚異的な長時間の肺保存を達成 した.肺移植の臨床では
EP4solution(EP-TUsolutionとして製品化,細 胞科学研究所より市販)を 使用してお り,これまで6
時闇程度 とされてきた安全域 を大幅に超 える12時聞までの臓器保存でも肺移植を成功させている.
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て定期的に開催 して,手 技の標準化 とレベル向上を図っている.
肺癌に対する縮小手術:早 期肺癌の一部はリンパ節転移の頻度が きわめて低いため,従来の肺葉切
除+リ ンパ節郭清より切除範囲を小さくしても根治が期待できる可能性がある.早期肺癌の生物学的悪








支 フ ァイバースコープ,硬 性気管支鏡下 のNd-YAGレ ーザーおよび高周波 による腫瘍切除,種 々の気
道 内ステン トを用 いた狭窄気道 の拡張治療,気 道 内異物 除去 の治療 にも成果 をあげている.
3)呼 吸器病態生理学
肺組織の喪失はその後 のQOLを 大 き く左右するため,患 者毎,手 術術 式毎 に詳細 な肺機能予測 を行
い,合 併症発生や予後 との関連 か ら肺切除術 の適応 について提言 している.
肺高血圧1肺 移植 の適応 となっている原発性肺高血圧(PPH)の 病態は未 だ明 らかではな く,治療の
選択肢 は少ない.肺 血管 内皮細胞の増殖 にかかわ る種々の遺伝子 プロファイルの検証 を進 めてお り,動
物実験 を通 じてPPARγか らの細胞内情報伝達が重要な役割 を担 っていることを突 き止めた.細胞 外マ
トリックスであるオステオポンチ ン(OPN)が,肺 高血圧 ・肺血管再構築 の増悪因子 である こと,さ ら
に肺 高血圧治療のmainstayであ るプロスタサイク リンへ の反応性 を左右す る因子 である ことを明 らか
としている.こ れ らの知見 は肺高血圧症 に対す る治療法 としてOPN阻 害薬物療法 の可能 性を示す もの
であ り,OPNの 肺移植後拒絶反応への関与 の解明 と共 に,更 に検 討 してい く予定である.
急性呼吸不全:最 近5年 間の肺癌手術 に手術死亡 はないが,高 齢者,他 疾 患合併,2次 肺癌な ど,ハ
イ リスク症例が増加 している.こ のため術後合併症,特 に肺炎発症 の機序解明 ・予防 に取 り組 み,高 齢
肺癌 患者 に術後上気道 防御反射低下が見 られ,反 射異常 を示す患者に術後肺 炎が発症す ることを明 らか
に した 口腔 内および中咽頭細菌叢,上 気道防御反射の周術期 にお ける変化 と肺 炎起 炎菌の関連性 につ
いて検討 し,術 前専門的 口腔ケア と周術期 口腔 ケアによる発症予防効果 を検証 す る予定で ある.急 性呼
吸不全(ARDS)の 病態 を解明す るために多方面 で研究 を展開 してい る.
肺癌細胞 の増殖機i構:肺癌の遺伝子解析 を行 い,p53やKras,survivin遺伝子 の変異の意義 を検討 し
ている.また,肺癌細胞 の増殖機構 のなかでい性 ステロイ ドが重要な役割 を担 っている ことを突 き止 め,
新 しい分子標 的治療の可能性 を探 ってい る.さ らに肺癌組織 における新生血管 の生物学的特性 を解明 し
て,血 管新生抑制 の観点か ら新 たな肺癌治療戦略 の確立 を目指 してい る.
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4.国 内学会 ・研 究会 での発 表
1)特別講演,教 育講演
1.近藤 丘:肺 がんの治療.が ん医療水準均てん研修会.2007年2月10日(大崎市)特 別講演.



























16.星川 康:が ん治療ガイ ドラインの基礎 読み方,書 き方,使 い方.第6回 オンコロジーセミ
ナー.2008年9月20日(東京)特別講演.
17.近藤 丘:日本の肺移植の現状 と展望一特にLAMに っいて.第7回LAM勉 強会.2008年10
月lI日(東京)特 別講演.




1.岡田克典,松村輔二,星川 康,大石 久,遠藤千顕,佐渡 哲,野田雅史,石田 格,宮本 彰,
新川弘道,保坂智子,星 史彦,近藤 丘:ド ナー肺の感染症マージナル ドナーとしてどこまで
使用可能か.第23回日本肺および心肺移植研究会.2007年1月26日(宇都宮)シ ンポジウム.
2.松村輔二,石 田 格,佐渡 哲,大石 久,星川 康,宮本 彰,野 田雅史,遠藤千顕,岡 田克
典,近藤 丘:胸 腺腫合併重症筋無力症に対するクリップレス胸腔鏡下拡大胸腺摘出術.第24回
日本呼吸器外科学会総会.2007年5月17日(横浜).
3.遠藤千顕,野 田雅史,岡田克典,宮本 彰,大石 久,石田 格,佐渡 哲,星川 康,松村輔
二,近藤 丘:リ ガシュアを用いた完全胸腔鏡下右縦隔リンパ郭清.第24回日本呼吸器外科学会
総会.2007年5月17日(横浜)ビ デオセッション.
4.野田雅史,大石 久,宮本 彰,石 田 格,佐渡 哲,星川 康,遠藤千顕,岡田克典,松村輔
二,近 藤 丘:超 高齢者難治性気胸に対する意識下気胸根治術 第24回日本呼吸器外科学会総
会.2007年5月17日(横浜)ビ デオセッション.







8.松村輔二,石田 格,佐渡 哲,星川 康,野 田雅史,鈴木隆哉,岡田克典,近藤 丘:重 症筋
無力症 に対するクリップレス胸腔鏡下拡大胸腺摘出術.第60回に本胸部外科学会定期学術集会.
2007年10月20日(仙台)ビ デオセッション.





IL松 村輔二,岡 田克典,佐渡 哲,星川 康,遠藤千顕,桜 田 晃,野田雅史,菅原崇史:日本に
おける脳死移植10年の総括.第43回日本移植学会総会.2007年ll月IO日(仙台)シ ンポジウ
ム.
12.近 京子,中 嶋隆太郎,桜田 晃,遠藤千顕,管 聞敬治,佐藤雅美,斎藤泰紀,佐藤雅美:喀疾
細胞診により発見された初期浸潤扁平上皮癌.第46回日本臨床細胞学会秋季大会.2007年12月
1日(仙台)ワ ークショップ.












16.松村輔二,岡田克典,星川 康,遠藤千顕,佐渡 哲,野田雅史,星 史彦,近藤 丘,大石 久=
胸骨原発肉腫に対する全層胸壁切除再建術.第108回日本外科学会定期学術集会.2008年5月16
日(長崎)サ ージカルフォーラム.
17.岡田克典,大石 久,上野正博,佐渡 哲,星川 康,遠藤千顕,桜田 晃,野田雅史,菅原崇
史,松 田安史,保坂智子,新井川弘道,星 史彦,海津慶子,松村輔二:肺移植後急性拒絶反応




19,桜田 晃,遠 藤千顕,近 藤 丘:生 体情報 と内視鏡画像を同時記録できるシステムの使用経験
第31回日本呼吸器内視鏡学会総会.2008年6月13日(大阪)ワ ークショップ.





22,大石慶子,斎藤尚子,岡 田克典,佐渡 哲,野田雅史,近藤 丘:肺移植待機患者に対するレシ
ピエント移植コーディネーターの役割.第44回日本移植学会総会.2008年9月21日(大阪)シ
ンポジウム.
23.近藤 丘:呼 吸器外科専門医か らみた肺癌診療体制.第49回日本肺癌学会総会.2008年ll月14
日(北九州市)シ ンポジウム.
一般演題
1.宮本 彰,栗山進一,坪野吉孝,辻 一郎,近藤 丘:日本における肺癌検診の有効性に関する
コホー ト研究.第127回加齢医学研究所集談会.2007年1月26日(仙台).
2.大石 久,岡田克典,佐渡 哲,野 田雅史,星川 康,松村輔二,近藤 丘,海津慶子1肺移植
レシピエン トの末梢血Tリ ンパ球サイトカイン染色による拒絶反応モニタリングの可能性.第
23回日本肺および心肺移植研究会.2007年1月27日(宇都宮).




4.松村輔二,星川 康,遠藤千顕,佐渡 哲,石田 格,大石 久,鈴木隆哉,上野正博,桜田 晃,
野田雅史,岡 田克典,近 藤 丘:呼 吸器外科領域におけるパイポーラ型血管閉鎖装置の有用性.
第18回内視鏡外科 フォーラム東北.2007年5月26日(秋田).
5,星 史彦,遠藤千顕,近藤 丘:非 小細胞肺癌におけるアポ トー シス関連遺伝子survivinの発現
頻度の検討.第24回 日本呼吸器外科学会総会.2007年5月18日(横浜).






9.松村輔二,星川 康,佐渡 哲,石[]]格,大石 久,近藤 丘:超高齢者肺癌に対 してextended
lobectomyを施行 した1例.第153回東北外科集談会.2007年6月16日(仙台).







13.谷内真司,山懸俊介,田 中里江,長 岡深雪,赤井智子,三浦元彦,木村伯子,岡 田克典:瘤 性胸
膜炎 として紹介され胸腔鏡にて胸膜中皮腫と診断された一例.第85回日本呼吸器学会東北地方
会.2007年9月1日(青森).




16,松村輔二,佐渡 哲,石田 格,星川 康,野田雅史,桜 田 晃,岡 田克典,近藤 丘:悪 性中
皮腫に対する胸膜外全摘術 と術後照射の成績.第48回日本肺癌学会総会.2007年ll月8日(名
古屋).
17.星 史彦,田畑俊治,近藤 丘:切 除後8年 目に多発性再発 をきたした定型カルチノイ ドの一例.
第48回日本肺癌学会総会.2007年ll月8日(名古屋).
18、星 史彦,遠藤千顕,桜田 晃,松村輔二,岡田克典,星川 康,佐渡 哲,野田雅史,石田 格,
大石 久,近藤 丘:非小細胞肺癌 におけるアポ トーシス関連遺伝子survivinの発現頻度の検
討.第48回日本肺癌学会総会.2007年ll月8日(名古屋).
19・松村輔二,岡 田克典,星 川 康,遠 藤千顕,佐渡 哲,桜 田 晃,野 田雅史,菅原崇史,星 史
彦,上 野正博,近 藤 丘:肺動脈形成を伴う管状肺葉切除を安全に行うための工夫.第99回臨
床呼吸生理研究会学術集会.2007年11月10日(東京).
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20.本多昌子,遠藤千顕,桜 田 晃,斎藤泰紀,佐藤雅美,近 京子,佐々木麻弥,中村繁子,中嶋
隆太郎,近藤 丘:腫瘍捺印標本に対する免疫細胞化学的検討 肺大細胞神経内分泌癌の鑑別の
ために.第46回日本臨床細胞学会秋季大会.2007年ll月30日(仙台).
21.佐渡 哲,岡田克典,松村輔二,野田雅史,遠藤千顕,星川 康,桜田 晃,新井川弘道,星 史
彦,鈴木隆哉,保坂智子,海津慶子,近藤 丘:当科における脳死肺移植希望者登録患者の状況.
第24回日本肺および心肺移植研究会.2008年1月26日(福岡).





24.星川 康,野 田雅史,石 田 格,小柳津毅,佐渡 哲,岡田克典,松村輔二,近藤 丘:緊急階
層術およびボリコソナールとミカファンギンの併用投与により救命 し得た重症アスペルギルス
膿気胸の1例.第86回 日本呼吸器学会東北地方会.2008年3月1日(仙台).
25.野田雅史,松村輔二,佐渡 哲,桜 田 晃,星川 康,遠藤千顕,岡 田克典,近藤 丘:超高齢
者難治性気胸に対する意識下気胸根治手術.第19回内視鏡外科フォーラム東北.2008年4月19
日(弘前).
26.松村輔二,佐渡 哲,星川 康,遠藤千顕,桜 田 晃,野 田雅史,星 史彦,保坂智子,松田安
史,鈴木隆哉,岡田克典,近藤 丘:高齢者重症筋無力症患者に対する胸腔鏡下拡大胸腺摘出術.
第19回内視鏡外科フォーラム東北.2008年4月19日(弘前).
27.新井川弘道,鈴木 貴,三木康宏,鈴木 聡,近藤 丘,笹野公伸:非小細胞肺癌における組織
内Estradiol濃度とEstrogenr㏄eptor発現の関係.第108回日本外科学会定期学術集会.2008年
5月16日(長崎).
28.星 史彦,遠 藤千顕,桜 田 晃,松村輔二,岡 田克典,星 川 康,佐渡 哲,野 田雅史,菅原崇
史,上野正博,近藤 丘:非小細胞肺癌 におけるアポ トー シス関連遺伝子survivinの発現頻度の
検討。第108回日本外科学会総会.2008年5月16日(長崎).
29.千田雅之,箕輪宗生,江場俊介,須田秀一,近藤 丘:局 所進行肺癌に対する分岐部再建 を含め
た拡大スリーブ切除の検討.第25回日本呼吸器外科学会総会.2008年5月29日(宇都宮).
30.野田雅史,佐渡 哲,桜 田 晃,星川 康,遠藤千顕,岡 田克典,松村輔二,近藤 丘:難治性
気胸の外科治療 リスク評価一POSSUMscoreと多変量解析による検討.第25回日本呼吸器外科学
会総会.2008年5月29日(宇都宮).
31.保坂智子,鈴木 聡,野 田雅史,佐渡 哲,桜田 晃,星川 康,遠藤千顕,岡田克典,松村輔
二,佐藤靖史,近藤 丘:内皮由来血管新生抑制因子Vasohibil1とヒ ト肺癌症例における臨床病
理学的検討.第25回日本呼吸器外科学会総会.2008年5月29日(宇都宮).
32,佐渡 哲,岡 田克典,松村輔二,野 田雅史,松田安史,菅原崇史,上野正博,鈴木隆哉,海津慶
子,近 藤 丘:片 肺移植術による呼吸機能改善についての検討.第25回日本呼吸器外科学会総
会.2008年5月29日(宇都宮).




34.野津田泰嗣,星川 康,桜 田 晃,新井川弘道,野田雅史,岡田克典,近藤 丘:GS-CSF産生
肺癌の1切除例.第155回東北外科集談会.2008年6月14日(仙台).
35,佐藤敦彦,川本俊輔,斎木佳克,赤坂純逸,鎌田 誠,本吉直孝,増田信也,河津 聡,桜田 晃,
宮田 剛,後藤 均,田林洗一:食道気管支痩を併発した胸部下行大動脈破裂の一例.第155回
東北外科集談会.2008年6月14日(仙台).










智子,野 田雅史,佐渡 哲,桜 田 晃,星 川 康,遠 藤千顕,岡 田克典,松 村輔二,近藤 丘:
若手呼吸器外科医が習得すべき気管支手術手技 とは一来るべき気管支形成に備えるために.第3
回東北呼吸器外科手術手技研究会.2008年7月5日(盛岡).
41,渡辺有為,岡田克典,遠藤千顕,星川 康,桜田 晃,佐渡 哲,野田雅史,井上国彦,阿部二
郎,星 史彦,上野正博,鈴木隆哉,近藤 丘:肺 アスペルギルス症手術症例の検討一特に周術
期におけるVoriconasole投与の有効性について.2008年7月15日(仙台).








44.渡辺有為,遠藤千顕,星川 康,野田雅史,井上国彦,上野正博,鈴 木隆哉,星 史彦,阿部二
郎,佐渡 哲,桜田 晃,岡田克典,近藤 丘:気痩閉鎖 に難渋したLemierre症候群の1例.第
156回東北外科集談会.2008年9月27日(秋田).
45.渡辺有為,岡田克典,野田雅史,上野正博,鈴木隆哉,星 史彦,阿部二郎,井上国彦,佐渡 哲,
桜田 晃,星川 康,遠藤千顕,近藤 丘:前縦隔に発生 したpleumorphicliposarcomaの1例.
第156回東北外科集談会.2008年9月27日(秋田).




47.佐渡 哲,岡 田克典,松 村輔二,野 田雅史,松 田安史,星 川 康,遠 藤千顕,桜 田 晃,海 津慶
子,近藤 丘1片 肺移植手術時 のPCPS(経皮心肺補助法)の 導入 の適応 とその影響 についての
検討.第44回 日本移植 学会総会.2008年9月21日(大 阪).
48,松田安史,岡 田克,典,佐渡 哲,菅 原崇史,海 津慶子,野 田雅史,星 川 康,桜 田 晃,遠 藤千
顕,松 村輔 二,近 藤 丘:当 施設 にお けるCMV王ncompatibleであった肺移植2例 の検討.第44
回 日本移植学会総会.2008年9月21日(大 阪).
49.佐渡 哲:PHの 肺移植.第2回 全国PH大 会.2008年工0月19日(東京).
50,遠藤千顕,桜 田 晃,野 津 田泰嗣,渡 辺有為,星 史彦,松 田安史,保 坂智子,野 田雅史,佐 渡
哲,星 川 康,岡 田克典,松 村輔二,近 藤 丘:当 科における外来術後放射線化学療法の経験 と
今後.第49回 日本肺癌学会総会.2008年ll月13日(北 九州市).
51.星 史彦,遠 藤千顕,桜 田 晃,松 村輔二,岡 田克典,星 川 康,佐 渡 哲,野 田雅史,松 田安
史,保 坂智子,上 野正博,野 津田泰嗣,渡 辺有為,近 藤 丘:Apoptosis関連遺伝子Survivinの
suplicedvariatsがvaiabilityに与 える影響 の検討.第49回 日本肺癌学会総会.2008年ll月13日
(北九州市).
52.保坂智子,鈴 木 聡,野 田雅史,佐 渡 哲,桜 田 晃,星 川 康,遠 藤千顕,岡 田克典,松 村輔
二,佐 藤靖史,近 藤 丘:内 皮由来血管新生抑制遺伝子Vasohibinの肺癌 における臨床病 理学 的
検討,マ ウスにおける外 因性Vasohibinの検討.第49回 日本肺癌学会総会.2008年ll月13日.
53.上野正博,星 川 康,岡 田克典,渡 辺有為,野 津 田泰嗣,鈴 木隆哉,星 史彦,松 田安史,保 坂
智子,野 田雅史,佐 渡 哲,桜 田 晃,遠 藤千顕,松 村輔二,近 藤 丘:IA期 原発 醐 市癌に対
する積極的お よび消極的縮小手術例 の検 討.第49回 日本肺癌学会総会.2008年ll月13日(北
九州市).
54桜 田 晃,野 津 田泰嗣,野 田雅史,岡 田克典,星 川 康,遠 藤千顕,佐 渡 哲,松 田安史,保 坂
智子,星 史彦,松 村輔二,近 藤 丘:腺 様 嚢胞切除例 の検討.第49回 日本肺癌学会総会.2008
年11月13日(北 九州市).
55.近藤 丘:集 団検診委員会か らの報告.第49回 日本肺癌学会総会.2008年ll月14日(北九州
市).
56.野津 田泰嗣,桜 田 晃,遠 藤千顕,松 村輔二,岡 田克典,星 川 康,佐 渡 哲,野 田雅史,星 史
彦,近 藤 丘:新 肺癌病期分類 の妥 当性 について.第49回 日本肺癌学会総会.2008年11月13日
(北九州市).
57.渡辺有為,半 田政志,大 浦裕 之,遠 藤千顕,星 川 康,田 畑俊治,佐 々島朋美,和 野雅治,鎌 田
真 弓,佐 熊 勉,一 迫 玲,近 藤 丘:肺 原発悪 性 リンパ腫手術例 の検討.第49回 日本肺癌学
会総会.2008年ll月13日(北 九州市).
5.学 会.研 究 会 主 催 等
1.近藤 丘:第23回 東北肺癌研究談話会 代表世話人2007年1月13日(仙 台市 ・艮陵会館)
呼吸器再建研究分野81
2.近 藤 丘:第23回 日本肺 お よび心肺移植研 究会 世話人2007年1月27日(宇 都宮市 ・栃木
県総合文化セ ンター)
3.近 藤 丘:第14回 宮城肺癌治療研究会 代表世話入2007年1月31日(仙 台市 ・艮陵会館)
4.近 藤 丘:臓 器移植 医療 部講演会 代 表世話人2007年2月14日(仙 台市 ・東北大学病 院講
堂)
5.近 藤 丘1第26回 日本胸腺研究会 世話人2007年2月17日(徳 島市 ・徳島大学青藍会館)
6.近 藤 丘1第4回SendaiLungCancerForum世話人2007年3月2日(仙 台市 ・ホテルメ ト
ロポ リタン)
7,近 藤 丘;第153回 東北外科集談会 世話人2007年6月16日(仙 台市 ・ハーネル仙台)
8.近 藤 丘:第1回integratedPulmonaryCirculationResearch-II世話人2007年6月30日
(東京都 ・大手町サ ンケイプラザ)
9,近 藤 丘:第2回 東北呼吸器外科手術手技研 究会 世話 人2007年7月7日(仙 台市 ・艮陵会
館)
10,近藤 丘:第46回 日本肺癌学会東北支部会 ・第33回 日本呼 吸器 内視鏡学会2007年8月2日
(青森市 ・青森文化会館)
ll.近藤 丘:第154回 東北外科集談会 世話人2007年9月15日(青 森市 ・青森文化会館)
12.近藤 丘1第10回 東北移植研究会 世話人2007年9月22日(仙 台市 ・艮陵会館)
13.近藤i丘:第99回ACCP日 本部会定期教育講演会 世話入2007年10月6日(東 京都 ・都市
セ ンターホテル)
14.近藤 丘:東 北難治性呼吸器病 態勉強会 世話人2007年10月27日(仙 台市 ・勝山館)
15.近藤 丘:LungTransplantationConference代表世話人2007年11月22日(東 京都 ・ホテル
オークラ)
16,近藤 丘1第1回Bioinformatics&BiostaticsSeminar世話人2007年10月29日(仙 台市 ・
加齢医学研究所)
17.近藤丘:第10回 移植 医電子工学 シンポジウム 世話人2007年ll月23日(仙 台市 ・仙台国際
セ ンター)
18.近藤 丘:第22回 東北経腸栄養研究会 世話人2007年12月8日(仙 台 ・ハ ーネル仙台)
19.近藤 丘=第24回 東北肺癌研究談話会 代表世話人2008年1月12日(仙 台市 ・勝山館)
20.近藤 丘:第24回 日本肺 および心肺移植研究会 世話人2008年1月26日(福 岡 ・紫蘭会館)
21.近藤 丘:第15回 宮城肺癌治療研 究会 代表世話人2008年2月1日(仙 台市 ・ホテルメ トロ
ポ リタン)
22.近藤 丘1臓 器移植 医療部講演会 代表世話人2008年2月13日(仙 台市 ・東北大学病 院 ・講
堂)
23.近藤 丘:第27回 日本胸腺研究会 世話人2008年2月25日(さ いた ま市 ・ラフレさいた ま)
24.近藤 丘1第5回SendaiLungCancerForum世話人2008年3月1日(仙 台市 ・ホテルメ ト
ロポ リタン)




27.近藤 丘:臓 器移植医療部講i演会 代表世話人2008年7月11日(仙 台市 ・東北大学病院 ・講
堂)
28.近藤 丘:第3回 東北呼吸器外科手術手技研究会 代表世話人2008年7月5日(仙 台市 ・艮
陵会 館).
29.近藤 丘:第47回 日本肺癌学会東北支部会 支部長2008年8月2日(秋 田市 ・秋 田県総合保
健 セ ンター)
30.近藤 丘:東 北 びまん性肺疾患研究会 世話人2008年9月13日(仙 台市 ・仙台市医師会館)
31.近藤 丘:第156回 東北外科集談会 世話人2008年9月27日(秋 田市 ・秋 田大学医学部)
32.近藤 丘:東 北肺癌集学的治療勉強会 代表世話人2008年10月10日(仙 台市 ・艮陵会館)
33.近藤 丘:LungTransplantationConference代表世 話人2008年10月i4日(福 岡市 ・ホテル
オー クラ)
34,近藤 丘:第100回ACCP日 本部会定期教育講演会 世話人2008年10月18日(京 都市 ・京
都大学芝蘭会館)
35.近藤 丘:第2回Bioinformatics&BiostaticsSeminar世話人2008年10月20日(仙 台市 ・
加齢医学研究所).
36.近藤 丘:肺 がん市民公開講座 世話人2008年10月25日(仙 台市 ・青年文化セ ンター).
37.近藤 丘:第12回 東北移植研究会 世話人2008年Il月22日(仙 台市 ・艮陵会館)
38.近藤 丘1第1回 呼吸器内科外科合同カ ンフ ァレンス 世話人2008年12月1日(仙 台市 ・艮
陵会館)


























高度に発展させ,こ れか らの超高齢化社会で必要 とされる先進的な予防・健康維持に関するサービスお
よび機器の研究開発・実証実験 をおこない,これに伴う産業の形成を促進することを目的 としている.当
客員研究分野 は,この知的クラスター創成事業(第II期)プロジェクトにおける研究の統括・取 りまと
めの役割を担いなが ら,市民の健康維持 ・生活の質の向上,お よび地域産業の活性化を目指すものであ
る.
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84臓 器 病 態研 究部 門
2.研 究 報 告
1)総 説 ほ か
L吉 澤 誠,関 隆 志,杉 田 典 大,阿 部 誠,田 中 明,金 野 敏,山 家 智 之,仁 田 新 一,川 田 浩:
統 合 医 療 の 医 工 学 的 評 価 と今 後 の 展 開 鍼 が 循 環 系 に及 ぼ す 影 響 の 制 御 工 学 的 解 釈,日 本 統 合 医
療 学 会 誌1巻1号:28-32(2008.07)
2.仁 田 新 一,金 野 敏,山 家 智 之,関 隆 志,杉 田 典 大,吉 澤 誠:科 学 技 術 振 興 調 整 費 プ ロ ジ ェ
ク ト を 中 心 と した 統 合 医 療 ・代 替 医 療 の 科 学 的 評 価 研 究 の 現 状,日 本 統 合 医 療 学 会 誌1巻1号:
ig-22(2008.07)
3.金 野 敏,川 田 浩,仁 田 新 一,杉 田 典 大,吉 澤 誠:相 補 ・代 替 医 療 の 基 礎 知 識 相 補 ・代 替
医 療 の 研 究 医 工 学 か ら,治 療(OO22-5207)89巻3月増 刊:700-707(2007.03)
5.丸 山 満 也,金 野 敏,仁 田 新 一,高 島 充,白 石 泰 之,山 家 智 之,関 隆 志,荒 井 啓 行,太 田 信,
劉 嘉,白 井 敦,早 瀬 敏 幸:鍼 灸 所 見 の 臨 床 的 意 義 と客 観 化 六 部 定 位 の 脈 診 に つ い て 脈




































10.パ ー キ ン ソ ン病 患 者 に対 す る音 楽 療 法 の 効 果 ケ ア リ ン グ の 視 点 か ら の 心 の 健 康 の 定 性 的 評 価,
猪 股 千 代 子,佐 治 順 子,高 橋 方 子,川 村 武,仁 田 新 一:日 本 統 合 医 療 学 会 誌1巻1号Page96-
103(2008.07)
11.多 変 数 制 御 装 置 と し て の循 環 中 枢 心 拍 数 調 節 と血 管 抵 抗 調 節 の 役 割 分 担,吉 澤 誠,杉 田 典 大,
阿 部 誠,田 中 明,山 家 智 之,仁 田 新 一:臨 床 脳 波(0485-1447)50巻6号Page347-353(2008、
06)
12,工 学 的 ア プ ロ ー チ に よ る 統 合 医 療 の 評 価 自 律 神 経 系 指 標 ρmaxの 適 用 例,吉 澤 誠,関 隆 志,
杉 田 典 大,阿 部 誠,田 中 明,金 野 敏,川 田 浩,山 家 智 之,仁 田 新 一:日 本 統 合 医 療 学 会
誌4巻1-2Page60-64(2008.02)
13.脈 波 の 立 ち 上 が り ポ イ ン ト測 定 の 正 確 性 に 関 す る 臨 床 研 究,山 家 智 之,西 條 芳 文,白 石 泰 之,川
田 浩,金 野 敏,仁 田 新 一,山 口 済,中 島 博 行,片 平 美 明,柴 田 宗 一,渡 辺 誠,三 引 義 明,
大 沢 上,佐 藤 尚,秋 野 能 久,本 多 正 久:エ レ ク トロ ニ ク ス の 臨 床(0913-3887)76号Page23-
34(2007.07)
よ 国 内 学 会 で の 発 表
1)特 別 講 演
1.仁 田 新 一:ITの 医 療 ・福 祉 へ の 展 開,第46回 日本 生 体 医 工 学 会 大 会,宮 城,2007.4.25
2.仁 田 新 一:新 し い 医 学 を 目 指 し て 西 洋 医 学 と そ れ 以 外 の 医 学 の 融 合 一,第54回 火 力 原 子 力 発
電 技 術 協 会 通 常 総 会,東 京,2008.5,12.
2)シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ,パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ン な ど
1.仁 田 新 一:こ れ か ら の 統 合 医 療 像,日 本 ホ リ ス テ ィ ッ ク 医 学 協 会,20周 年 記 念 ホ リス テ ィ ッ ク 医
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学 シンポ ジウム,東 京,2007.11.10
2.仁 田新一=統 合医療の将来,第ll回 日本代替 ・相補 ・伝統 医療連合会議,第7回 日本統合 医療学
会合同大会2007,宮城,2007.12⊥




担当教授 佐 藤 靖 史
止 研究分 野紹介
教 授:佐 藤 靖史
准教授:堀 勝義
助 教:宮 下 浩輝
当研究分野の構成人員は,佐藤靖史教授,堀勝義准教授,宮下浩輝助教,ボス ドクの鈴木康弘博士,小


















微小循環メカニズムと壊死誘導のプロセスを解明 した.現在,こ の基礎的所見に立脚 した癌治療,お よ
87
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びDDSへ の 応 用 研 究 を 進 め て い る.




2.安 部 ま ゆ み,佐 藤 靖 史:血 管 の 発 生(vasculogenesis)と新 生(angiogenesis).血管 の 再 生 一 血 管
再 生 医 学 の 夜 明 け:近 づ く実 用 化 一(森 下 竜 一 編 著):20-31,真 興 交 易,2008.












































3)和 文 論 文
1.佐 藤 靖 史:血 管 内 皮 に 備 わ っ て い る 血 管 新 生 制 御 の 分 子 基 盤 .日 薬 理 誌,129:163-166,2007,
2.佐 藤 靖 史:臨 床 に 応 用 さ れ る血 管 新 生 .血 管 医 学,8(2):7-9,2∞7,
3.佐 藤 靖 史:血 管 新 生 抑 制 因 子 と疾 患.炎 症 と免 疫,15(4):62-66,2007.
4,佐 藤 靖 史:血 管 の 形 成 .医 学 の あ ゆ み,221(13):1119-1122,2007.
5.佐 藤 靖 史:血 管 内 皮 が 発 現 す る 血 管 新 生 制 御 因 子 と し て のvasohibin.医 学 の あ ゆ み,223(13):
1085-1089,2007.
5.佐 藤 靖 史:血 管 新 生 抑 制 に つ い て .ク リ ニ シ ア ン,54(560):70-72,2007,
6.佐 藤 靖 史:血 管 新 生 調 節 と疾 患 .日 本 体 質 医 学 会 雑 誌 別 冊,70(1):34-38,2008.
7.矢 野 篤 男,四 方 田 敦,鍛 冶 光 司,佐 藤 靖 史,白 井 泰 雪,大 見 忠 弘:950kHz超 音 波 照 射 法 に よ る
大 腸 菌 殺 菌 に 及 ぼ す 影 響 因 子 の 検 討.用 水 と廃 水,50(5):67-74,2008.
8.鈴 木 康 弘,佐 藤 靖 史:Vasohibinによ る 血 管 新 生 の ネ ガ テ ィ ブ フ ィ ー ドバ ッ ク 調 節 .実 験 医 学 増
干U,26(15):158-163,2008.
9.佐 藤 靖 史1抗 血 管 新 生 療 法 と分 子 標 的 .細 胞,40(12):2-3,2008.
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3.国 際 学 会 ・ 海 外 で の 発 表



























4.国 内 学 会 で の発 表
1)特 別講演
1.堀 勝 義:DDSに お ける腫瘍血流制御 の意義.第23回 日本DDS学 会.熊 本,2007,6.
2.佐 藤靖史:血 管新 生調節 と疾患.第57回 日本体質医学会総会.大 分,2007,9.
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3.佐 藤 靖 史;血 管 新 生 制 御 学 の 分 子 基 盤 ～FromBenchtoBeside～.第1回 消 化 器 が ん 先 進 治 療 研
究 会 学 術 セ ミ ナ ー.東 京,2008,4.
4.佐 藤 靖 史:血 管 新 生 制 御 の 分 子 基 盤FromBenchtoBedsid亀第7回 婦 人 科 が ん 分 子 標 的 研 究 会 .
名 古 屋,2008,7.
5.佐 藤 靖 史:血 管 新 生 制 御 の 分 子 基 盤.RecentAdvanceinTumorAngiogenesis.浜松,2008,12.
2)シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど
L佐 藤 靖 史:腫 瘍 血 管 新 生 の 制 御.第40回 制 癌 剤 適 応 研 究 会.横 浜,2007,2.
2,佐 藤 靖 史:血 管 新 生 制 御 に お け るvasohibinfamilyの役 割.第39回 日本 動 脈 硬 化 学 会 総 会 ・学 術
集 会.大 阪,2007,7,
3.佐 藤 靖 史:血 管 新 生 制 御 に お け るvasohibinfamilyの役 割.第28回 日本 炎 症 ・再 生 医 学 会 .東 京,
2007,8.
4.宮 下 浩 輝,佐 藤 靖 史:転 写 因 子VEZFの 標 的 遺 伝 子 で あ る メ タ ロ チ オ ネ イ ン は 血 管 新 生 制 御 に
関 与 す る.メ タ ロ チ オ ネ イ ン お よ び メ タ ル バ イ オ サ イ エ ン ス 研 究 会2007.徳 島,2007,9.
5.佐 藤 靖 史:Theroleofvasohibinintheregulationofangiogenesis.第66回日本 癌 学 会 学 術 総 会 .
横 浜,2007,10.
6.佐 藤 靖 史:リ ン パ 管 新 生 の 内 因 性 抑 制 因 子 に 関 す る 研 究.第15回 日 本 血 管 生 物 医 学 会 学 術 大 会.
福 岡,2007,II,
7.佐 藤 靖 史:Theroleofvasohibinintheregulationofangiogenesisintumors.TheU.S,-Japan
CooperativeCancerResearchProgram,京都,2008,3.
8.佐 藤 靖 史:内 因 性 血 管 新 生 抑 制 因 子 と癌.第67回 日本 癌 学 会 学 術 総 会.名 古 屋,2008,10.
3)■ 般 演 題
L矢 野 篤 男,佐 藤 晶 子,四 方 田 敦,南 場 浩 二,鍛 冶 光 司,佐 藤 靖 史:超 音 波 照 射 法 に お け る大 腸 菌
の 殺 菌 メ カ ニ ズ ム の 検 討.第4t回 日本 水 環 境 学 会 年 会.大 阪,2007,3.
2.堀 勝 義,古 本 祥 三:Augmentationofradiationtherapyefilcacyusingtumorbloodfiowintercep-
tion:anexperimentalstudy.第66回日本 癌 学 会 学 術 総 会.横 浜,2007,10.
3.瓶 子 隆 弘,保 坂 智 子,木 村 洋,宮 下 浩 輝,高 橋 隆,佐 藤 靖 史lVasohibininhibitslymphan-




日本 癌 学 会 学 術 総 会e横 浜,2007,1α
5.木 村 洋,宮 下 浩 輝,佐 藤 靖 史:Vasohibinfamilyの血 管 新 生 制 御 に お け る 意 義.第15回 日本 血
管 生 物 医 学 会 学 術 大 会.福 岡,2007,11.
6.瓶 子 隆 弘,宮 下 浩 輝,高 橋 隆,尾 池 雄 一,佐 藤 靖 史:Vasohibinsuppresseslymphnodemetastasis
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viatheinhibitionoflymphangiogenesisinmice.TheU.S,-JapanCooperativeCancerResearch
Program.京都,2008,3.
7.宮 下 浩 輝,佐 藤 靖 史:血 管 内 皮 細 胞 に お け るVasohibin-1の標 的 遺 伝 子 の 解 析 .第81回 日 本 組 織
培 養 学 会 大 会.っ くぼ,2008,5.
8,堀 勝 義,西 原 正 通,横 山 昌 幸1高 分 子 ミ セ ル の 腫 瘍 変lk領 域 へ の 集 積 .第24回 日本DDS学 会.
東 京,2008,6.
9.鈴 木 康 弘,小 林 美 穂,宮 下 浩 輝,太 田 英 樹,園 田 光,佐 藤 靖 史:Vasohibin結合 性 低 分 子 量 蛋
白SVBPの 単 離 と そ の 分 泌 に お け る役 割.第67回 日本 癌 学 会 学 術 総 会.名 古 屋,2008,IO.
10.鈴 木 康 弘,小 林 美 穂,宮 下 浩 輝,太 田 英 樹,園 田 光,佐 藤 靖 史:IsolationofasmallVasohibin-
bindingprotein(SVBP)anditsimpormantreleinthesecretionofVasohibin.第16回 日本 血 管
生 物 医 学 会 学 術 総 会.金 沢,2008,12,
11.宮 下 浩 輝,佐 藤 靖 史:Vasohibin-1isinvolvedillthemainrenanceofvascularendothelialcells.
第16回 日本 血 管 生 物 医 学 会 学 術 総 会.金 沢,2008,12.
癌化学療法研究分野










































L石 岡千加史;外 来で抗がん剤治療 四釜裕子 編 健康2007春,野瀬秀樹,pp,38-39,2007年
2.吉岡孝志:第10章一2化 学療法の効果判定 クリニカルPET編集委員会 編 臨床医のための
クリニカルPET一病期 ・病態診断のためのガイドブック,先端医療研究所,pp.240-245,2007年
3.石岡千加史1よ りよい治療のために専門医が担 う役割 西條長宏 編 実例から学ぶ 安全で有
効な外来がん化学療法の実践,先 端医学社,pp.42-46,2007年
4.柴田浩行:3.ボドフィロ トキシン類 西條長宏,清水俊雄,宮崎昌樹,岡本 勇,藤阪保仁,岩
本康男,岡元るみ子,安井久晃,三嶋裕子,柴田和彦,横 山雅大,元永伸也,田原 信,中村洋
一,塚田裕子,瀧川奈義夫,木浦勝行,柴 田浩行,有岡 仁,平島智徳,張 高明,石岡千加史,
松永卓也,青 江啓介,駄賀晴子 編 抗悪性腫瘍薬マニュアル,中 外医学社,pp.270-274,2∞7
年
5.柴田浩行14.カンプ トテシン 西條長宏,清 水俊雄,宮崎昌樹,岡 本 勇,藤 阪保仁,岩本康
男,岡 元るみ子,安井久晃,三 嶋裕子,柴 田和彦,横 山雅大,元永伸也,田原 信,中 村洋一,
塚田裕子,瀧川奈義夫,木浦勝行,柴 田浩行,有 岡 仁,平島智徳,張 高明,石岡千加史,松
永卓也,青江啓介,駄賀晴子 編 抗悪i生腫瘍薬マニュアル,中外医学社,pp.275-280,2007年
6.石岡千加史:A,プ ロテインキナーゼ阻害薬 西條長宏,清水俊雄,宮 崎昌樹,岡本 勇,藤阪
保仁,岩本康男,岡元るみ子,安井久晃,三嶋裕子,柴田和彦,横山雅大,元永伸也,田原 信,





岡元るみ子,安井久晃,三 嶋裕子,柴 田和彦,横 山雅大,元永伸也,田 原 信,中村洋一,塚 田
裕子,瀧川奈義夫,木 浦勝行,柴 田浩行,有岡 仁,平島智徳,張 高明,石岡千加史,松永卓
也,青 江啓介,駄 賀晴子 編 抗悪性腫瘍薬マニュアル,中 外医学社,pp,417-422,2007年
8.石岡千加史:第4章 内なる敵,がん細胞の成 り立ち 帯刀益夫,安井 明,小林孝安,工藤忠
明,田村眞理,石 岡千加史,松 居靖久,福本 学,貫 和俊博,佐 竹正延,高 井俊行,佐藤靖史,
山本徳男,仲村春和,福 田 寛,岡 田克典,近藤 丘,西條康夫,小椋利彦,山家智之,川島隆
太,仁 田新一,金野 敏 編 加齢医学 エイジング・ファイン,東北大学出版,pp.37-52,2007
年
9、石岡千加史:第5章 テーラーメイ ド医療の未来 がんの個性と個別化 帯刀益夫,安井 明,
小林孝安,工藤忠明,田村眞理,石 岡千加史,松居靖久,福本 学,貫和俊博,佐竹正延,高井
俊行,佐 藤靖史,山 本徳男,仲村春和,福 田 寛,岡 田克典,近 藤 丘,西條康夫,小 椋利彦,
山家智之,川 島隆太,仁 田新一,金 野 敏 編 加齢医学 エイジング・ファイン,東北大学出
版,PP.244-257,2007年
IO.石岡千加史,後 信,宇野 一,島 田安博,竹内正弘,吉 岡孝志,和田則仁1臨床試験実施ガ
イ ドライン 第III相試験を中心として 臨床試験委員会 編 金原出版,2008年
lL石 岡千加史,伊 奈侃子,上 原厚子:ナーシングケアQ&A25号 徹底ガイ ド がん化学療法 と
ケアQ&A石 岡千加史,伊 奈侃子,上 原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹底ガイ ド
がん化学療法とケアQ&A,総 合医学社,PP.2008年
12.柴田浩行:Q4-A4抗がん剤は,がん細胞にどのように作用するのですか?石 岡千加史,伊奈
仇子,上原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号徹底ガイ ド がん化学療法とケアQ&A,総 合
医学社,pp,8-9,2008年
13・柴田浩行:Q5-A5がん治療に使われる抗がん剤の種類 とメカニズムについて教えてください
石岡千加史,伊奈侃子,上原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号徹底ガイド がん化学療法 と
ケアQ&A,総 合医学社,PP.10-ll,2008年
14・加藤俊介:Q9-A9現在,日本で行われている抗がん剤,分子標的治療薬の臨床試験では,どの
ような薬剤がありますか?石 岡千加史,伊奈侃子,上原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号
徹底ガイ ド がん化学療法 とケアQ&A,総 合医学社,PP,19-21,2008年
15・石岡千加史:Qlo-Aloテーラーメイ ド医療について教えてください 石岡千加史,伊奈侃子,
上原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号徹底ガイド がん化学療法 とケアQ&A,総 合医学
社,PP.22-23,2008年
16・下平秀樹:Ql3-Al3化学療法の有害事象の種類や注意点には,どのようなものがありますか?
石岡千加史,伊奈侃子,上原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号徹底ガイ ド がん化学療法 と
ケアQ&A,総 合医学社,PP,28-29,2008年
17・下平秀樹:QI4-Al4副作用はどのようにして評価 しているのですか?石 岡千加史,伊奈侃
子・上原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号徹底ガイ ド がん化学療法とケアQ&A,総 合医
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学社,PP.30-31,2008年
18.高橋雅信:Q15-A15化学療法 を行 ううえで必要 な検査項 目には,ど のよ うな ものが あ ります
か?石 岡千加史,伊 奈侃子,上 原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹底ガイ ド がん化学
療法 とケアQ&A,総 合医学社,PP.32-33,2008年
19.高橋雅信:Q16-A16多剤併用療法の原則や期待で きる効果 には,ど の ようなこ とが あ ります
か?石 岡千加 史,伊 奈傍子,上 原厚子 編 ナー シングケアQ&A25号 徹底ガイ ド がん化学
療法 とケアQ&A,総 合医学社,PP.34-35,2008年
20.高橋 信:Q17-Al7化学療法が延期や 中止,減 量投与す る ときの指標 は何ですか?石 岡千加
史,伊奈侃子,上原厚子 編 ナー シングケアQ&A25号 徹底 ガイ ド が ん化学療法 とケアQ&
A,総 合医学社,pp,36-38,2008年
21.高橋 信:Ql8-Al8投与時間に よって抗 がん剤の効 果は変化 しますか?石 岡千加 史,伊 奈胱
子,上原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹底 ガイ ド がん化学療法 とケアQ&A,総 合医
学社,pp.39-40,2008年
22、高橋雅信lQ23-A23胃が んにお ける化学療法の実際 について教 えて くだ さい 石 岡千加 史,伊
奈侃子,上原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹底ガイ ド がん化学療 法 とケアQ&A,総
合 医学社,pp.52-53,2008年
23.高橋 信:Q24-A24食道 がんにお ける化学療法の実際 について教 えて ください 石 岡千加史,
伊奈侃子,上原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹底ガイ ド がん化学療法 とケアQ&A,
総合医学社,pp.54-55,2008年
24.角道祐一:Q30-A30ア レル ギー反応 ・ア ナフィラキシーショック ・インフユージョン リアク
シ ョンの定義 と,起 こりやすい抗が ん剤や時期,対 処法 について教 えて ください 石岡千加史 ,
伊奈侃子,上原厚子 編 ナー シングケアQ&A25号 徹底 ガイ ド が ん化学療法 とケ アQ&A,
総合医学社,pp.71-73,2008年
25・加藤俊介=Q52-A52オキサ リプラチ ンによる末梢神経 障害 にお けるcaとMg投 与 の効 果 に
ついて教 えて くだ さい 石 岡千加史,伊 奈胱子,上 原厚子 編 ナー シングケアQ&A25号 徹底
ガイ ド がん化学療法 とケアQ&A,総 合医学社,PP.116-ll7,2008年
26・高橋雅信:Q54-A54味覚 障害が起 こるメカニズムについて教 えて くだ さい 石 岡千加史,伊奈
胱子,上 原厚子 編 ナーシ ングケアQ&A25号 徹底ガイ ド がん化学療法 とケアQ&A,PP.
120-121,2008年
27・石岡千加史:Q84-A84がん薬物療 法専門医の役割 について教 えて くだ さい 石 岡千加史,伊奈




L石 岡千加 史:大 学 にお ける腫瘍 内科のあ り方.腫 瘍 内科(CLINICALONCOLOGY)1:19-
24(2007)
癌化 学 療法 研究 分 野97
2.柴 田 浩 行,大 堀 久 詔:分 子 遺 伝 学 か ら見 た 大 腸 癌 薬 物 療 法 の 将 来 展 望 大 腸 癌 発 癌 メ カ ニ ズ ム と
分 子 標 的 制 御 に よ る 化 学 発 癌 予 防 法 の 可 能 性 一.東 北 ・大 腸 癌 研 究 会(学 術 集 会 第30回 記 念 誌)
14-26(2007)
3.大 塚 和 令,石 岡 千 加 史:TP53変 異 と分 子 疫 学.癌 と化 学 療 法34:683-689(2007)
4,柴 田 浩 行:OncogenicEmegrency.腫瘍 内 科(CLINICALONCOLOGY)1:266-272(2007)
5,千 葉 奈 津 子,石 岡 千 加 史:乳 癌 基 礎 ・臨 床 研 究 の ア ッ プ デ ー トー 家 族 性 乳 癌 の 原 因 遺 伝 子.日
本 臨 床65=601-605(200フ)
6.石 岡 千 加 史:分 子 標 的 薬 剤 の 臨 床 そ の 他 の 分 子 標 的 薬.第45回 日 本 癌 治 療 学 会 総 会Educa-
tionalBook42:ll77-ll89(2007)
7.坂 本 康 寛,石 岡 千 加 史:乳 癌 の 分 子 標 的 治 療 分 子 標 的 治 療 の 臨 床 応 用4.臨 床 婦 人 科 産 科61:
1270-1275(2007)
8.千 葉 奈 津 子,下 平 秀 樹,石 岡 千 加 史:生 殖 細 胞 変 異 の 遺 伝 子 診 断 一 家 族 性 乳 癌BRCAl,BRCA2
を 中 心 に.分 子 レ ベ ル か ら迫 る 癌 診 断 研 究 臨 床 応 用 へ の 挑 戦 実 験 医 学(増 刊)25:39-44
(2629-2634)(2007)
9.石 岡 千 加 史,西 條 康 夫,佐 々 木 康 綱,白 尾 國 昭,柳 原 一 広,矢 野 聖 二,吉 岡 孝 志:大 学 腫 瘍 内 科
の あ り方.癌 と化 学 療 法35:1044-1052(2008)
10,石 岡 千 加 史:乳 癌 と分 子 マ ー カ ー.癌 と化 学 療 法35:1261-1268(2008)
11.角 道 祐 一,石 岡 千 加 史:日 常 診 療 の 中 で ど こ まで 悪 性 疾 患 の 診 断 に せ ま れ る か?medicina45:
1398-1401(2008)
12.石 岡 千 加 史:分 子 標 的 薬 の 概 要 と最 近 の トレ ン ド.第9回 よ こ は ま 乳 癌 シ ン ポ ジ ウ ム3(2008)
13.柴 田 浩 行:電 解 質 異 常 と そ の 対 応(高Ca血 症 と 低Na血 症).癌 と 化 学 療 法35:2330-2333
(2008)































1.下 平 秀 樹,高 橋 雅 信,安 田 勝 洋,柴 田 浩 行,森 谷 卓 也,森 谷 宣 皓,金 子 聰,古 川 洋 一,中 村 祐
輔,石 岡 千 加 史:典 型 的 な 家 族 集 積 を認 め たHNPCCの 一 家 系.家 族 性 腫 瘍7:59(2007年)
2.千 葉 奈 津 子:家 族 性 乳 癌 原 因 遺 伝 子BRCA1の 機 能 解 析.家 族 性 腫 瘍7:61(2007年)
3.酒 寄 真 人,石 岡 千 加 史:MYH遺 伝 子 に 稀 なSNPを 固 定 し た 大 腸 腺 腫 症 の1例.家 族 性 腫 瘍7:
60(2007年)
4.下 平 秀 樹,高 橋 雅 信,石 岡 千 加 史:遺 伝 性 非 ポ リ ポ ー シ ス 大 腸 癌(HNPCC)の 原 因 と な る 機 能
欠 陥 欠 損 検 出.家 族 性 腫 瘍7:8-10(2007年)
5.石 岡 千 加 史,竹 之 下 誠 一:わ が 国 のHNPCC研 究 一 基 礎 と臨 床 一.家 族 性 腫 瘍7二1(2007年)
6.石 岡 千 加 史:抗 癌 剤 の 薬 剤 耐 性 と感 受 性.日 本 医 事 新 報4320:126-128(2007年)
7.加 藤 俊 介,吉 岡 孝 志,石 岡 千 加 史:外 来 化 学 療 法 セ ン タ ー の シ ス テ ム 構 築 東 北 大 学 病 院 化 学 療
法 セ ン タ ー の 例 一.臨 床 外 科62:603-611(2007年)
8.下 平 秀 樹,石 岡 千 加 史:DIFDIFの メ カ ニ ズ ム.コ ン セ ン サ ス 癌 治 療6:108-109(2007年)
9,吉 岡 孝 志:進 行 ・再 発 大 腸 癌 に 対 す る 化 学 療 法.東 北 ・大 腸 癌 研 究 会(学 術 集 会 第30回 記 念 誌)
114-121(2007年)
10.石 岡 千 加 史,山 田 章 吾,柴 田 浩 行,久 道 周 彦,安 田 千 賀,石 澤 賢 一,五 十 嵐 厚 子,高 橋 哉 子,伊
奈 侃 子:東 北 大 学 病 院 化 学 療 法 セ ン タ ー が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 指 定 を取 得 し た 特 定 機 能 病
院 の 役 割.東 北 大 学 病 院 化 学 療 法 セ ン タ ーi-7(2007年)
11.加 藤 誠 之,安 田 勝 洋,西 野 善 一,大 堀 久 詔,高 橋 雅 信,高 橋 信,山 浦 玄 悟,大 塚 和 令,角 道 祐
一一,千 葉 奈 津 子,下 平 秀 樹,酒 寄 真 人,加 藤 俊 介,鈴 木 貴 夫,村 川 康 子,蒲 生 真 紀 夫,柴 田 浩 行,
吉 岡 孝 志,石 岡 千 加 史:原 発 不 明 癌22例 の検 討.癌 と化 学 療 法34:1227-1231(2007年)
12.石 岡 千 加 史,二 井 谷 友 公,関 谷 勇 喜,片 谷 憲 子,柴 田 浩 行:が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 レ ポ ー ト.
癌 化学 療 法研 究分 野99
0ncologyEpochl:12-17(2007年)
13,加 藤 俊 介,福 井 忠 久,吉 岡 孝 志,石 岡 千 加 史:東 北 大 学 病 院 化 学 療 法 セ ン タ ー の 取 組 み 教 育 機
関 お よ び が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 と し て の 活 動.医 学 の あ ゆ み222:Hl7-ll21(2007年)
14.大 堀 久 詔,高 橋 信,石 岡 千 加 史;転 移 性 脳 腫 瘍 に対 す る 化 学 療 法 の 役 割.脳 神 経 外 科 ジ ャ ー ナ
ル16:840-848(2007年)
15,阿 部 由 直,石 岡 千 加 史:特 集PET癌 イ メ ー ジ ン グ の 現 在 と今 後 の 展 開 は じ め に.臨 床 放 射 線
53:499-500(2008年)
16,加 藤i俊介:ベ バ シ ズ マ ブ の 進 行 ・再 発 結 腸 癌 を対 象 と し た 安 全 性 確 認 試 験.MedicalTribune(付
録)41:6(2008年)
17,加 藤 俊 介:Bevacizumabの進 行 ・再 発 結 腸,直 腸 癌 を 対 象 と し た 安 全 性 確 認 試 験.第6回 日本 臨
床 腫 瘍 学 会 学 術 集 会 報 告 集(中 外 製 薬)4-5(2008年)
18.石 岡 千 加 史=シ ン ポ ジ ウ ム 開 催 ・参 加 記 大 学 腫 瘍 内 科 の 在 り方 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム.癌 と化
学 療 法35:1039-1043(2008年)
19.石 岡 千 加 史,高 後 裕:第105回 日本 内 科 学 会 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム1が ん 診 療 最 前 線 司 会 者 の
こ と ば 第105回 日本 内 科 学 会 雑 誌97:ll4(2008年)
20,柴 田 浩 行:CirculatingTumorCel1(CTC)を指 標 と した 進 行 癌 の 抗 が ん 剤 感 受 性 試 験 の 開 発.
(東北 大 学 病 院)病 院 だ よ り193:5(2008年)
4)博 士 論 文
L渡 部 剛:p53の 新 規 標 的 遺 伝 子 αβ一crystallinの単 離 とそ の 機 能 解 析.2007年
2,魏 雷 震:家 族 性 乳 癌 原 因 遺 伝 子BRCAlのDNA二 本 鎖 切 断 へ の 速 い 集 積 はKu80と の 相 互
作 用 に依 存 す る(Rapidr㏄ruitmentofBRCAltoDNAdouble-strandbreaksisdependentonits
associationwithKu80).2008年
3.安 田勝 洋:p53細 胞 内 局 在 が 細 胞 周 期 と ア ポ トー シ ス 誘 導 能 に 及 ぼ す 影 響 に 関 す る研 究.2008年
3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 お よ び セ ミ ナ ー









100腫 瘍 制 御 研 究 部 門
cancerpredisposegenes.The66thAnnualMeetingoftheJapaneseCancerAssociation,October5,
2007.(Yokohama・Pacifico-Yokohama.InternationalSesseions)
4.Ishioka,C.:大 腸 癌 薬 物 療 法 の 進 歩,日 本 の 標 準 と 国 際 標 準 の 違 い と 将 来 .中 日 胃 腸 腫 瘍 総 合 治
療 学 術 シ ン ポ ジ ウ ム,November6,2008.(北 京 ・ 中 日 友 好 病 院 臨 床 研 究 所 講 学 庁.招 聰 講 演)
5.Kato,S,:進 行 食 道 癌 の 治 療 戦 略,外 来 化 学 療 法 の 管 理,東 北 臨 床 腫 瘍 研 究 会 に お け る 臨 床 試 験.
中 日 胃 腸 腫 瘍 総 合 治 療 学 術 シ ン ポ ジ ウ ム,November6,2008,(北 京 ・中 日 友 好 病 院 臨 床 研 究 所 講
学 庁.招 聰 講 演)















































4.国 内 学 会 お よ び 各 種 セ ミ ナ ー で の 講 演 等
1)特 別 講 演 ・シ ンポ ジ ウ ム ・ワ ー ク シ ョ ッ プ,教 育 セ ミ ナ ー 等
1.石 岡 千 加 史:が ん の 病 態 ・生 理 学.平 成18年 度 専 門 分 野(が ん)に お け る 質 の 高 い 看 護 師 育 成 研
修(講 師)(仙 台 ・東 北 大 学 病 院 医 学 部 臨 床 講 義 棟 臨 床 第2ゼ ミ ナL-一一ル 室)2007年1月10日.
石刑 多会 講 師
2,吉 岡 孝 志:化 学 療 法.平 成18年 度 専 門 分 野(が ん)に お け る 質 の 高 い 看 護 師 育 成 研 修(講 師)(仙
台 ・東 北 大 学 病 院 医 学 部 臨 床 講 義 棟 臨 床 第2ゼ ミナ ー ル 室)2007年1月ll日.講 …師
3.石 岡 千 加 史:胃 が ん の 薬 物 療 法.日 本 病 院 薬 剤 師 会 が ん 専 門 薬 剤 師 研 修(大 阪 ・大 阪YMCA国
際 文 化 セ ン タ ー)2007年1月13日.講 師
4.吉 岡 孝 志:大 腸 癌 の 薬 物 療 法 の 最 近 一 分 子 標 的 治 療 の 役 割 一.第302回 八 戸 地 区 薬 剤 師 会 薬 学 例
会(青 森 ・八 戸 パ ー ク ホ テ ル)2007年1月18日.特 別 講 演
5.角 道 祐 一:p53依 存 性 転 写 活 性 化 能 お よ び ア ポ トー シ ス 誘 導 能 の 相 関 性 に 関 す る解 析 一Lackof
Correlationbetweenp53-DependentTranscriptionalActivityandtheAbilitytoInduceApoptosis
among179Mutantp53s-.第127回加 齢 医 学 研 究 所 集 談 会(仙 台 ・加 齢 医 学 研 究 所)2007年1
月26日.記 念 講 演
6,石 岡 千 加 史:が ん 薬 物 療 法 の 管 理 と標 準 化.第2回Oncologistの た め の 学 術 講 演 会(札 幌 ・ホ テ
ル オ ー ク ラ 札 幌)2007年1月26日.特 別 講 演
7.石 岡 千 加 史:化 学 療 法 マ ネ ー ジ メ ン ト とチ ー ム 医 療.(み や ぎ 県 南 中 核 病 院)特 別 講 演 会(宮 城 ・
102腫 瘍制御研究部門
みやぎ県南中核病院)2007年2月19日.講師
8.石岡千加史:化 学療法とチーム医療.(山形県立中央病院)化 学療法に関する講演会(山 形 ・山
形県立中央病院)2007年3月1日.講師




Il.石岡千加史:化 学療法の管理と標準化.第4回 京滋外来化学療法懇話会(京 都・芝蘭会館)2007
年3月30日.特別講演











修(東北大学病院 医学部臨床講義棟 臨床第2セ ミナール室)2007年10月12日.研修会講師





19.石岡千加史:消 化器癌に対する化学療法.第30回白河地区消化器病研究会(福 島 ・ホテルサン
ルー ト白河)2007年ll月29日.講i演
20.石岡千加史:が んプロと専門医.冬 のがん薬物セ ミナー(山形・こまくさ荘)2008年1月19日.
セ ミナー講師
21,大塚和令:大 腸癌.冬 のがん薬物療法セミナー(山形・こまくさ荘)2008年1月19日.セ ミナー
講師
22.角道祐一:抗 がん剤 とアナフィラキシー.冬のがん薬物療法セミナー(山 形・こまくさ荘)2008
年1月19日.セ ミナー講師
















29.西條康夫,矢 野聖二,吉 岡孝志,佐 々木康綱,白尾國昭,高後 裕,貫和敏博,上野直人,福田




同フォーラム(基 調講演 ・パネルディスカッション・分科会)(横浜 ・パシフィコ横浜)2008年
2月9日.平 成19年度 「がんプロフェッショナル養成プラン」選定取組の概要及び選定理由の説
明







34.石岡千加史1東 北がんネットの進捗状況.医療従事者研修 第2回 五大がんカンファレンス
肝臓がん(仙 台 ・仙台ホテル)2008年3月14日.口演
35.加藤俊介,吉岡孝志,加藤 健,白尾國昭,松本 寛,土井俊彦,大津 敦,永沼信之,畠 清
彦,田村孝雄,仁科智裕,長 島文夫,馬場英司,小松嘉人,植竹宏之,Bevacizumab安全陸確認
試験共同研究グループlBevacizumab(BV)の進行 ・再発結腸 ・直腸癌を対象 とした安全性確認
試験.第6回 日本臨床腫瘍学会(福 岡・福岡国際会議場(第1会 場))2008年3月21日.プレナ
リーセッション
36.吉岡孝志,辻 靖,馬 場英司,加 藤俊介:臨 床腫瘍学演習3「消化器がん」 症例2膵 がん





38.石岡千加史:癌 化学療法 とチーム医療.第136回 新庄 ・最上臨床懇話会(新 庄 ・ニューグラ ンド
ホテル)2008年5月15日.特 別講演演者
39.石岡千加史:分 子標 的治療薬 進歩 と現状 .徳 州会オ ンコロジー講習会(東 京 ・未来医療研究セ
ンター(会 議室))2008年6月7日.講 習会講師
40.石岡千加史:大 学 におけるがん医療 の再構築.CancerBoard講演 会(栃 木 ・自治医科大学地域医
療 【青報研修 センター(中 講…堂))2008年6月18日.特 別講演演者
4L加 藤俊介:安 全 ・確 実・安楽 なが ん化学療法 のた めに看護 師がで きること,薬 剤師がで きること.
大腸が ん外来化学療法 にお ける看護師,薬 剤師の実践(仙 台・斎藤報恩会館)2008年6月28日.
講演
42.加藤俊介:変 わ りゆ く大腸 がんの標準治療.大腸 がん外来化学療法 にお ける看護師,薬 剤師の実
践(仙 台 ・斎藤報恩会館)2008年6月28日.講 演
43.石岡千加史:が ん薬物療 法の標準化 とチーム医療.院 内勉強会(石 巻赤十字病院)(宮 城 ・石巻
赤十字病 院)2008年7月14日.研 修会講師
44、石岡千加史:が ん薬物療 法の トレン ドと分子診断の役割.第13回AnnualConference(福岡 ・中
外製薬(株)福 岡支店 会議室)2008年8月2日.特 別講演
45.石岡千加史:抗 癌剤の薬理作用 と薬物有害反応.第1回 日本癌治療学会データマネージ ャ教育集
会(東 京 ・都市 センターホテル)2008年8月10日.教 育集会講師
46.下平秀樹,高 橋 雅信,添 田大司,石 岡千加史:MutYH遺 伝子変異の機能評価.第19回 日本消化
器癌発生学会総会(大 分 ・別府亀の井ホテル)2008年8月28日.ミ ニ シンポジウム
47.加藤俊介:大 腸癌 の化学療法 について.ブ リス トル マイヤーズ社 内講演会(仙 台・YFビル)2008
年9月4日.社 内講演会講師
48.加藤俊介:大 腸癌化学療法 最近の話題.山 形大腸癌化学療法懇話会(山 形 ・ホテル メ トロポ リ
タ ン山形)2008年10月10日.講演(演 題2)
49.石岡千加史:分 子標的薬の概要 と最近の トレンド.第9回 よ こはま乳癌 シンポジウム(横 浜 ・パ
シフィコ横浜)2008年10月ll日.講 演
50.石岡千加史1パ ネルデ ィスカ ッシ ョン・が んプ ロフェ ッショナル養成 プランの展望一化学療法の
立場か ら.日 本放射線腫瘍学会第21回 学術大会(札 幌 ・札幌パ ークホテル)2008年10月18日.
パネ リス ト
51.角道祐一:が んの病態・生理学.平 成20年 度専門分野(が ん)に お ける質 の高い看護師育成研修
(仙台 ・東北大 学医学部5号 館)2008年10月23日.研1多会講師
52.安田勝洋,加 藤俊 介,坂 本康寛,渡 部 剛,増 子 さっ き,佐 藤i温子,角 道祐一,石 岡千加史:p53
の細胞 内局在 が細 胞 周期 とア ポ トーシス誘 導能 に及 ぼ す影響 に関す る研 究Inductionof
apoptosisbycytoplasmicallylocalizedwild-typep53andS121Fsuperp53mutant.第67回 日本
癌学会学術総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年星0月28日.ワ ークシ ョップ
53.佐藤温子,山 越博幸,工 藤千枝子,大 堀 久詔,角 道祐一,石 岡千加史,岩 渕好治,柴 田浩行:新




54.石岡千加史,下 平秀樹,高 橋 雅信,加 藤俊介:遺 伝子変異データベース における機能診 断デー タ
の有 用性Utilityoffunctionalinformationofgeneticvariantsinlocus-specificmutationdetabases,
第67回 日本癌学会学術総会(名 古屋 ・名古屋 国際会議場)2008年IO月29日.シ ンポジウム
55.石岡千加史1東 北がんプロフェッショナル養成 プラン と大学,学科,職種 および地域医療連携.第
46回日本癌治療 学会総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年10月31日.シ ンポジウム12が
んプロフェッショナル養成 プランについて 演者
56.石岡千加史1乳 癌予後予測マーカー開発 にお ける課題.第46回 日本癌治療学会総会(名 古屋 ・名
古屋 国際会議場)2008年10月3i日.シンポジウム4バ イオマーカー研究:臨 床 か ら基礎への要
望,基 礎 か ら臨床 への要望 演者
57,石岡千加史:臨 床試験実施 ガイ ドラインー第3相 試験 を中心 として 今 回の改訂 の主 眼.第
46回日本癌 治療学会総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年10月31日.シ ンポジウム14臨
床試験実施 ガイ ドライ ンー第3相 試験 を中心 として一 演者
58.根本建二,阿 部由直,池 田健一郎,石 岡千加史,池 田 卓,西 條 茂,齋 藤 聡,平 山 克,廣
川 誠,星 宣次,望 月 泉,山 崎 繁:東 北が んネ ッ トワークの試み.第46回 日本癌治療学
会総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年11月1日.パ ネルデ ィスカッション
59.石岡千加史:大 腸癌の薬物療法 の進歩.第491回 八戸 胃腸研究会(八 戸 ・八戸 グラン ドホテル)
2008年ll月工4日.勉強会講師
60.石岡千加史:化 学療法のマネジメン トと標準化.第3回 北 陸外来化学療法懇話会(金沢 ・ANAク
ラウンプラザ金沢)2008年ll月28日.特 別講演
61.石岡千加史:「東北が んプロ」 の未来 と薬物療法専 門医.第2回 冬のが ん薬物療 法セ ミナー(仙
台 ・泉 が岳温泉や まぽ うし)2008年12月6日.セ ミナー講師
62.加藤俊介:が ん治療 の実際(腫 瘍内科での化学療法の総括,紹 介).第2回 冬のがん薬物療法セ
ミナー(仙 台 ・泉が岳温泉やまぼうし)2008年12月6日.セ ミナー講 師
63.高橋雅信:が んに対 する薬物療 法(総 論).第2回 冬 のが ん薬物療法 セ ミナー(仙 台 ・泉が岳温
泉や まぽ うし)2∞8年12月7日.セ ミナー講師
64.柴田浩行:腫 瘍内科 の研究総括,紹 介.第2回 冬のがん薬物療法セ ミナー(仙 台 ・泉が岳温泉や
まぼ うし)2008年12月7日.セ ミナー講師
65.高橋 信:診 断法の開発.第2回 冬のがん薬物療法セ ミナー(仙台 ・泉が岳温泉や まぼうし)2008
年12月7日.セ ミナー講 師
66下 平秀樹:遺 伝性腫瘍の基礎知識 遺伝 カウンセ リング(遺 伝相談)研 修会(仙 台・青葉 区役所)
2008年12月8日.研修会講師
2)一 般演題 ・ポス ター
L魏 雷震,千 葉奈津子,蘭 利,安 井 明,石 岡千加史:リ アルタイム分析 による家族性乳癌
原因遺伝子BRCAlのDNA損 傷への集積.第127回 東北大学加齢 医学研 究所集談会(仙 台 ・加
齢医学研究所)2007年1月26日.一 般 口演

















7,大塚和令,吉 岡孝志,柴田浩行,加 藤俊介,千葉奈津子,下平秀樹,角道祐一,高橋 信,高橋
雅信,安 田勝洋,坂 本康寛,石 岡千加史:当科における進行 ・再発大腸癌に対するFOLFOX療
法の検討.第5回 日本臨床腫瘍学会総会(札幌・札幌コンベンションセンター)2007年3月24日.
ポスター
8.高橋雅信,大堀久詔,坂本康寛,安 田勝洋,高橋 信,角 道祐一,大塚和令,下平秀樹,千 葉奈
津子,加 藤俊介,柴 田浩行,吉 岡孝志,石 岡千加史:当 科における進行 ・再発大腸癌に対する
mFOLFIRI療法の治療成績.第5回 日本臨床腫瘍学会総会(札幌・札幌コンベンションセンター)
2007年3月24日.ポスター
9.坂本康寛,加藤俊介,吉 岡孝志,柴 田浩行,下平秀樹,千 葉奈津子,大塚和令,角道祐一,高橋






ll、高橋 信,柴 田浩行,増 子さつき,石田孝宣,森 谷卓也,石 岡千加史:TP53ステータスを予測
する遺伝子発現プロファイルを用いた乳癌予後予測法の検討.第16回日本がん転移学会総会(富
山 ・富山国際会議場)2007年7月9日.ポスター










15.大塚和令,吉 岡孝志,柴 田浩行,加藤俊介,下平秀樹,角道祐一,高橋 信,大堀久詔,安田勝
洋,石 岡千加史:当科での進行再発胃癌に対する化学療法の現況.第45回 日本癌治療学会総会
(京都 ・プリンスホテル)2007年10月25日.ポスター
16.加藤俊介,吉 岡孝志,蒲生真紀夫,柴田浩行,下 平秀樹,大塚和令,角道祐一,高橋 信,鈴木
貴夫,石 岡千加史:転移性大腸癌に対するエスワン・塩酸イリノテカン時間差併用療法第2相試
験 第45回日本癌治療学会(京 都 ・京都プリンスホテル)2007年10月25日.ポスター
17.添田大司,柴 田浩行,加藤俊介,下平秀樹,大塚和令,角道祐一,福井忠久,高橋 信,大堀久





























26,高橋 信,増 子 さつ き,柴 田浩行,石 田孝宣,大 内憲明,森 谷卓也,笹 野公伸,石 岡千加史:遺
伝子発現解析 を用いた乳が ん予後診断法の開発.第41回 制癌剤適応研究会(東 京・都市セ ンター
ホテル)2008年3月7日.一 般演題(要 望演題)
27.工藤千枝子,大 塚和令,柴 田浩行,加 藤俊介,下 平秀樹,角 道祐一,高 橋 信,高 橋雅信,安 田
勝洋,坂 本康寛,高 橋 昌宏,添 田大司,福 井忠久,石 岡千加史:CVD療 法 を施行 し病勢進行 を
抑制す ることが できた悪性褐色細胞腫の2例.第6回 日本 臨床腫瘍学会(福 岡・福岡国際会議場
(ポスター会場))2008年3月20日.ポ スター
28.高橋 昌宏,加 藤俊介,吉 岡孝志,柴 田浩行,下 平秀樹,大 塚和令,角 道祐一,福 井忠久,高 橋 信,
高橋雅信,安田勝洋,坂本康寛,添田大司,工藤千枝子,石岡千加史:当 科 におけるBevacizumab+
FOLFOX4療法施行の症例 の検討.第6回 日本臨床腫瘍学会(福 岡・福 岡国際会議場(ポ スター
会場))2008年3月21日.ポ スター
29.添田大司,柴 田浩行,加 藤俊介,下 平秀樹,大 塚和令,角 道祐一,福 井忠久,高 橋 信,高 橋雅
信,安 田勝洋,坂 本康寛,高 橋 昌宏,工 藤千枝子,石 岡千加史:切 除不能再発胆道癌・胆管細胞
癌 に対 しGemcitabineを使用 した15例 の検討.第6回 日本臨床腫瘍学会(福 岡・福岡国際会議場
(ポスター会場))2008年3月21日.ポ スター
30.大堀久詔,高 橋雅信,小 笠原信敬,加 藤誠之:5FU系 単独療法か ら多剤併用療法 へ とシフ トア ッ
プ した進行 ・再発大腸癌症例 の検討.第6回 日本臨床腫瘍学会(福 岡・福 岡国際会議場(ポ スター
会場))2008年3月21日.ポ ス ター
31.加藤俊介:第4回 大腸癌治療 ガイ ドライ ン.第4回 大腸癌治療 ガイ ドライ ン(仙 台 ・仙台国際セ
ンタL-'r)2008年4月ll日.Sesslon3(情報提供)ア ドバイザー
32.増子 さつ き,高 橋 信,石 田孝宣,大 内憲明,森 谷卓也,笹 野公伸,野 水 整,角 川陽一郎,石
岡千加史=マ ルチプレ ックスRT-PCR法 を用いた新 しい乳癌予後予測診断法の開発.第5回 東
北大学バ イオサイエンスシンポジウム(仙 台 ・仙台国際セ ンター)2008年5月19日.ポ スター
33.工藤千枝子,山 越博幸,佐 藤温子,大 堀久詔,角 道祐一,石 岡千加 史,岩 渕好治,柴 田浩行:新
規 クルク ミン類 縁体 における抗腫瘍効果 について.第12回 がん分子標的治療研究会総会(東京・
学術総合 センター)2008年6月27日.ボ スタL-一一
34.柴田浩行:東 北大学(各 プラン・大学専門医 コース説明会).東 北 ・北東北が んプ ロフェ ッショナ
ル養成 プラン(東 京 ・東北大学東京分室(サ ピアタワー))2008年7月4日.コ ース説明
35.石岡千加史:東 北がんプロの概 要(各 プラン・大学専門医 コース説明会).東 北 ・北東北が んプロ
フェッシ ョナル養成 プラン(東 京 ・東北大学東京分室(サ ピアタワー))2008年7月4日.プ ラ
ン概 要説明
36.増子 さつ き,高橋 信,森 谷卓也,石 田孝宣,笹 野公伸,大 内憲明,石 岡千加史:Anewmethod
fbrclassifyingbreastcancersbygeneexpressionprofileofTP53statusinmultiplexRT-PCR.第
9回文部科学省特定領域研 究 「がん」5領 域 若手研究者 ワー クシ ョップ(長 野 ・アー トラン ド
ホテル蓼科)2008年9月4日.OralSession
37.今井 源,加 藤俊介,柴 田浩行,下 平秀樹,大 塚和令,角 道祐一,大 堀久詔,高 橋 信,高 橋雅
信,坂 本康寛,高 橋昌宏,添 田大司,工 藤千枝子,西 條 憲,井 上正広,河 合貞幸,小 峰啓吾,
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石 岡千加史:当 科 にお けるFOLFOX・FOLFIRI療法施行 大腸 癌症例 に対す るS-1単剤投与治
療成績.第35回 東北 ・大腸癌研究会 プログラム(秋 田 ・秋 田赤十字病院)2008年9月26口.一
般演題
38.増子 さつ き,高 橋 信,石 田孝宣,大 内憲 明,森 谷卓也,笹 野公伸,野 水 整,角 川 陽一郎,石
岡千加史:MultiplexRT-PCR法を用いた乳癌予後予測遺伝子診 断の開発.第16回 乳癌学会学
術総会(大 阪 ・大 阪国際会議場)2008年9月27日.一 般演題(口 演)
39.下平秀樹,添 田大司,高 橋雅信,石 岡千加史:MutY欠 損大腸菌 を用 いた ヒ トMYH遺 伝子変異
の機能評価Functionale>aluationofMYHvariationsusingMutYde且cientE.coli.第67回日
本癌学会 学術総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年10月28日.ポ スター
40.千葉奈津 子,魏 雷震,蘭 利,佐 竹正延,安 井 明,石 岡千加史:家 族性乳癌原因遺伝子
BRCA1の紫外線損傷 への集積BRCAlaccumulationofatthesiteoflocalUVirradiation.第
67回日本癌学会学術総会(名 古屋 ・名古屋 国際会議場)2008年10月28日.ポ スター
41.増子 さつ き,高橋 信,三 浦 康,唐 澤秀明,佐 々木 巌,石 岡千加史:マ ルチプレックスRT-
PCR法 を用いた新規大腸 癌分子診断法の開発NewmethodusingMultiplexRt-PCRisusefulto
determineexpressionprofileofgenesetofcolorecta/cancer.第67回日本癌学会学術総会(名 古
屋 ・名古屋 国際会議場)2008年10月29日.ポ スター
42.柴田浩行,山 越博幸,佐 藤温子,大 堀久詔,角 道祐一,工 藤千枝子,石 岡千加史,岩 渕好治:新
規 クルク ミン類縁体化合物 の担癌マ ウスにお ける抗腫瘍活1生Anti-tumoractivityofnewIy
synthesizedcurcuminanaloguesinvivo.第67回日本癌学会学術総会(名 古屋 ・名古屋国際会議
場)2008年10月29日.ポ スター
43.工藤千枝子,山 越博幸,佐 藤温子,大 堀久詔,角 道祐一,石 岡千加史,岩 渕好治,柴 田浩行;新
規 クルク ミンアナ ログにおける構造機能相関の解析Analysesofstructure-functionrelationship
ofnewcurcuminanalogues.第67回日本癌学会学術総会(名 古屋 ・名古屋 国際会議場)2008年
工0月29日.ポ スター
44.高橋 信,大 塚和令,大 堀久詔,高 橋 雅信,坂 本康寛,高 橋 昌宏,添 田大司,工 藤千枝子,今 井
源,河 合貞幸,小 峰啓吾,井 上正広,西 條 憲,角 道祐一,下 平秀樹,加 藤俊介,森 隆弘,柴
田浩行,石 岡千加史:進 行再発大腸癌化学療法の進歩一 自施設症例 の後 ろ向 き研究.第46回 日本
癌治療学会総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年ll月1日.一 般 口演
45.加藤俊介,安 藤秀 明,宇 野 一,寺 島雅典,斎 藤 聡,福 島紀雅,吉 岡孝志,柴 田浩行,石 岡千
加史:切 除不 能結腸,直 腸 癌 に対す るFOLFIRI+bevacizumab併用療法 とIRIS+bevacizumab
併用療法 の安全性確認試験.第46回 日本癌治療学会総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年
ll月1日.優 秀演題(口 演)
46.加藤俊介,安 藤秀 明,宇 野 一,寺 島雅典,斎 藤 聡,福 島紀雅,吉 岡孝志,柴 田浩行,石 岡千
加史:切 除不 能結腸,直 腸 癌 に対す るFOLFIRI+bevacizumab併用療法 とIRIS+bevacizumab
併用療法 の安全性確認試験.第46回 日本癌治療学会総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年
ll月1日.ポ スター(優 秀演題)
47.高橋 昌宏,加 藤俊介,柴 田浩行,森 隆弘,下 平秀樹,大 塚和令,角 道祐一,高 橋 信,大 堀久
詔,高 橋雅信,坂 本康寛,添 田大司,工 藤千枝子,井 上正広,今 井 源,河 合貞幸,4峰 啓吾,
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西條 憲,石 岡千加史:Bevacizumab投与後 に発症 した消化管 穿孔5症 例 の検討.第46回 日本癌
治療学会総会(名 古屋 ・名古屋 国際会議場)2008年ll月1日.示 説
48.加藤俊介:東 北大学病院腫瘍 内科 にお ける進行再発大腸 がんの治療成績.ア バスチンカンファレ
ンス(秋 田 ・秋田 ビューホテル)2008年ll月25日.一般講演
49.添田大司:大 腸癌 における抗癌剤感受性予測 のための分子 マーカーの開発.第2回 リ トリー ト大
学院生研究会発表会(仙 台 ・川内キ ャンパス(萩 ホール))2008年12月6日.ポ スター
50,工藤千枝子,山 越博幸,佐 藤温子,大 堀久詔,角 道祐一,石 岡千加 史,岩 渕好治,柴 田浩行:新
規 クルク ミン類 縁体 における抗腫瘍効果.第2回 リ トリー ト大 学院生研究会発表会(仙 台 ・川内
キ ャンパ ス(萩 ホール))2008年12月6日.ポ スター(優秀ポスター賞 ・優秀質問賞)
51.大塚和令:ス ーテ ン トの使用経験(症 例報告).ス ーテン ト発売記念講演会(仙 台 ・仙台エ クセ
ルホテル東急)2008年12月6日.症 例報 告
5.学 会 主 催 な ど
L第5回 東北臨床腫瘍 セ ミナー(仙 台 ・太 白区文化セ ンター 楽 楽楽ホール)2007年5月19日.
石岡千加史(代 表世話人),吉 岡孝志(当 番世話入)





3.第6回 東北臨床腫i瘍セ ミナー(山 形 ・山形 テルサ)2007年11月10日.石 岡千加史(代 表理事)
4,冬 のがん薬物療法 セ ミナー(山 形 ・こま くさ荘)2008年1月19日一20日.
5.第39回 加齢医学研究所 シンポ ジウム東北がんプロフェッショナル養成 プラン(東 北大学大学院
医学系研 究科)合 同シ ンポジウム(仙 台 ・勝 山館,佐 勘)2008年2月8日.
6.第1回 が んセ ミナー(仙 台 ・東北大学病 院(第1会 議室))2008年4月17日.柴田浩行(セ ミナー
開催担当)
7,第7回 東北臨床腫瘍 セ ミナー(仙 台・仙 台市i青報産業 プラザ(AER))2008年4月19日.石岡千
加史(代 表理事)
8.第8回 東北臨床腫瘍 セ ミナー(福 島 ・コラッセふ くしま)2008年ll月8日.石 岡千加史(代 表
理事)
9.河 北 メディカルセ ミナー 「正 し く知 ろ う!大 腸がん治療 の現在 」(仙台・東北大 学百周年記念会
館川内萩 ホール)2008年ll月16日.パ ネ リス ト 河北新報 ・NPO法人東北臨床腫瘍研究会(代
表理事 石岡千加史)共 催






「ビズ(ア リールメチ リデ ン)アセ トン化合物,抗 癌剤,発 癌予防剤,Ki-Ras,ErbB2,c-Myc及
びCyclinDlの発現抑制剤,β 一カテニン分解剤並びにp53の発現増強剤(柴 田先生)
2)受 賞
1.角道祐一:p53依存1生転写活 性化 能およびアポ トーシス誘 導能 の相聞1生に関する解析一Lackof
Correlationbetweenp53-DependentTranscriptionalActivityandtheAbilityto〔nduceApoptosis
amongl79Mutantp53s.第127回加齢医学研究所集談会(仙 台 ・加齢 医学研究所)2007年1
月26日.記 念講演 第14回 加齢医学研究所奨励 賞受賞
2.魏 雷震,千 葉奈津子,蘭 利,安 井 明,石 岡千加史:リ アル タイム分析 による家族性乳癌
原因遺伝子BRCA1のDNA損 傷への集積.第127回 東北大学加齢医学研 究所集談会(仙 台 ・加
齢医学研究所)2007年1月26日.一 般 口演 第127回東北大学加齢医学研究所集談会 コンテス
ト優勝
3.加 藤俊介,安 藤秀 明,宇 野 一,寺 島雅典,斎 藤 聡,福 島紀雅,吉 岡孝志,柴 田浩行,石 岡千
加史:切 除不能結腸,直 腸癌 に対 す るFOLFIRI+bevacizumab併用療法 とIRIS+bevacizumab
併用療法の安全 性確認試験.第46回 日本癌治療学会総会(名 古屋 ・名 古屋 国際会議場)2∞8年
11月1日.優 秀演題
4,工 藤千枝子,山 越博幸,佐 藤温子,大 堀久詔,角 道祐 一,石 岡千加史,岩 渕好 治,柴 田浩行:新
規 クル ク ミン類縁体 における抗腫瘍効果.第2回 リトリー ト大学院生研 究会 発表会2008年12
月6日.優 秀 ポスター賞 ・優秀質問賞
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し,そ れ が 遮 断 さ れ る と視 蓋 が 分 化 す る こ と を 示 し た.一 方 でRas-ERKシ グ ナ ル 経 路 に は 幾 つ か の 負
の 制 御 因 子 が 存 在 す る が,そ の う ち の 一 つSprouty2の機 能 解 析 の 結 果 よ り,中 脳 後 脳 境 界 形 成 過 程 で
Ras-ERKシ グ ナ ル は 厳 密 な 制 御 を 受 け る 必 要 が あ る こ と を 示 し た.そ の シ グ ナ ル が 強 す ぎ る と 中 脳 後
脳 境 界 は 前 に よ り,弱 い と後 に よ る.
中 脳 背 側 で 特 異 的 に 発 現 し て い る 分 子 の ス ク リー ニ ン グ に よ り イ ム ノ グ ロ ブ リ ン ス ー パ ー フ ァ ミ
リー に 属 す る 新 規 膜 分 子 を 単 離 し,Protogeninと命 名 し,初 期 発 生 で の 発 現 パ タ ー ン に つ い て 発 表 し た.
この 分 子 はNotchシ グ ナ ル 系 に 関 係 し て い る ら し い こ と,さ ら に,沿 軸 中 胚 葉 の 形 成 に お い て 細 胞 間 相
互 作 用 に 関 わ っ て い る ら し い こ とが 明 ら か と な り,解 析 を 続 け て い る.
これ らの 研 究 に は,舟 橋 准 教 授 を 中 心 に 開 発 さ れ た エ レ ク トロ ポ レ ー シ ョ ンが 大 き く貢 献 し て い る.
これ はDNAを 細 胞,組 織 に 導 入 す る こ と に よ る遺 伝 子 強 制 発 現 さ せ る 方 法 で あ る が,最 近 さ ら な る 改
善 が 行 わ れ,応 用 範 囲 が 広 ま っ た.即 ち,ト ラ ン ス ポ ゾ ン を 利 用 し て ゲ ノ ム に 組 み 込 ませ る こ と に よ り,
長 期 の 強 制 発 現 が,可 能 に な り,そ れ に テ ト ラ サ イ ク リ ン に よ る 発 現 誘 導,あ る い は 発 現 停 止 が 可 能 と
な っ た.こ の シ ス テ ム を利 用 し て,視 神 経 線 維 の ト レ ー ス が 改 良 さ れ た.ま た,エ レ ク トロ ポ レ ー シ ョ
ン の 方 法 を ま と め た 本 がSpringerJapanより発 行 さ れ た .
舟 橋 准 教 授 の グ ル ー プ は 内 耳 発 生 の 研 究 を行 っ て い る.特 に 半 規 管 の 形 成 メ カ ニ ズ ム に 焦 点 を あ て,
ゼ ブ ラ フ ィ シ ュ の ミ ュ ー タ ン トス ク リー ニ ン グ で 得 ら れ た 内 耳 形 成 異 常 を 示 す ミ ュ ー タ ン トの 解 析,ニ
ワ トリ で の 実 験 発 生 学 的 手 法 で 研 究 を進 め て い る.












2.ニ ュ ー ロ ン の 生 理 学 御 子 柴 克 彦 監 訳,京 都 大 学 出 版 会,2009,2月(翻 訳)
(PhysiologieduNerone,Tritsch,D.,Chesney-MarchaisD.,FeltzA.編,EditionsDoin,1998)
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3)和 文 総 説
1.仲 村 春 和(2007)細 胞 問 相 互 作 用 を 担 う シ グ ナ ル 系 化 学62(9),23-27
2.仲 村 春 和,杉 山 清 佳,佐 藤 達 也,鈴 木 一平 野 明 日 香(2008)峡 部 オ ー ガ ナ イ ザ ー と 小 脳 分 化 制 御 ・
















3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 お よ び セ ミ ナ ー
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inneuralcrestcellmigration."TohokuUniversity-FudanUniversityNeuroscienceworkshopfbr
youngscientists,FudanUniversity,15-180ctober.2008Shanghai,China(16D㏄.)(Oral)










































4.国 内 学 会 で の 発 表
1)特 別 講 演,シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等
1.HidekiyoHarada,YoshimasaMatsuda,JunTanaka,AsukaSuzuki-Hirano,KoichiKawakami,
YoshikoTakahashi,HarukazuNakamura:「RelationshipbetweenEnandFgfアRas/ERKsigna-
linginthechickoptict㏄umpolarityR)rnlation」第40回 日本 発 生 生 物 学 会 ・第59回 日本 細 胞 生
物 学 会 合 同 大 会2007年5月28-30日(5/28ワ ー ク シ ョ ッ プ(口 頭)),福 岡
2.舟 橋 淳 一,川 上 浩 一,仲 村 春 和:「 遺 伝 子 ト ラ ッ プ 系 統 を 用 い た ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ 三 半 規 管 形 態 形
成 の 解 析 」BMB2007第30回 日本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第80回 日本 生 化 学 会 大 会 合 同 大 会2007年
12月ll-15日(12/14ワー ク シ ョ ッ プ ロ 頭),横 浜
2)一 般 演 題
1.JunTanaka,HidekiyoHarada,HarukazuNakamura:「AnalysisofFgfsignalingf()rEphrinA2/
A5expressioninthechickoptict㏄tum」第40回 日本 発 生 生 物 学 会 ・第59回 日本 細 胞 生 物 学 会 合
同 大 会2007年5月28-30日(5/28ポ ス タ ー),福 岡
2.YujiWatanabe,ReikoToyoda,KodaiIto,HarukazuNakamura:「Protogenin(PRTG),anovel
igsuperfamilymol㏄uleassociateswithNotchsignalinginearlyneuraldifFerentiation」第40回 日
本 発 生 生 物 学 会 ・第59回 日本 細 胞 生 物 学 会 合 同 大 会2007年5月28-30日(5/28ポ ス タ ー),
福 岡
3、KodaiIto,ReikoToyoda,HarukazuNakamura,YujiWatanabe:「Protogenin(PRTG)is
involvedincellmovementfromepiblasttopresomiticmesoderm」第40回 日本 発 生 生 物 学 会 ・第
59回 日 本 細 胞 生 物 学 会 合 同 大 会2007年5月28-30日(5/28ポ ス タ ー),福 岡
4.XubinHou,TatsuyaKatahira,HarukazuNakamura,JunKimural「Expressionandfunctional
analysisofCoactosininneuralcrestcellmigration」第40回 日本 発 生 生 物 学 会 ・第59回 日本 細 胞
生 物 学 会 合 同 大 会2007年5月28-30日(5/29ポ ス タ ー),福 岡
5.Jun-ichiFunahashi,KoichiKawakami,HarukazuNakamura:「Analysisofzebrafishsemicircular
canalmorphogenesisbygenetrapline」第40回 日本 発 生 生 物 学 会 ・第59回 日本 細 胞 生 物 学 会 合
同 大 会2007年5月28-30日(5/29ポ ス タ ー),福 岡
6,伊 東 宏 大,豊 田 礼 子,仲 村 春 和,渡 邉 裕 二:「Protogeninは原 腸 陥 入 に お け る 細 胞 の 移 動 に 関 わ る 」
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第2回 神 経 発 生 討 論 会2008年3月13-14日(3/13ポ ス タ ー 発 表),岡 崎
7.田 中 順:「 ニ ワ ト リ胚 中 脳 視 蓋 の 前 後 極 性 形 成 に お け るFgfシ グ ナ ル トラ ン ス ダ ク シ ョ ン の
解 析 」 第2回 神 経 発 生 討 論 会2008年3月12-13日 口 頭 発 表,岡 崎
8.HidekiyoHarada,TatstuyaSato,HarukazuNakamura:Pea3/Etstranscriptionfactorsf()rcerebel-
1ardifferentiatien,第41回日本 発 生 生 物 学 会2008年5月28-30日(5/28ポ ス タ ー),徳 島
9.HidekiyoHarada,TatstuyaSato,HarukazuNakamura:Pea3/Etstranscriptionfactorsfbrcerebel-
lardifferentiation,第41回日本 発 生 生 物 学 会2008年5月28-30日(5/28ポ ス タ ー),徳 島
10.Kodailto,ReikoToyoda,HarukazuNakamura,YujiWatanabe:Protogenin(PRTG)regulates
gastrulationcelllnovementmediatedbycellad止lesion.第41回日 本 発 生 生 物 学 会2008年5月
28-30日(5/28ポ ス タ ー),徳 島
ILJunTanaka,HidekiyoHarada,HarukazuNakamura:Fgf8f()rephrinA2/A5expressioninthe
chickoptictectum,第41回日本 発 生 生 物 学 会2008年5月28-30日(5/28ポ ス タ ー),徳 島
12.舟 橋 淳 一,岡 本 仁,川 上 浩 一,仲 村 春 和:内 耳 でGFPを 発 現 す る ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ 系 統 を 用
い た 変 異 系 統 の 形 態 形 成 異 常 の 解 析,BMB2008第31回 日本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第81回 日本 生 化
学 会 大 会 合 同 大 会2008年i2月9-12日(12/10ポ ス タ ー),神 戸
13.鈴 木 歩,原 田 英 斉,仲 村 春 和:中 脳 後 脳 形 成 に お け るFgfシ グ ナ ル の 作 用 機 構 の 解 析,
BMB2008第31回 日 本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第81回 日本 生 化 学 会 大 会 合 同 大 会2008年12月9-
12日(12/10ポ ス タ ー),神 戸
機能画像医学研究分野
担当教授 福 田 寛
1.研 究分 野紹介
教 授1福 田 寛
助 教:井 上健太郎
助 教:後藤 了以(病 院)
助 教:岡 田 賢(病 院)
当研究分野(旧 放射線医学研究部門)で は,形態情報が得られる磁気断層装置(MRI)やCT,機能











国内唯一,国 外でも有数のものである.現在,約2,500例までデータ数を拡充 している.その解析か ら
加齢に伴う脳萎縮は灰白質が主体であること,高血圧,飲酒,肥満などは脳萎縮を促進することなどを
明らかにした.ま た,同一人の脳MRIを7年 間隔で2回撮像 した縦断研究により,50歳までの女性の
脳萎縮は男性に比べて緩やかであることを明らかにした.現在,脳局所灰白質量を指標 とする脳ネット
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3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 及 び セ ミ ナ ー 等






















































































4.国 内 学 会 で の 発 表
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担当教授 小 椋 利 彦
1.研 究分野紹 介
教 授:小椋 利彦











Tbx遺伝子はT-boxをDNA結合 ドメインとしてもつ転写因子 をコー ドしている.こ れに属する遺
伝子は20を超え,大 きなファミリーを形成している.この中でも,Tbx5は肢芽,心臓,網膜の発生に
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働 き を し て い る.こ の 問 題 を 解 くた め,機 械 的 刺 激 に よ っ て 細 胞 内 局 在 を変 化 さ せ る 蛋 白 質 を 複 数 同 定
し た.こ の よ う な 蛋 白 は,機 械 的 刺 激 に よ っ て 細 胞 骨 格 か ら核 内 に移 動 し て 遺 伝 子 発 現 を 制 御 す る.加
え て,心 拍 依 存 的 に 発 現 す るmiRNAを 同 定 し,ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ を モ デ ル に 機 能 阻 害 実 験 を 行 な っ て
い る.こ の よ う な 解 析 か ら,細 胞,細 織,器 官 は,力(機 械 的 刺 激,物 理 的 刺 激)の 支 配 下 に あ り,こ
の 刺 激 が 胎 児 発 生,成 体 の 恒 常 性 の 維 持 に 大 き な 役 割 を 演 じ て い る こ とが 明 ら か と な りつ つ あ る.







細 胞 動 態 に伴 う メ カ ニ カ ル ス ト レ ス に よ る転 写 制 御 木 田 泰 之 小 椋 利 彦 実 験 医 学 第26巻,第
t4号(2008)














よ 国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 お よ び セ ミナ ー
特別講演,シ ンポジウム,ワ ー クショップ
1.AbcamHeartdevelopmentmeeting(Boston)2008,10,10～ll
4.国 内 学 会 で の 発 表
1)特 別講演,シ ンポジウム,ワ ー クシ ョップ




担当教授 小 椋 利 彦
1.研 究 分野紹介













歳)優1生遺伝形式をとる中脳黒質 ドーパ ミン神経の変性 ・欠落が起 こる.しかしその病理メカニズムは
不明である.このメカニズムを明らかにするために,疾患型のアミノ酸変異を導入したパーキンソン病
モデルショウジョウバエを作製した.こ れを用いてLRRK2と遺伝的相互作用がある遺伝子群 をスク
リーニングし,LRRK2シグナルの生理的 ・病理的役割を明らかにする.得 られた成果の疾患 との関係
の妥当性は患者由来のiPS細胞を用いて評価する.
・生化学的スクリーニング
LRRK2結合タンパク質およびその結合 タンパ ク質の網羅的同定 とモデル動物を用いた機能的スク
リーニングにより,分子レベルでLRRK2シグナル制御を明 らかにする.
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2)若 年 性 遺 伝 性 パ ー キ ン ソ ン病 原 因 遺 伝 子PINKI,Parkinの変 異 に よ る ドー パ ミ ン神 経 変 性 メ カ
ニ ズ ム の 解 析
パ ー キ ン ソ ン病 原 因 遺 伝 子 産 物PINKlは ミ ト コ ン ド リ ア に局 在 す る キ ナ ー ゼ で あ り,Parkinはユ ビ
キ チ ン リガ ー ゼ で あ る.こ れ ら の 機 能 喪 失 に よ り若 年 性(30-40歳)の 中 脳 黒 質 ドー パ ミ ン神 経 変 性 が
起 こ る.PI〈IKI,parkinはシ ョ ウ ジ ョ ウバ エ に お い て 遺 伝 的 相 互 作 用 が あ り,エ ピ ス タ シ ス 解 析 に よ り
PINK1がparkinの上 流 に 位 置 す る こ とが 示 唆 さ れ て い る.PINKI結 合 分 子 の 網 羅 的 同 定 と モ デ ル 動 物
に よ る機 能 的 ス ク リ ー ニ ン グ に よ り,PINKI-Parkinシグ ナ ル 伝 達 の 生 理 的 ・病 理 的 役 割 お よ びPINKI
がParkinの機 能 を 制 御 す る分 子 メ カ ニ ズ ム を 明 ら か に す る.
以 上 の 研 究 に よ り得 られ た 成 果 が パ ー キ ン ソ ン病 の 早 期 バ イ オ マ ー カ ー,治 療 法 ・予 防 法 開 発 に貢 献
す る こ と を 目 指 す.
2.研 究 報 告
1)総 説
L今 居 譲,高 橋 良 輔:遺 伝 性 パV-・一・キ ン ソ ン病 研 究 の 最 前 線:分 子 標 的 治 療 に む け て,Brainand
Nerve,第62巻,印 刷 中
2.今 居 譲:News&HotPaperDigest,実験 医 学25(16),2516-2517























3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等





4.国 内 学 会 で の 発 表
1)特 別 講 演,シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等
1.今 居 譲,StephanGehrke,BingweiLu:ショ ウ ジ ョ ウ バ エLRRK2オ ル ソ ロ グ に よ る神 経 変 性
メ カ ニ ズ ム,第30回 日本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第80回 日本 生 化 学 会 大 会 合 同 大 会Workshop,横
浜,2007年12月
2.今 居 譲:モ デ ル 動 物 を 用 い た パ ー キ ン ソ ン病 の研 究,第12回 東 北 大 学 学 際 ラ イ フ サ イ エ ン ス
シ ン ポ ジ ウ ム,仙 台,2008年5月
3.今 居 譲:な ぜ 老 化 と と も に 神 経 変 性 が お こ る の か?一 遺 伝 性 パ ー キ ン ソ ン 病 発 症 機 序 解 明
か ら の ア プ ロ ー チ ー,東 京 工 業 大 学,2009年2月(招 待 講 演)
4今 居 譲:遺 伝 性 パ ー キ ン ソ ン病 へ の 遺 伝 学 的 ア プ ロ ー チ ー 遺 伝 性 パ ー キ ン ソ ン 病 に 共 通 の
病 理 経 路 が 存 在 す る の か?,京 都 大 学,2007年7月(招 待 講 演)
2)一 般 演 題,ポ ス タ ー 等
L金 尾 智 子,BingweiLu,今居 譲:パ ー キ ン ソ ン 病 原 因 遺 伝 子LR.RK2とFoxOの 相 互 作 用 の 解
析,第31回 日 本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第81回 日本 生 化 学 会 大 会 合 同 大 会 口 演,神 戸,2008年12
月
2.金 尾 智 子,BingweiLu,今居 譲:パ ー キ ン ソ ン 病 原 因 遺 伝 子LRRK2とFoxOの 相 互 作 用 の 解
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31回 日本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第81回 日本 生 化 学 会 大 会 合 同 大 会Poster,神 戸,2GO8年12月
4.YuzuruImai,StephanGehrke,BingweiLu:LRRK2regulatesproteintranslationviaelF4E/4E-
BPpathwayandinfluencesdopaminergicneuronmaintenance,第31回日本 神 経 科 学 大 会 口 演,
東 京,2008年7月
5.今 居 譲,StephanGehrke,BingweiLu:ショ ウ ジ ョ ウ バ エLRRK2オ ル ソ ロ グ に よ る神 経 変 性
メ カ ニ ズ ム,第30回 日本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第80回 日本 生 化 学 会 大 会 合 同 大 会Poster,横 浜,
2007年12月
脳機能開発研究分野
担当教授 川 島 隆 太
1.研 究分 野紹介
教 授:川 島 隆太
准教授:杉 浦 元亮,RIERAJorge,月浦 崇
助 教:横 山 悟,秋 月 祐子
当研究分野は平成18年4月に設置され,川島が赴任し現在に至っている.様々な脳機能測定手法を用
いて,ミクロからマクロまで様々なレベルで脳の動作原理の解明を目指す と共に,その研究成果の社会




















て来た.現 在 は,こ れをさらに現実的 な社会 的状況や行動選択 の脳 メカニズムの研究 に発展 させ るとと
もに,工 学 ・臨床 ・教育 への応用研 究に も着手 している.
3)言 語脳科学研究
主 に高磁場MRI装 置 を利用 して,人間の脳 内にお ける言語処理 メカニズムの解明,及びその知 見 を援
用 した言語学習 システムの開発 を目的 とした研究 を展開 している.こ れ までに,実 験 的に被験者 の言語
処理過程 を統制 し,そ の時の脳活動データか ら,母 国語 と外国語の処理 メカニズムを解明 し,多 数の業
績 を挙 げてきた.こ の研 究 をさ らに発展 させ っつ,現 在 は,逆 にこれ らの知見 を応用 し,脳 機能 データ
か ら被験者の言語処理能力 を推定 ・評 価 した り,こ れ に基づいたフィー ドバ ックにより教育促進 を図る
システムの開発 も目指 している.
4)脳 機能開発研究
脳科学の研究成果 を産学連携研究 によって社会実装 する社会技術研究 を展開 してい る.こ れ まで に,
大脳 の前頭連合野 を活性化 し,そ の機能 を維持 ・向上 させる非薬物療法(学 習療法)理論 を開発 した.実
際 に高齢者 を対象 とした実用 システムを開発 し,全 国で認知症患者の前頭連合野機能改善,認 知症症状
緩和 ・改善 や,健 常高齢者の脳機能 を維持 ・向上,認 知症の予防 といった実績 を挙 げてい る.現 在,欧
米やアジア各国で も学習療法の共同研究が はじま りつつあ り,同時 に新 しい応用方法や対象 の開拓 も進
めてい る.さ らに,脳 科学の成果 をまた別の側面 で応用す る様々な研 究 も精力的 に模索 してい る.






1.関 口 敦,川 島隆太:認 知 リハ ビリテーシ ョン医学 認知症 に対 す る学習 療法.BRAINand
NERVE,59:357-365,2007.
2.立 花良之,川 島隆太:認 知症の脳 科学.心 療 内科,1:19-24,2007,
3.涌 澤圭介,土 屋 滋,川 島隆太:FunctionalMRIとは どの ような ものですか.何 がわか るので
すか.小 児 内科増刊号 「小児枢神経疾患の画像診断」,39:116-121,2007.
4,月 浦 崇:脳 機能画像研究か らみた エピソー ド記憶 の神経 基盤 一側頭葉 内側面 にお ける機能解
離.特 集:学 習 と記[意一基礎 と臨床:BrainandNerve,60:833-844,2008.
5,涌 澤圭介,杉 浦元亮,土 屋 滋,川 島隆太:脳 のfunctionalMRIの基礎 と臨床.こ れか ら始 まる
脳 機 能 開 発 研 究 分 野139
生 理 検 査 ・新 た に 始 ま る 生 理 検 査.検 査 と 技 術,36巻10号:H41-1147,2008.





































































3)和 文 論 文
1.山 下 満 智 子,川 島 隆 太,三 原 幸 枝,藤 阪 郁 子,高 倉 美 香:調 理 に よ る 脳 の 活 性 化(第 二 報)調
理 習 慣 導 入 に よ る 前 頭 前 野 機 能 向 上 の 実 証 実 験 一.日 本 食 生 活 学 会 誌.18:138-i38,2007.
脳機能開発研究分野141
2.横 山 悟,吉 本 啓,川 島隆太:外 国語学習者 の言語能力評価 にお ける脳機能データの応用.電
子情報通信学会技術研究報告.TL2007-34-40:37-40,2008.
3.服 部朝美,関 口 敦,鹿 野理子,金 澤 素,福 土 審:自 律訓練法 が奏功 し行動範囲が拡大 した
全般性不安障害 の1例.心 療内科.12:402-406,2008.
4.高 橋 慶,横 山 悟,神 原利宗,吉 本 啓,川 島隆太:文 理解 における脳内情報抽 出メカニズム
の解明.電 子情報通信学会技術研究報告.TL2008-12-35:ll-15,2008.
5.横 山 悟,川 島隆太:文 理解 を支 える下位処理 問の関係性.電 子情 報通信学会 技術研究報 告.
TL2008-12-35:5-10,2008.
3.国 際 学 会 ・ 海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等




2.JeongH:脳 科 学 的 ア ブ1ロ ー チ に よ る 第 二 言 語 習 得 研 究.建 国 日 本 言 語 文 化 学 会,国 際 学 術 大 会,





















142加 齢 脳 ・神 経 研 究 部 門










































































































































































































4.国 内学 会 で の発 表
1)特 別講演,シ ンポジウム,ワ ー クシ ョップ等
1,川 島隆太:脳 を知 り,脳 を鍛 える.第41回 日本成人病学会,東 京,2007,1(特別講i演)
2.川 島隆太:脳 科学か ら新産業 を創製す る.第63回 日本放射線技術学会,横 浜,2007.4(特別講演)
3.川 島隆太:脳 科学が教 える脳 の鍛 え方.第46回 日本生体医工学会大会,仙 台,2007.4(特別講演)
4.川 島隆太:脳 を知 り,脳 を鍛 える.第48回 日本心身医学会,福 岡,2007.5(教育講演)
5.川 島隆太:食 と脳科学.第50回 日本糖尿病学会年 次学術集会,仙 台,20075(市民公開講座)
6,川 島隆太:脳 を知 り,脳 を鍛 える.第20回 日本顎関節学会総会,仙 台,2007.7(特別講演)
7,川 島隆太:専 門職 としての脳 の鍛 え方 創造的思考 を育 てるた めに.第38回 日本看護学会,幕
張,2007.7(特別講 演)
8,川 島隆太:脳 を知 り,脳 を鍛 える.日 本歯科技工学会第29回 学術大会,仙 台,2007.9(特別講演)
9.川 島隆太:認 知症改善 ・予防 とケア.第15回 日本介護 福祉学会大会,浦 和,2007.9(記念講演)
10,川島隆太:脳 を知 り,脳 を鍛 える.日 本歯科技工学会第29回 学術大会,仙 台,2007.9(特別講i演)
ll.川島隆太:脳 の働 きと朝 ごはん.日 本食育学会 シンポ ジウム2007,東京,2007.12(基調講演)






15.川島隆太:脳 の鍛 え方.第24回 日本医工学治療学会,千 葉,2008、4(特別講演)
16.瀧 靖之,木 之村重男,後 藤了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛1加 齢 による灰 白質体積 の減
少 は男性が女性 よ りも早 い 一382人の脳MRI解 析 による縦断研 究.第67回 日本医学放射線
学会総会,横 浜,2008.4(口演)
17.関口 敦,杉 浦元 亮,横 山 悟,佐 藤 滋,堀 江 薫,川 島隆太:適 応的コーピングスタイルは
右前側頭領域 の活動が関与 している.第IO回 日本 ヒ ト脳機能マ ッピング学会,山 形,2008.6(シ
工48加 齢脳 ・神経 研 究部 門
ン ポ ジ ウ ム)
18,川 島 隆 太:脳 科 学 と社 会.化 学 工 学 会 第40回 秋 季 大 会,仙 台,2008.9(特別 講 演)
19.川 島 隆 太:脳 科 学 と社 会 を 結 ぶ,2008年 度 精 密 工 学 会 秋 季 大 会 学 術 講 演 会,仙 台,2008.9(特別
講 演)
20.川 島 隆 太:脳 を知 り,脳 を 鍛 え る.第60回 近 畿 北 陸 地 区 歯 科 医 学 大 会,京 都,2008.10(特別 講
演)
2)一 般 演 題,ポ ス タ ー 等
L立 花 良 之,杉 浦 元 亮,佐 々 裕 子,横 山 悟,HyeonjeongJeong,涌澤 圭 介,福 島 愛,川 島 隆 太:




第30回 日 本 神 経 科 学 会 大 会,横 浜,20079
3.福 島 愛,杉 浦 元 亮,三 浦 直 樹,内 田 信 也,関 口 敦,堀 江 薫,佐 藤 滋,川 島 隆 太:自 己 肯
定 に 関 す る脳 機 能 イ メ ー ジ ン グ 研 究.第30回 日本 神 経 科 学 会 大 会,横 浜,2007,9
4.SekiguchiA,SugiuraM,YokoyamaS,KanbaraT,IkutaN,SatoS,HorieK,KawashimaR:内




processing.第30回日 本 神 経 科 学 会 大 会,横 浜,20079
6.IkutaN,YokoyamaS,JeongH,SugiuraM,HorieK,SatoS,KawashimaR:Reanalysisin
Japanesesentencecomprehension:AnfMRIstudy.第30回日本 神 経 科 学 会 大 会,横 浜,2007.9
7.神 原 利 宗,横 山 悟,生 田 奈 穂,鄭 嬌 媒,高 橋 慶,関 口 敦,宮 本 正 夫,高 橋 大 厚,小 泉 政
利,吉 本 啓,堀 江 薫,佐 藤 滋,川 島 隆 太:日 本 語 の 脳 内 に お け る統 語 処 理 と語 彙 意 味 処 理
のfMRI研 究.日 本 認 知 科 学 会 第24回 大 会.東 京,2007.9
8.JeongH,SugiuraM,SassaY,MiyamotoT,BaiC,HorieK,SatoS,KawashimaR:Twodistinct





10.神 原 利 宗,横 山 悟,高 橋 慶,三 浦 直 樹,宮 本 正 夫,高 橋 大 厚,佐 藤 滋,川 島 隆 太1語 彙 認
知 過 程 に お け る修 飾 情 報 と叙 述 清報 の 脳 内 処 理.言 語 処 理 学 会 第 王4回年 次 大 会,東 京,2008.3,
ll.服 部 朝 美,関 口 敦,鹿 野 理 子,金 澤 素,福 土 審:自 律 訓 練 法 が 奏 効 し行 動 範 囲 が 拡 大 し た
全 般 性 不 安 障 害 の1例.第66回 日本 心 身 医 学 会 東 北 地 方 会,仙 台,2008.3.
脳 機能 開発 研 究分 野149
12,高 橋 慶,横 山 悟,神 原 利 宗,吉 本 啓,川 島 隆 太:文 処 理 に お け る 容 認 性 と語 順 の 関 係.自
然 言 語 処 理 学 会 第13会 年 次 大 会,東 京,2008.3.
13.横 山 悟,高 橋 慶,高 橋 信,川 島 隆 太=脳 機 能 デ ー タ を 用 い た 外 国 語 学 習 者 の 語 彙 力 評 価 シ











17.涌 澤 圭 介,杉 浦 元 亮,佐 々 祐 子,ジ ョ ン ・ヒ ョ ン ジ ョ ン,横 山 浩 之,土 屋 滋,川 島 隆 太:fMRI
を 用 い た,:場 に そ ぐわ な い 行 動:認 知 に か か わ る脳 購 活 部 位 の 検 討.第50回 日本 小 児 神 経 学 会
総 会,東 京,2008.5.
18,高 橋 慶,横 山 悟,神 原 利 宗,吉 本 啓,川 島 隆 太lRightNodeRaising構文 処 理 に見 られ る
統 語 依 存 情 報 減 衰 効 果.第136回 日本 言 語 学 会 第,東 京,2008.6.
19.YomogidaY,SugiuraM,SassaY,WakusawaK,SekiguchiA,FukushimaA,TakeuchiH,
KawashimaR:知識 ・意 図 に 基 づ く内 的 予 測 と感 覚 入 力 の 整 合 性 判 断 に 関 わ る脳 神 経 ネ ッ トワ ー
ク の 解 明.第10回 日本 脳 機 能 マ ッ ピ ン グ 学 会,山 形,2008.6.
20.福 島 愛,杉 浦 元 亮,三 浦 直 樹,内 田 信 也,川 島 隆 太:fMRIを 用 い た 知 的 興 奮 に 関 す る脳 ネ ッ
トワ ー ク の 同 定.第10回 日本 ヒ ト脳 機 能 マ ッ ピ ン グ 学 会,山 形,2008.6.
21.横 山 悟,高 橋 慶,神 原 利 宗,宮 本 正 夫,吉 本 啓,川 島 隆 太:文 理 解 を 支 え る下 位 処 理 一 単
語 認 知 と作 業 記 憶.第136回 日本 言 語 学 会 大 会,東 京,2008.6.
22.瀧 靖 之,木 之 村 重 男,福 田 寛:脳 虚 血 性 変 化 は そ の 後 の 脳 灰 白 質 体 積 減 少 を 加 速 さ せ る
一192入 を対 象 に した8年 間 の 縦 断 研 究 .第17回 日 本 脳 ド ッ ク 学 会 総 会,郡 山,2008.6.
23,HashizumeH,JeongH,IkutaN,SugiuraM,KawashimaR:外国 語 の 音 声 模 倣 に 関 わ る神 経 基
盤:fMR1研 究.第10回 日本 脳 機 能 マ ッ ピ ン グ 学 会,山 形,2008,6,
24.関 口 敦,杉 浦 元 亮,生 田 奈 穂,川 島 隆 太:受 動 的 な 報 酬 処 理 に お け る 内 側 眼 窩 皮 質 と側 座 核 の
機 能 分 担.第31回 日本 神 経 科 学 会 大 会,東 京,2008.7.
25.JeongH,HashizumeH,SassaY,YokoyamaS,SugiuraM,IshimakiK,KeitaNakamura,
KawashimaR:Neuralmechanismsunderlyingaface-to-faceinterviewinthesecondlanguage.第
31回 日 本 神 経 科 学 会,東 京,2008.7.
26.SugiuraM,YokoM,SasakiA,SadatoN:Corticalcorrelatesoffamousandpersonally-fmmiliar
placerepresentations.第31回日 本 神 経 科 学 会 大 会,東 京,2008.7.
27.FukushimaA,SugiuraM,SassaY,KawashimaR:Howintellectualexcitementenhancesencoding
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rnonitoringandintention-basedmonitorlng第31回日本 神 経 科 学 大 会,東 京,2008.7.
30,森 戸 里 衣 子,宮 崎 憲 一,KadjiHG,内 田 隆 史,川 島 隆 太,RieraJJ:アス トロ サ イ ト内Ca2+上




32.HashizumeH,JeongH,IkutaN,SugiuraM,KawashimaR:外国 語 音 韻 模 倣 に 関 与 す る神 経 基
盤:fMRI研 究.第31回 日本 神 経 科 学 大 会,東 京,2008,7(ポス タ ー)
33.後 藤 太 邦,小 川 剛 史,KadjiHG,川 島 隆 太,RieraJJ:ラ ッ ト大 脳 皮 質 の 電 気 伝 導 度 分 布 推 定 .
第31回 日本 神 経 科 学 大 会,東 京,2009.7.
34.OgawaT,GotoT,JimenezJC,OzakiT,KawashimaR,RieraJJ:Amodelf()rextractingseveral
neuronalactivityattributesfromLFPs.第31回日 本 神 経 科 学 大 会,東 京,2008,7.
35.鐘 ヶ江 寿 美 子,山 崎 律 美,石 橋 カ ズ ヨ,川 島 隆 太,小 泉 俊 三:認 知 症 高 齢 者 用 学 習 療 法 対 象 者 の
た め の 日常 生 活 評 価 ス ケ ー ル の 開 発.第9回 認 知 症 ケ ア 学 会,高 松,20089.
36.瀧 靖 之,木 之 村 重 男,佐 藤 和 則,後 藤 了 以,川 島 隆 太,福 田 寛:縁 上 回,島 等 の 灰 白 質 体 積
は そ の 後 の 全 脳 灰 白 質 体 積 減 少 を 予 見 す る.第 嘱 回 日 本 医 学 放 射 線 学 会 秋 季 臨 床 大 会,郡 山,
2008.10.
5.学 会 主 催 等
1.東 北 大 学 加 齢 医 学 研 究 所 ブ レ イ ン イ メ ー ジ ン グ 棟 竣 工 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム ～ 高 磁 場MRIか ら み え
る脳 と心 の 世 界 ～.仙 台.2008.IO.7
6.そ の 他






1.瀧 靖之,木 之村重男,佐 藤和則,後 藤了以,井 上健太郎,岡 田 賢,川 島隆太,福 田 寛:Body
MassIndexと全脳及 び局所灰白質量 との相 関一1,428人の脳MR画 像 を用いたvoxel-basedmor-
phometryによる解 析.第43回 日本医学放射線学会秋季臨床大会 学会賞銅賞.2007.10.
2.瀧 靖之,木 之村重男,後 藤了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:加 齢 による灰 白質体積 の減
少 は男性 が女性 よ りも早 い382人 の脳MRI解 析 による縦断研究.第67回 日本医学放射線学
会総会 学会賞銅賞.2008.4.
4,川 島隆太:平 成20年 度 「情報通信 月間」総務大臣表彰(総 務省).2008.06.
3,瀧 靖之,木 之村 重男,後 藤 了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:縁 上 回,島 等の灰白質体積
はその後の全脳灰 白質体積減少 を予見する.第44回 日本 医学放射線学会秋季臨床大会学術展示
優秀賞(GoldMedal).2008.10,
加齢老年医学研究分野
担当教授 荒 井 啓 行
1.研 究分 野紹介
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2.研 究 報 告
1)著 書
1.ア ル ツ ハ イ マ ー 病 に な ら な い 井 原 康 夫 ・荒 井 啓 行(Hl9)

















































































3)和 文 論 文
1.荒 井 啓 行 特 集 現 代 に 蘇 え る漢 方 療 法 序 文GeriatricMedicine46(3)
2,荒 井 啓 行 特 別 イ ン タ ビ ュ ー 伝 統 医 学 の 担 い 手 を 育 て,ど の よ う に 発 展 さ せ る か を 考 え る 月
刊 漢 方 療 法vol.12NO.26-15
3.荒 井 啓 行 イ ン タ ビ ュ ー 第59回 日本 東 洋 医 学 会 学 術 総 会 「学 術 総 会 の 開 催 に 当 た っ て 」 漢 方
の 臨 床 第55巻 第5号
4.荒 井 啓 行 ア ル ツ ハ イ マ ー 病 の 治 療 薬 治 療 学Vol.42NO.6別 冊
5.荒 井 啓 行,工 藤 幸 司 特 集 ア ル ツ ハ イ マ ー 病uptodateア ル ツ ハ イ マ ー 病 治 療 の 現 状 と近 未
来 像 細 胞40(5)
6,古 川 勝 敏,荒 井 啓 行 レ ヴ ィ ー 小 体 型 認 知 症MedicalPracticevol.46(7)735-740
7,荒 井 啓 行 認 知 症 と高 齢 者 医 療 山 形 艮 陵 第39号4-8
8.古 川 勝 敏,荒 井 啓 行 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム とア ル ツ ハ イ マ ー 病MedicalViewPoint
Vol.29NO.114
9.荒 井 啓 行 会 頭 講 演 ア ル ツ ハ イ マ ー 病 の 制 圧 と東 洋 医 学 第59回 日本 東 洋 医 学 会 学 術 総 会 一
日本 東 洋 医 学 雑 誌Vol.59NO.5683-697
10.荒 井 啓 行 内 科 医 の た め の 脳 疾 患 講 座46幻 覚 と妄 想BRAINMEDICALVol.20No.4
2008-1284-88
11、大 類 孝 高 齢 者 に 多 い 誤 嚥 性 肺 炎 き ょ う の 健 康p.114-ll7
12,大 類 孝,何 梅,岩 崎 鋼,藤 原 博 典,関 隆 志,古 川 勝 敏,荒 井 啓 行 認 知 症 治 療 に お い
て 期 待 さ れ る薬 物 併 用 療 法GeriatricMedicine46(4)351-356
13,大i類 孝 呼 吸 器 疾 患/肺 炎/肺 結 核 老 年 医 学 テ キ ス ト(社)日 本 老 年 医 学 会 編376-380,
387-390
14.大 類 孝 特 集 高 齢 者 喘 息 の 特 徴 と 管 理 に つ い てQ&Aで わ か る ア レ ル ギ ー 疾 患vol,4
NO.48.9379-380
15.大 類 孝 高 齢 者 感 染 症 の 特 徴 と 抗 菌 薬 の 使 い 方 モ ダ ン フ ィ ジ シ ャ ンvoL28NO.9
1371-1374
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16,大類 孝,山 暗 都,海 老原覚 高齢者の安心安全 な生活継続 のためにMedicalTribuneVol.
4]No.3619
17,岩崎 鋼,大 類 孝,古 川勝敏,荒 井啓行 半夏厚朴湯 は認知症 を伴 う高齢者 の肺炎 リスクを減
少 させ るKanpoMedicinefromInternatuinalJournalsMMJ2008:441
18.大類 孝,海 老原覚,海 老原孝枝,荒 井啓行 特集 高齢者肺炎 予防 と感染対策1薬 物 によ
る高齢者肺炎 の予防治療学Vol.42NQlI46-50
19.海老原覚,海 老原孝枝 特集 高齢者の肺炎 えん下性肺炎 を中心にMedicovol,39NO,4
4月223-224
20.海老原孝枝,海 老 原覚 スパ イスによる誤嚥予防TRP受 容体刺激 による誤嚥予防 臨床栄養
vol.ll2NO.5MAY484-485
21.海老原孝枝,海 老原覚 スパ イスによる誤嚥予防(2)嗅 覚刺激 による嚥下機能改善 臨床栄養
vo1.ll2NO,76802～803
22.海老原孝枝,海 老原覚 温度感受性受容体 を介 したi摂食時誤嚥予防の新作JournalofCLIN-
CALREHABILITATION別冊 呼吸 ・循環障害の リハ ビリテー ション
23.海老原孝枝,海 老原覚,荒 井啓行 特集 かお りの機能性 嗅覚刺激 と高齢者摂食嚥下 障害 に
おい ・かお り環境学会誌VOL39NO.4JULY
24.海老原孝枝,海老原覚 特集 主要 な老年症候群 の診断 治療 とケア 誤嚥Geriatricmedicine
老年医学vol.46(7)735-740
25,海老原孝枝,海 老原覚 摂食 ・嚥下障害高齢者 に対す るメデ ィカルユース としてのアロマテラ
ピーAROMARESEARCHNO.35vol,9NO.352-56
26.海老原覚,海 老原孝枝 嚥下障害患者 のMRSA対 策 誤嚥性肺炎の問題 嚥下障害の臨床 第
2版187-189
27.海老原孝枝,海 老原覚 科学的看護 ・介護 による嚥下障害 ・誤嚥性肺炎 に対す る予防 週刊 のあ
ゆみVol.227No.3195-200
3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等











1.荒井啓行 長寿社会 とアルツハイマー病 第93回東北医学会総会教授就任記念講演会H20.5.
16東北大学医学部臨床大講堂
2.荒井啓行 伝統医学のあるべきかたちとは 世界の潮流と日本の役割一 第59回日本東洋医学
会学術総会H20.6.6～8仙台国際センター
3.荒井啓行 講演 自分で出きる認知症予防法 日本 ビタミン学会 第60回大会市民フォーラム
"ビタミンと健康社会"H20.6.13仙台国際センター
4.荒井啓行 特別講演 長寿社会とアルツハイマー病 平成20年度東北薬科大学ハイテクリサー
チシンポジウムH20.6.13東北薬科大学
5.荒井啓行 特別講演2高 齢者医療 と漢方 第29回茨城県東洋医学研究会学術講演H20.7.4
オークラフロンティアホテルつくば
6.荒井啓行 特別講演 高齢者 日常診療の留意点 第181回内科懇話会H20.7.9勝…山館
7.荒井啓行 特別講演 認知症の制圧に挑む 高齢者プライマリ・ケア講演会H20.7,31ホテル
オークラ神戸
8.荒井啓行 ランチ ョンセミナー アルツハイマー病の制圧 と東洋医学 第25回和漢医薬学会学
術大会H20.8.30大阪国際交流センター
9.荒井啓行 特別講演NEUROLOGYと漢方治療 平安京漢方医学セ ミナーH20.8.30メル
パルク京都
10.荒井啓行 教育講演 日常診療に役立つ認知症の知識 第29回宮城総合画像研究会H20.9.5
艮陵会館
ll.荒井啓行 新任教授特別講演 「認知症の制圧に挑む」 第130回東北大学加齢医学研究所集団会
艮陵会館記念ホールH20,6、28
12荒 井啓行 認知症サポーター養成講座 認知症を見つけて治療する 第27回日本認知症学会市
民講座in前橋H20.10.12前橋テルサ大ホール
13.荒井啓行 特別講演 認知症に挑む 東西医学の統合から 第17回日本脳神経外科漢方医学
会学術集会H20.11.8都市センターホテル
14.荒井啓行 アルツハイマー病制圧 とバイオマーカー開発一J-ADNIの展望 東北大学加齢医
学研究所東京シンポジウムH20.lLll東北大学東京分室
15.荒井啓行 特別講演 認知症を見っけて治療する 第9回 三浦半島認知症 を考 える会H20.11.
12セ ントラルホテル
16.荒井啓行 「今 日から変わる!認 知症 との向き合い方」 ツムラKAMPOフォーラムH20.12.
5ホ テルメ トロポリタン秋田
17.荒井啓行 教授就任記念講演 長寿社会 とアルツハイマー病 教授就任記念講演 東北医学会
雑誌 王20巻2号2008年12月161-164
18.大類 孝 特別講演 高齢者肺炎の予防ならびに治療の新戦略 石巻医師会・桃生郡医師会学術
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講演会H20,7.16石巻グランドホテル
19,大類 孝 高齢者肺炎予防の新戦略ACE阻 害薬の多面的作用に着目して一 出雲学術講演会
H20,8.1ウェルシティ島根
20.大類 孝 基調講演 誤嚥性肺炎の予防ならびに治療の新戦略 第7回 呉脳疾患懇話会H20.
9.6シティプラザスギヤ
21.大類 孝 ランチョンセ ミナー 高齢者の誤嚥性肺炎～新たな予防法～ リハ ビリテーショ
ン ・ケア合同研究大会 福井2008H20.11,7フェニックスプラザ
22,大類 孝 高齢者肺炎の予防な らびに治療の新戦略 第44回八戸化学療法研究会H20.3,3
八戸グランドホテルlF「マリーンホール」
23.大類 孝 特別講演 高齢者肺炎予防の新戦略ACE阻 害薬の多面的作用に着 目して 弘
前老年医療科学セミナーH20.11.12ホテルニューキャッスル
24.大類 孝 特別講演 誤嚥性肺炎の予防ならびに治療の新戦略 東海胸研ll月例会H20.ll.
21名 古屋東急ホテル
25.大類 孝 特別講演 高齢者の誤嚥性肺炎一新たな予防法一 第ll回登米市医師会学術演会
H20.11.27ホテルサンシャイン佐沼





L吉 田元樹,大類 孝,浅田成紀,矢満田慎介,高山 真,沖津玲奈,海老原覚,荒井啓行 一般
演題 気管支擦過細胞診でシャルコーライデン結晶を認めた,喘 息を伴う好酸球性肺炎の一例
第19回日本老年医学会東北地方会H20.10,18艮陵会館記念ホール
2.矢満田慎介,海 老原覚,海 老原孝枝,浅 田成紀,山 暗 都,吉 田元樹,浅村孝昭,宇 根かおり,












担当教授 渡 辺 彰
1.研 究分野 紹介
教 授:渡 辺 彰
}筐教授:藤ホ寸 茂
当研究部門は平成19年4月に寄附研究部門として設置され,呼吸器腫瘍研究分野(現医学系研究科呼






















に市販後臨床試験を推進する中であるべき姿を提案 ・実践すると共に,海外の臨床試験を広 く参考 とし
ながらこれをさらにレベルアップする努力を行っている.個別の課題では,日本化学療法学会の抗菌薬
安全性評価基準検討委員会の委員長 として新規抗菌薬開発の際の副作用等の評価基準の改訂 を推進し
た り,関節 リウマチやクローン病,乾癬,べ一チェット病その他の難病に対する画期的な治療薬 として
開発されたTNF一α阻害剤などの生物学的製剤の開発や市販後臨床試験の際の安全性評価 を担当した
りしながらそのレベルアップの重責を担っている.










エンザ肺炎の臨床像に関する研究した.さらに抗インフルエンザ薬3薬 剤 と異常行動 との関連性をレト
ロスペクティブに検討し,異常行動を起 こした群に薬剤投与 との因果関係がみられないケースが84%







インフルエンザ対策ワーキンググループの座長 を務めて 「緊急提言」をまとめ,こ れが国会の予算委員
会新型インフルエンザ対策集中審議で引用されるなど,国をリー ドする活動を行っている.
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2.研 究 報 告
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5.渡 辺 彰:第81回SCC(代 表世話人).仙 台,2007.03.9(第一製薬仙 台支店)
6.渡 辺 彰:第82回SCC(代 表世話人).仙 台,20075.25(第一製薬仙 台支店)
7、渡辺 彰:第24回 東北感染症 ・化学療法 フォーラム(代 表世話人).八 戸,2007.5.26～27(八戸
パー クホテル)
8.渡 辺 彰:第55回 日本化学療法学会総会(会 長).仙 台,2007.06.1～2(仙台国際 セ ンター)
9,渡 辺 彰:第 重8回呼吸器感染症/化学療法研究会(世 話人).東 京,2007.6.9(都市セ ンターホテ
ル)
10.渡辺 彰:第11回 南東北胸部疾患研究会(代 表世話人),2007.7.7(ホテルハマ ツ)
lL渡 辺 彰:第83回SCC(代 表世話人).仙 台,2007.7.20(仙台国際 ホテル)
12.渡辺 彰:第4回 リウマチアカデ ミー(世 話人).東京,2007.721(グラン ドプリンスホテル赤坂)
13.渡辺 彰1第15回 呼吸器疾患 ・感染症研究会(世 話人).神 戸,2007,824(神戸ベ イシェラ トン
ホテル アン ドタワーズ)
14.渡辺 彰:第15回 東北胸部疾患 ワークシ ョップ(世 話人).仙 台,2007.9.8(ホテル仙台 プラザ)
15,渡辺 彰:第84回SCC(代 表世話人).仙 台,2007.9.21(第一製薬仙台支店)
16.渡辺 彰:第7回 呼吸器感染症 フォーラム(世 話人).東 京,2006.9.29(赤坂 プ リンスホテル)
17.渡辺 彰:第12回 南東北化学療法 シンポジウム(世 話人).仙台,2007.10.6(ホテル仙台 プラザ)
18,渡辺 彰:第10回 東北抗酸菌研究会(世 話人).仙 台,2007,10.13(フォレス ト仙台)
19.渡辺 彰:第19回 呼吸器感染症/化学療法研究会(世 話人).東京,2007、Il.10(千代 田放送会館)
2α 渡辺 彰:第85回SCC(代 表世話人).仙 台,2007.11.16(第一製薬仙台支店)
21.渡辺 彰,藤 村 茂:第13回 東北院内感染対策研究会(世 話人).仙台,2007,11.17(仙台国際セ
ンター)
22.渡辺 彰:第1回 東北 ワクチ ン研究会(世 話人).仙 台,2007.lLl7(仙台国際セ ンター)
23.渡辺 彰:第25回 東北感 染症 ・化学療法 フォーラム(代 表世話人).仙 台,2∞7.11.24～25(ホテ
ル仙台プラザ)
24,渡辺 彰,藤 村 茂1平 成19年 度院内感染対策講 習会 ②(事 務局).仙 台,2007.ll.26～27(仙
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台AER)
25,渡辺 彰:第9回 東北呼吸器真菌症研究会(代 表世話人).仙台,2007.12.8(ホテル仙台 プラザ)
26.渡辺 彰:第1回TaishoToyamaMedicalSymposiuminTohoku(代表世話人).仙 台,2007,
12.15(ホテルメ トロポ リタン仙台)
27,渡辺 彰:第7回 東北臨床感染症研究会(世 話人).仙 台,2008.Ll2(勝山館)
28.渡辺 彰:第86回SCC(代 表世話人).仙 台,2008.1.18(エクセル東急 ホテル仙台)
29,渡辺 彰:第13回 東北感染症研究会(世 話人).仙 台,2008.2.16(仙台 ホテル)
30.渡辺 彰:第87回SCC(代 表世話人).仙 台,2008.3.21(第一三共仙台支店)
31.渡辺 彰=第88回SCC(代 表世話人).仙 台,2008.5.16(第一三共仙台支店)
32.渡辺 彰:第26回 東北感染症 ・化学療法 フォーラム(代 表世話人).秋 田,2008.5.24～25(秋田
ビューホテル)
33,渡辺 彰:第20回 呼吸器感 染症/化学療法研究会(世 話人).京都,2008.6,21(京都 ロイヤルホテ
ル)
34渡 辺 彰:第12回 南東北胸 部疾 患研究会(代 表世話人).2008.7.5(山形国際ホテル)
35.渡辺 彰:第89回SCC(代 表世話人).仙 台,2008.7.18(仙台国際ホテル)
36.渡辺 彰:第6回MCMフ ォーラム(世 話人).東 京,2008.726(六本木 アカデ ミー ヒル ズ)
37.渡辺 彰:第5回 リウマチアカデ ミー(世 話入).東京,2007.7.26(グラン ドプ リンスホテル赤坂)
38.渡辺 彰:第16回 呼吸器疾患・感染症研究会(世 話人).東 京,2008.8.23(東京 ヒル トンホテル)
39.渡辺 彰:第16回 東北胸部疾患ワークショップ(世 話人).仙 台,2008.9.6(ホテル仙台プラザ)
40.渡辺 彰:第90回SCC(代 表世話人).仙 台,2008.9.19(第一三共仙台支店)
41.渡辺 彰:第8回 呼吸器感染症 フォー ラム(世 話人).東 京,2008.9.20(赤坂プ リンスホテル)
42.渡辺 彰:第13回 南東北化学療法シンポジウム(世 話人).仙台,2008.9.27(ホテル仙台プ ラザ)
43,渡辺 彰:第ll回 東北抗酸菌研 究会(世 話入).仙 台,2008.10.4(斎藤報 恩会館)
44.渡辺 彰:第14回 東北院 内感染対策研究会(世 話人).仙 台,2008.lI,1(仙台 国際セ ンター)
45.渡辺 彰:第21回 呼吸器感染症/化学療法研究会(世 話人).東京,2008.ll.8(都市セ ンターホテ
ル)
46.渡辺 彰:第10回 東北呼吸器真菌症研究会(代 表世話人).仙 台,2008.ll」5(ホテル仙台 プラ
ザ)
47.渡辺 彰:第91回SCC(代 表世話人).仙 台,2008」1.21(第一三共仙台支店)
48,渡辺 彰:第2回 東北 ワクチ ン研究会(世 話人).仙 台,2008.ll.22(仙台国際セ ンター)




担当教授 川 島 隆 太
1.研 究分野 紹介





















達を解明することを目標 としている.例えば,第二言語習得初期に重要 となる音声習得 と年齢 との間に
は比較的強い関係があることが示唆されているが,その習得過程のひとつである音声模倣の脳内メカニ
175
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ズ ム と そ の 発 達 変 化 を 明 ら か に す る こ と で,将 来 的 に は 適 切 な 時 期 の 適 切 な 外 国 語 学 習 シ ス テ ム の 構 築
な ど,言 語 教 育 等 へ の 貢 献 が 期 待 さ れ る.
2.研 究 報 告
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3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等
一 般 演 題











































































4.国 内 学 会 で の発 表




2)一 般演題,ポ ス ター等
1.瀧 靖之,木 之村 重男,後 藤了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:加 齢 に伴 う脳 灰白質体積の
経時変化一健常被験者の脳MRI解 析 に よる8年 問の縦断研究 第一報一.第66回 日本 医学放射
線学会総会,横 浜,2007.4.
2.瀧 靖之,木 之村重男,福 田 寛:加 齢及び血圧 による脳灰白質体積の経時変化一健常被験者 の
脳MR1解 析 による8年 間の縦断研究.第16回 日本脳 ドック学会総会,盛 岡,2007.6.
3,立 花良之,杉 浦元亮,佐 々祐子,横 山 悟,HyeonjeongJeong,涌澤圭介,福 島 愛,川 島隆太:








6.瀧 靖之,木 之村重男,後 藤了以,佐 藤和則,井 上健 太郎,岡 田 賢,川 島隆太,福 田 寛:Body
MassIndexと全脳及 び局所灰 白質量 との相 関一1,428人の脳MR画 像 を用いたvoxel-basedMor-
phometryによる解析一.第43回 日本医学放射線学会秋季臨床大会,名 古屋,2007」0.
7,瀧 靖之,木 之村重男,後 藤了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:加 齢 による灰 白質体積 の減
少 は男性 が女性 よ りも早 い一382人の脳MRI解 析 による縦断研究一.第67回 日本医学放射線学
会総会,横 浜,2008.4.
8.涌 澤圭介,杉 浦元亮,佐 々祐子,ジ ョン・ヒョンジ ョン,横 山浩 之,土 屋 滋,川 島隆太=fMRI
を用いた,"場 にそ ぐわない行動"認 知 にかかわ る脳賦活部位 の検討.第50回 日本小児神経学会
総会,東 京,20085.
9.瀧 靖之,木之村 重男,福 田 寛:脳 虚血性変化 はその後の脳 灰白質体積減少 を加速 させ る192
人 を対象 にした8年 間の縦断研究一.第17回 日本脳 ドック学会総会,郡 山,2008.6.
10,YomogidaY,SugiuraM,SassaY,WakusawaK,SekiguchiA,FukushimaA,TakeuchiH,
KawashimaR:知識 ・意図に基 づ く内的予測 と感覚入力 の整合性判断 に関わ る脳神経 ネ ッ トワー
クの解明.第10回 日本脳機能マ ッピング学会,山 形,2008.6.
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li.HashizumeH,JeongH,IkutaN,SugiuraM,KawashimaR:外国語の音声模倣 に関わる神経基











16.瀧 靖 之,木 之村重男,佐 藤和則,後 藤 了以,川 島隆太,福 田 寛:縁 上回,島 等 の灰 白質体積
はその後の全脳 灰 白質体積減少 を予見す る.第44回 日本 医学放射線 学会秋 季臨床大会,郡 山,
2008.IO.
17.丸山昌一,大森 芳,佐々祐子,泰羅雅登,川島隆太:認 知機能 と生活習慣 に関する高齢者 コホー
ト研究.第20回 日本発 達心理学会大会,東 京,2009.3.
5.学 会 主 催 等




L瀧 靖之,木 之村重男,佐 藤和則,後 藤i了以,井 上健太郎,岡 田 賢,川 島隆太,福 田 寛:Body
MassIndexと全脳 及び局所灰 白質量 との相関一1,428人の脳MR画 像 を用いたvoxel-basedmor-
phometiyによる解析 。第43回 日本医学放射線学会秋季臨床大会学会賞銅賞.2007.IO.
2.瀧 靖之,木 之村 重男,後 藤了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:加 齢 による灰 白質体積 の減
少 は男性 が女性 よ りも早 い一382人の脳MRI解 析による縦断研 究一.第67回 日本医学放射線学
会総会学会賞銅賞.2008.4.
3,瀧 靖之,木 之村 重男,後 藤 了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:縁 上回,島 等の灰 白質体積








助 教:岡村 大治,前 田 郁麻
当センターは当初,癌細胞保存施設 として昭和59年,抗酸菌病研究所の中に設立され,平成7年 に医
用細胞資源センターに発展的に改組された.当センターでは,腹水癌細胞株および,ヒ ト癌細胞,白血




















2)始 原生殖細胞 の分化 に伴 う表面抗原の発現変化に関する研究
始原生殖細胞 は胚発生の進行 に伴 い,活 発 に増殖 しなが ら分化 す るが,そ の分化段階や分化 の進行 の
様子の詳細 は明 らかでない.そ こで,各 発生段 階の胚の始原生殖細胞 での,様 々 な表面抗原 の発現 をフ
ローサイ トメ トリー によ り解析 した.そ の結果,Integrinα6とc-Kitの発現が,胚 発生の進行 とともに
全体 として増加す る傾 向が見 られ るが,い ずれの発生段階で も発現 に強弱差 のある細胞 が混在 してい る
ことがわか り,始 原生殖細胞 の分化が非同調 的に進行する ことがわかった.ま た,こ れ ら表面抗原の発
現 レベルの異 なるサ ブポ ピュレー ションのなか に,細胞死 を起 こしやすいサブポピュレー ションが存在
す ることがわか った.
3)始 原生殖細胞 が多能性幹細胞 へ変化するメカニズムに関 する研究
始原生殖細胞 を特定の増殖因子存在下で培養す る と,一部 の細胞が多能性幹細胞であるEG細 胞 に変
化す る.こ うい った変化 をす る潜在能 力を もった始原生殖細胞 が もとも と存在す るか どうかを調べ るた
めに,始 原生殖細胞 を表面抗原の発現の違 いなどによって,フ ローサ イ トメ トリー によ り分画 した後 に
培養 し,EG細 胞形成頻度 の相違 を調べた.そ の結果,Integrinα6陰性 ・弱陽[生のよ り未分化 な始原生
殖細胞,ま たは様 々な組織 で幹細胞が濃縮 され ることが知 られているサイ ドポ ピュレー ション細胞の性
質 を示す始原生殖細胞 が,よ り高頻度でEG細 胞へ変化す ることが明 らかになった.
4)ヒ ス トンメチル化酵素Meisetzによる減数分裂の制御 に関す る研究
減数分裂期 の生殖細胞 に特異 的に発現す るヒス トンメチル化酵素Meisetzは,減数分裂前期 に起 こる,
相同染色体 の対合お よび相 同組 み換 えに必須 な役割 を果た してお り,この遺伝子 を欠損 したマウスは雌
雄 ともに不妊 になる.ヒ ト不妊症 にこの遺伝子の変異が係わ っている可能性 を調べ るた めに,男 性不妊
患者 と健常者 について,こ の遺伝子のSNP解 析 を行 った.そ の結果,不 妊患者特異的 にア ミノ酸置換 を
伴 う複 数のSNPが 確認 され,男 性不妊 の原因 のひ とつになってい る可能性が示唆 された.
■ 研 究 報 告
1)著 書
L松 居靖久.永 遠 に生 きる細胞一生殖細胞 の不思議一.加 齢 医学 エイ ジング ・ファイ ン(著 書,
















3)和 文 論 文
1.松 居 靖 久.生 殖 細 胞 は 多 能 性 か?蛋 白 質 核 酸 酵 素52,2027-2032(2007).
2.松 居 靖 久.生 殖 細 胞 サ イ ク ル の 謎 と 希 望.実 験 医 学27,356-361(2009).
3.国 際 学 会,海 外 で の 講 演 お よ び セ ミ ナ ー

























4.国 内 学 会 で の 発 表
1)特 別 講 演,シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等
1.松 居 靖 久 「不 均 一 な細 胞 集 団 と し て 分 化 す る 始 原 生 殖 細 胞 の 分 化 様 式 」,文部 科 学 省 科 学 研 究 費 補
助 金 特 定 領 域 研 究 「生 殖 細 胞 の 発 生 プ ロ セ ス ・再 プ ロ グ ラ ム 化 とエ ピ ジ ェ ネ テ ィ ク ス 」 に よ る公
開 シ ン ポ ジ ウ ム,東 京,2007.11.22
2.松 居 靖 久 「始 原 生 殖 細 胞 と多 能 性 幹 細 胞 の 関 係 」,日 本 実 験 動 物 科 学 技 術2008,シ ン ポ ジ ウ ム 「生
殖 細 胞 工 学 の 現 在 と展 望 」,仙 台,2008.5.16
3.松 居 靖 久 「生 殖 細 胞 と多 能 性 幹 細 胞 の 関 係 」,第3回'生 殖 細 胞 の 会,山 梨,2008.11.20
4.松 居 靖 久 「始 原 生 殖 細 胞 が 多 能 性 幹 細 胞 へ 変 化 す る メ カ ニ ズ ム 」,第31回 日 本 分 子 生 物 学 会,第
61回 日本 生 化 学 会 合 同 大 会,シ ン ポ ジ ウ ム 「生 殖 細 胞 の 発 生 を制 御 す る 分 子 」,神 戸,2008.12.9
2)一 般 演 題
1.藤 村 維 子,時 武 祐 子,松 居 靖 久 「ア ポ トー シ ス に よ り排 除 され る マ ウ ス 始 原 生 殖 細 胞 サ ブ ポ ピ ュ
レ ー シ ョ ン の 同 定 」 科 学 技 術 振 興 機 構 研 究 領 域 「生 物 の 発 生 ・分 化 ・再 生 」 第6回CREST公
開 シ ン ポ ジ ウ ム,東 京,2007.11.20
2,望 月 研 太 郎,松 居 靖 久 「mil-1遺伝 子 の マ ウ ス 始 原 生 殖 細 胞 特 異 的 発 現 へ のDNA脱 メ チ ル 化 の
関 与 」 第30回 日本 分 子 生 物 学 会 年 会,横 浜,2007.12.12
3.藤 村 維 子,時 武 裕 子,松 居 靖 久 「ldentificationofmeuseprimordialgermcellsubpopulation,which
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代 表 的 加 齢 病 で あ る 食 事 性 高 コ レ ス テ ロ ー ル 血 症 と2型 糖 尿 病 を 発 症 さ せ る こ と が 示 さ れ た.現 在,
ノ ッ ク ア ウ トマ ウ ス か ら得 られ た 結 果 を基 に,個 体 レ ベ ル でWntの 糖 代 謝 や コ レ ス テ ロ ー ル 代 謝 へ の
影 響 を解 析 し て い る.
2.研 究 報 告
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